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２　旅の恥は……？
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７　正面から立ち向かう

８　幸せなエピローグ









１　恋人がいれば、解決？








　目を閉じて思い出す母の顔はいつも笑顔だった。はつらつとしていて、どんな時でも自分を守ってくれた。母の作るピンク色のお赤飯が好きだった。帰り道、玄関を開けるといつもいいにおいがした。テストの点が悪くて落ち込んだとき、背中を撫でて励ましてくれた。リレーの選手に選ばれたとき、飛び上がって喜んでくれた。バイトを始めたときは誰よりも心配してくれて、送り迎えをしてくれた。

『あなたの幸せが私の幸せなのよ』

　いつもの母の笑顔でそう言われたとき、どう返したらいいか分からなかった。

　自分が大人になるにつれ、ほんの少しずつ優しさが息苦しくなっていった。

　女の幸せは結婚。早く、お母さんとお父さんを安心させて。そんな言葉に自分が縛られる日がくるとは思わなかった。

　どうして。そんな思いだけがいつも心の中にくすぶっていた。





◇◇◇






　——ああ、もう間に合わない！　

　自分が主導にならなければいけない退院カンファレンスに遅刻するのはありえない。そんな焦った気持ちを抱えて階段を一段飛ばしで駆け上がり、五階のカンファレンスルームに急ぐ。

（五階は遠い〜！）

　四階の踊り場付近で息が切れる。しかし、整えている暇はない。カンファレンス開始時刻はもうすぐだった。

（今日はこれが終われば、週明けの予定をケアマネージャーに伝えて……あとは……）

　終わった後の残務を確認しつつ、また階段を駆け上がる。おそらく残業はしないで済むだろう。この忙しい金曜日が終われば、月・火と有休で全部合わせた四連休だ。同じ温泉街に二連泊し、ゆっくり温泉に入り、読書をしたり散歩をしたり楽しむ予定が待っていた。

「お待たせしました」

　切れた息を整えてから、カンファレンスルームに入る。担当ケアマネージャーと、患者とその家族。そして病棟看護師の視線が一斉に自分に向いた。個人用ファイルから名刺を取り出し、まずは家族に渡す。

「椎しい野のゆかりです。佐さ々さ木き様の担当のケースワーカーになります」

「ちょうだいします」

　次に、ケアマネージャーと名刺交換をして、ゆかりは自分の席に着く。ゆかりは総合病院の医療相談室に勤務する医療ソーシャルワーカーだ。医療機関における福祉の専門職で、病気になった患者や家族の立場から支援をサポートする職業だ。今日はゆかりが調整した支援内容の最終確認のための退院カンファレンスの日。自分が主となるカンファレンスで遅刻などありえないが、なんとか間に合ったようだ。

「遅くなって大変失礼いたしました。それでは、退院に向けての調整を行っていくためにお話をさせていただきたいと思います……では、まず看護師さんの方から佐々木様の現状を聞かせてもらってもよろしいですか？」

　にこやかな笑顔を浮かべて、どうかトラブルがありませんように。とゆかりは心の中でそっと願った。





◇◇◇






「椎野さん、カンファレンスお疲れさまでした。あ、そういえばなんだかずっとロッカーからバイブ音が響いてたけど」

「え」

　自分のデスクに戻ると同時に、同僚から声をかけられる。ゆかり達の控室はロッカーも兼備されており、個人所有物も一緒に置いてある。同僚に一言断ってロッカーの中にあるスマートフォンを確認する。表示された画面には、『母』の文字がずらりと並んでいた。隠せないため息が漏れて、ゆかりはバッグの中にスマートフォンをしまう。

「いいの？」

「はい。親からだったんで」

「え、あんなに鳴ってたから、何かあったんじゃない？」

「終業時間終わったら、聞いてくれます？」

　こっそりそう伝えると、了解、のポーズなのか親指を立てて見せてくれた。ゆかりは同じように親指を立てると、一日の業務のまとめに入った。

　

　無事トラブルもなく定時に仕事が終了し、安堵からかふう、と息を吐いて腕を伸ばす。ついでに首を傾げるとボキっと嫌な音が響いた。隣に視線を向けると同僚の千ち加か代よもパソコンを閉じていたため終わったと判断する。「椎野ゆかり」「関せき口ぐち千加代」と書かれた社員証をカードリーダーに通すと、ゆかりは我慢できないとばかりに口を開いた。

「千加代さん、聞いてくださいよ！」

　千加代は、ゆかりにとって五つ年上の先輩だ。子育てもしながら仕事もこなし、患者や家族、医師からの信頼も厚い憧れのソーシャルワーカーだ。

「おお。どうしたどうした。保育園のお迎えがあるから、長くは聞けないけど」

「あのですね、実は親から帰って来いって言われてるんです」

「え、実家に？」

「はい。いい歳なんだから、帰ってきて結婚を考えたらどうかって。女の子がいつまでも親元を離れているなんてどうなの？　ってそんなことばかり言われて……正直ちょっとまいってます」

「え、今時そんなこと言うの？　ゆかりちゃん二十九歳だよね？」

「本当に今時ありえないですよね……でも、うちの実家は田舎だからそんな考えが強く根付いているみたいですね」

　ゆかりは大きくため息をつく。よほど溜まっていたのか、滑らかに愚痴がこぼれ出る。とにかく実家に帰ってこいの一点張りだった。実家に帰るということは仕事を辞めるということだ。今ゆかりが抱えている案件は多数あり、どれもこれも投げ出していいものではない。それに毎日のようにケースワーク依頼が来るため、今仕事を辞めて実家に帰るなどとんでもないことだった。

「結婚が女の幸せ。早く子供を作れ。仕事なんてやめて帰って来い。の三本柱ですよ。ここ最近なんだか攻撃が段々ひどくなってきてて……」

　薄手のコートを羽織り、もう一度ため息をつく。「大変だね」と、千加代が慰めてくれる。解決しようにも、人一人の考えを変えるのはそうたやすいことではない。何度か仕事を投げ出すなんてできないと言っても、耳を傾けてくれなかった。

「私も、いつか結婚して、子供を授かれたらいいなって思います。千加代さん、大変そうだけど、幸せそうですし……子供は授かりものだし、絶対っていうわけじゃないんですけど……女の幸せはこれだって決めつけるのはどうかなって思うんですよ」

「そうねえ。夫も義理の両親も仕事に理解のある人だし、子供も今のところ元気だし。私はこれで幸せだけど、価値観は人それぞれだしね」

「いろんな生き方があっていいって思ってるんですけど……」

　言葉にすることで自分は本当に困っているんだと改めて理解する。こんな話をしている間にも、スマートフォンが着信を告げる。すべてが面倒くさくなったゆかりは、思い切って電源を落とす。

「え、いいの？」

「いいんです。私は明日から四連休なんで、煩わしいことから解放されるんです」

「あ〜趣味の旅行だっけ。今度はどこに行くの？」

「今回は金沢の方に行くんです。温泉郷でのんびりする予定です」

「そっかあ。前、院内のパソコンルームでめっちゃ熱心に見てたもんね」

「そうなんですよ。スマホだと画像が小さくて。パソコンで見た方が隅々まで見れるんですよ〜」

　院内にはネットに繋がれた私用利用が可能なパソコンがいくつもある。ゆかりは毎度そのパソコンを利用し、ホテルを予約していた。今回も昼休みをまるっとつぶして検索に検索を重ねて見つけた部屋だった。温泉街の中心にあり、ホテルの周りには有名な餃子屋や飲み屋街が広がっている。そこに足を運ぶのも楽しみの一つだった。

「ああ、そうだよね。いいホテルは見つけられた？」

「はい！　ちょっと奮発して離れにしちゃいました。二つあってどっちかで迷ってたらタッチの差で予約されちゃったんですけど……でも、めっちゃいい部屋です！」

「へえ！　いいね。離れなんてゆっくりできそう」

「はい。久しぶりの旅行なんで楽しんできます。お土産買ってきますね」

「ありがとう！　金箔入りのあぶらとりがみでいいよ」

「う、は、はい」

　中々の高級品だとたじろいだ返事になってしまった。

「あはは。冗談よ。楽しんできて」

　ひきつった笑みを浮かべるゆかりにそう言い残して千加代が先に帰っていった。それを見送ったあと、ゆかりはまたため息をつく。

　楽しかった会話だったが、スマートフォンの電源を入れるとまたもや母からの着信が並んでいる。物凄い回数に、母の焦りが見え隠れする。結婚して子供を授かる未来は喜ばしいことだ。けれども、母親がゆかりに押し付ける考えはこれだけではなかった。

『そんなに一生懸命働いて何になるの？　女は誰にも認められないの』

　自分の仕事に誇りを持っているとまでは言わない。けれども、病気やけがで弱った人の生活を助けるために必要な仕事だと思っている。誰かがやらなければ、社会は回っていかない。自分はそんな一つの小さな歯車だと思っている。何かが欠ければ、どこかで不具合が起きる。そんな悲しいことが起きないように今はがむしゃらに働いていた。

　だからこそ、性別で全てを諦めさせようとする母親が余計に許せなかった。何となく実家に帰ってくるように何度も言われていたが、ここまで酷くなったのはここ最近だ。あと一年で三十歳というときだった。電話がほとんどだが、今では無視したいと思ってしまうほどひどい回数の着信が残るときがある。何なら着信履歴が全て母で埋まることもあった。異常ではないかと感じる時もあったが、優しい母の思いがあるからと考えると邪険にもできない。

（私がこの職に就くときは、すごく喜んでくれたんだけどな）

　どうして、という思い沸き上がるが、考えても答えは浮かばない。

（ああ、もう忘れよう。明日からは旅行なんだから）

　鬱々とした気持ちを振り払い、ゆかりは歩いて五分の自宅に向かった。






２　旅の恥は……？








　都心から新幹線で二時間弱。駅前を少し観光してホテルのバスでお迎えという悠々自適な旅行をゆかりは一人楽しんでいた。重たい荷物は、宅配便の旅行パックを利用して配送済みだ。身軽な旅ほど快適なものはない。チェックイン時間に合わせて到着したホテルでは、毛足の長い柔らかなじゅうたんと開放的なロビーに出迎えられる。

　昨年リニューアルしたばかりというホテルは、和モダンテイストを基調としていた。築百年以上という柱や屋根組を活かしつつ、白を基調とした造りになっている。その空間は清潔感と非日常で溢れていた。残念なことに天気はあまりよくなく曇天だったが、薄暗い空と淡い光を放つ照明が見事にマッチしていた。来た人が喜び、気が高まるような素敵なホテルの外観にゆかりは思わず感嘆のため息が漏れた。

（想像以上！　素敵！）

　ホームページを見て一目で気に入り予約した自分を褒めたい。上機嫌でチェックインカウンターに向かうと、柔らかな笑顔を浮かべた女性従業員が出迎えてくれる。

「椎野様、お待ちしておりました。離れの椿の間をご用意しております。これからご案内いたしますので、ソファにかけてお待ちください」

　少し前だと女性の一人旅は懸念されることが多かったけれども、最近では一般的になってきたのか、こうして笑顔で迎えてもらえることが多くなった。逆に、「女一人で？」と嫌そうな顔を隠さない所もあるが、そういうところには二度と行かないと決めていた。

　弾む気持ちを隠せず、足音を吸い込んでくれる柔らかいじゅうたんの上をスキップしてしまいそうになる。しかし、不審者扱いはされたくないため、案内されたソファにゆっくりと腰かける。体が一瞬沈み込んだと思ったが、体全体をしっかり支えてくれた。自宅にある量販店のソファとは大違いだ、と感触を楽しんでみる。するとタイミングを見計らったようにお茶と和菓子が運ばれてくる。

「この近くの和菓子屋で販売している羽二重餅です。よろしかったらどうぞ」

「わあ！　ありがとうございます！」

　これこれ！　旅行の楽しみの、地元のお菓子での出迎え！　とゆかりは出された菓子に手を付ける。上品な甘さともちもちの触感に、唸らずにはいられない。非日常を感じるたびに、たまっていたストレスが少しずつ昇華される。仕事のストレスももちろんあるが、もっぱらの原因である母からの電話が、今は鳴りやんでいるのが嬉しい。

（私だって何も考えていないわけじゃないんだよ）

　よりによって身内に理解してもらえないことが一番つらい。思い出してしまうと、一気にその闇に囚われてしまいそうになる。解決策を探しても見つからないのもどうしようもなく落ち込んでしまう原因だ。

（やっぱり三十手前で恋人がいないって問題？　いやでも、そんなの人それぞれだし。いっそ偽の恋人でも作れば納得してもらえるのかな）

　熱いお茶を口にしながら、そんな考えが浮かぶ。しかし、この超絶現実社会で漫画のようなことが起きるはずないと急に冷静になる。

「椎野様、お部屋にご案内させていただきます」

「あ、はい」

　声をかけられ、我に返る。送った荷物はもう部屋に届いているようで、案内係の方は手ぶらだった。今回泊まる離れの椿の間は、普段ならとても手が出せない値段の部屋だ。しかし、今までの旅行でために貯めたポイントのおかげで今回の旅行が成立した。緩む頬を押さえられず、ゆかりは案内係の後を追った。





◇◇◇






　今回の部屋は離れということもあり、ひっそりとした道を案内される。植木に囲まれた秘密基地に向かうようで、ゆかりは一人わくわくしていた。

「こちらでございます」

　いくつかの飛び石を乗り越えていくと、ぱっと視界が広がる。荘厳なたたずまいは、ホテルのロビーとは様相を変え、まさしく隠れ家と表現するのがぴったりだった。ほんのりと淡いオレンジの光が建物全体をライトアップし、同系色の壁がきらきらと輝いている。熟成された色の格子戸が案内係に寄って開かれる。香り高い木の芳香を胸いっぱいに吸い込む。靴を脱いで、足を入れたスリッパもふかふかだ。光沢のある障子を開くと、真っ先に飛び込んで来たのは外の景色だった。

「うわ……すごい」

　少し高台にあるため、山間を覗くような形になる。曇り空でも景色が損なわれることなく、美しい山々が並んでいた。洋室タイプであるため、スリッパをそのままにゆっくり歩みを進める。景色に感動していると、ささやかな水音が鼓膜を揺らした。

「あちらが客室露天風呂になっています。夜になると街を見下ろせるのでとてもきれいですよ。今日はあいにくの天気ですが見えるといいですね」

「本当ですね」

　部屋のスペックにただただ感動するしかない。何度目か分からないため息を零す。浮足立った気持ちを抑えきれなかったが、案内係には平静を装う。

「夕食の時間はいかがいたしましょうか？　十七時半、十八時が空いております」

「お風呂に入ったりしたいので、十八時でお願いします」

「かしこまりました」

　館内の説明を受けて、案内係が部屋を出ていく。そして、ゆかりはすぐに小上がりになっている畳に寝転ぶ。

「あ〜〜〜最高」

　暖かい部屋と、仕事も家事もしなくていい解放感。広く、清潔感のあるフローリングと、小上がりの和室に寝室。それと、客室露天風呂。一人ではもったいないような贅沢をゆかりはこれでもかと楽しめると思うと、自然と心が晴れやかになる。食事は十八時。部屋の風呂にダイブしたいところだが、それを堪えて、ゆかりは大浴場に向かうことを決める。部屋に届いているスーツケースを開けて、一番上に置いておいた風呂セットを取り出す。使い切りの基礎化粧品セットと、洗体スポンジ。それと着替え用のキャミソール、ノンワイヤーブラジャーにおそろいのショーツ。数々旅行をして、ベスト！　と思ったものを詰めた風呂用バッグだ。はやる気持ちを抑えきれず、備え付けの浴衣を取り出してスキップをしそうな勢いで部屋を出た。

　

「ああ〜いい湯だったぁ〜」

　とろりと粘度の高い湯のおかげで、全身どこもかしこもつるつるだ。いつまでも入っていたい湯だったが、温泉に長時間浸かるのは意外と体力を奪われる。明日も明後日もまだ楽しめると自分に言い聞かせて、ゆかりは後ろ髪を引かれながら大浴場を後にする。化粧水を叩き込み、いつも以上に時間をかけて髪の毛を乾かすと、温泉効果でいつもより少しだけ綺麗になったような気がした。

「さっぱりした〜」

　自然と漏れ出るひとり言への返事はない。上機嫌で鼻歌を歌っていると、廊下にフルーツ牛乳と、コーヒー牛乳や牛乳が入っている冷蔵庫が置いてあった。

『湯上りにどうぞ　おひとり様一本まで』

　と書いてあり、ゆかりは目を輝かせた。夕食前だったが、古風なもてなしに気をよくし、せっかくだから飲もうと冷蔵庫に手をかける。

（コーヒー、フルーツ？　いや、ここはやっぱりノーマル？）

　牛乳一本でどこまで悩むのか、と誰かに言われそうなほど考える。コーヒーやフルーツの甘さも捨てがたいが、地元特産の牛乳の味を知るのも悪くない。よし。やっぱり牛乳にしよう。なんてどうでもいい分析をしていると、視界に手が映り込んできた。

「わっ」

「お悩みの所、失礼します」

　大きな手が冷蔵庫を開けると、真っ白い牛乳瓶を二本取っている。

「あ、」

　おひとり様一本ですよ。と注意しようとしたところ、白い瓶を手渡される。

「え？　あの」

　手渡された牛乳瓶を流れで受け取ってしまう。戸惑いが言葉に表れていると、くすくすと笑う声が聞こえた。

「地元の味を知るんでしょう？」

「……え、」

「全部声に出ていましたよ」

　声のしたほうに視線をゆっくりと移す。牛乳瓶を渡された手、浴衣の合わせ、筋のはっきりと浮かぶ首。そしてシャープな輪郭。すべてがスローモーションのようだった。口元に手を添えて笑う男性の姿は、目が眩むほど美しかった。

（う、わぁ）

　今日は本当によく感動する日だ。ゆかりの顔一つ分よりも少し背が高い男性は、目を優し気に細め、一目見ただけで優しさに溢れていると理解できる。清潔感だけではなく、きちんと切られた髪はふわふわと柔らかそうなフェザーマッシュ。筋の通った鼻に、湯上りで綺麗に色づいた厚い唇。自分を見つめる目は少したれ目気味で、笑うと細い皺が刻まれ、どきりとするほどセクシーだ。どこからどう見ても美しい男性だった。

　白い牛乳瓶と、声の主の間で視線が行ったり来たりする。突然イケメンが現れたことと心の声を聞かれていたことが恥ずかしく挙動不審になってしまう。

（しかも、まさか声に出てたなんて……）

　温泉でゆだった顔にさらに熱が集まった。

「それは、大変失礼しました……」

「全然。その考察を聞いて俺も白牛乳にしようって決められたから」

　ぽん、と軽快な音を立てて、男性が牛乳の蓋を開けた。そうして、腰に手を当てると目にもとまらぬ速さで流し込んでいった。

「ん、濃厚で美味しい」

　飲んだら？　と促されてゆかりも後に続く。動揺からか、紙蓋を開けるのに少し戸惑ってしまったが、無事に開けられた。そうして、風呂上がりといまのやり取りでカラカラになっていた喉を潤すように一気に飲み干す。目の前の男性と同じように腰に手を当てながら。

「本当だ！　すっごい濃厚！」

　これにしてよかった〜！　と素直に感想を口にする。すると、目の前の男性からまた小さな笑い声が聞こえてくる。

「口」

「え？」

「ついてる」

　先ほど冷蔵庫を開けていた手が今度はゆかりに向かって伸びていく。触られる、と身構えていると、触れるか触れないかの距離で指が止まった。

「牛乳がついてるよ」

「あ、すみません」

　着ていた浴衣の袖で軽く拭う。すると男性がくつくつとかみ殺すように笑っている。

「……笑いすぎだと思います」

　唇を尖らせてそう口にする。すると、男性はごめん、と笑いながら謝ってくる。日常であればもう無視してさようならするところだが、旅行中、風呂上りでごきげん、という非日常のせいか会話を続けてしまった。

「旅行？」

　思いのほか会話が続いてしまう。立話もなんだからと椅子を進められ、ゆかりは素直に腰を降ろした。

「はい。四連休なんで、ここの温泉をじっくりたっぷり楽しむ予定です！　これから夕食を食べて温泉街をぶらぶらする予定なんですよ」

「へえ」

「あなたも旅行ですか？」

「ああ、俺はちょっと仕事でこっちに来てて、せっかくだからと思ったんだ。いつもは味気ないビジネスホテルとコンビニの弁当とかだし。出張だから仕方ないんだけどね」

「は〜なるほど……」

　仕事。そうか。そういうパターンもあるのかとゆかりは納得する。しかし、相手の少し染まった頬を見れば楽しんでいるだろうとすぐに想像できた。

「ここの夕食は美味しいって評判なんですよ！　お互い楽しみましょうね」

「うん。そうだね……風呂に入って腹も減ってきた」

　温泉上がりの火照った体が十分冷め切ったころ、ゆかりは夕食の時間を思い出す。部屋食であるため、ゆかりがいないと困ってしまうだろう。

「私、夕食があるので戻りますね。牛乳、ありがとうございました」

「ねえ、」

　戻ろうとするゆかりを、男性の声が引き止めた。何だろうと思って振り返るとじっと自分を見つめている。まっすぐな視線に囚われ、足が動かなくなった。

「夕食後温泉街を回るって言ってたけど、一人？」

「はい！　すぐ近くに餃子が美味しいところがあるって聞いたので、そこに行こうかなって」

「本当に一人？」

「一人です。今までもそうしてましたし……」

「今まで……」

　一人旅なのだから、一人だ。何度も聞いてくる男性に対して訝しんでいると、小さなため息が聞こえた。

「それって俺も一緒に行くのは可能？」

「え？　餃子にですか？」

「……もう、それでいいや。俺も餃子を食べたいって思った」

　口調はため息交じりなうえ、明らかに落ち込んだように視線を落とす様子は食べたいように見えない。ゆかりが訝しんでいると、男性はぱっと表情を切り替え、見つめ返してくる。

「う〜ん」

　見知らぬ男性と一緒なのはどうだろうと思ったが、どうにも悪い人には見えない。それに、こんな明るい温泉街で何かするということもないだろう。色々な考えが浮かぶが、最終的に残ったのは思いのほか楽しかった会話。旅行ハイなのも手伝い、ゆかりはにこりと微笑む。

「そうですね。旅は道連れ、ですもんね」

「ん、二十時にロビー前で待ち合わせでいい？」

「はい。わかりました」

　二時間もあればきっと食べ終わっているだろう。そう算段して、ゆかりは男性と別れる。

（ちょっと安請け合いだったかな。でもなんだか見たことあるような無いような……不思議な人なんだよね）

　もしからかわれただけだとしても、一人で行けばいい話だ。ゆかりはそう楽観的に考えていた。断るという選択肢を選ばなかった自分を不思議に思いながらも、すぐにその思考は夕飯のメニューを想像して消えていった。

　

　食前酒の地産ワインに始まり、濃厚な甘えびが入ったお造り、のどぐろの塩焼きと白エビのかき揚げ。カニしんじょと大根の煮物と地元産牛肉のステーキまでついて最高の食事だった。空腹が満たされ、ここで終わるのがベストだろうが、どうしても頭が餃子を食べたい！　そして一緒にキンキンに冷えたビールを飲みたいと言っている。

　現在は約束の時間の二十時、少し前。二合程嗜んだ地酒がいい感じに気分を高揚させてくれていた。

　鼻歌を歌いつつ、ゆかりは着崩れた浴衣を直して、アメニティの金魚柄の巾着にスマートフォンと旅行用の小銭入れとルームキーを入れた。同じくアメニティの花柄の足袋ソックスと下駄を履けば出かける準備は万端だ。

　離れから本館へは少し歩かなければならない。本館に向かう飛び石をほろ酔い加減のご機嫌ステップで歩くと、夜の冷えた空気が心地よく感じられた。

　あいにくの曇り空で、星は見えない。綺麗な星空も心惹かれるが、今はそれよりも餃子とビールのほうが大切だった。

　大浴場に向かう客と数人すれ違う。フロントにいる従業員をみかけて、下膳の連絡をするのをすっかり忘れていたことを思い出す。

「椿の間ですが、連絡をするのを忘れていました。下膳と寝室に布団を敷いてもらってもいいですか？」

「かしこまりました」

　嫌な顔一つしないで対応してくれたことに、ゆかりはさらに上機嫌になる。その気分のまま出かけることを伝えて、出口に向かう。

　自動ドアが開く寸前に、見知らぬ男性と約束していたことを思い出した。スマートフォンを取り出すと、まだ二十時にはなっていない。旅行ハイとはいえ、一緒に行く約束をした相手を待つくらいの理性はある。二十時ぴったりまで待って来なかったら行こうと思っているうちに時計は二十時を指した。きょろりと辺りを見回す。あのような顔の造形の美しい男性を見逃すはずがない。

　今この場にいないということは、忘れているのだろう。忘れているなら仕方ない、時間も過ぎそうだ。これ以上遅くなると、温泉街とはいえ一人歩きは少し怖い。少しでも早く出て早く帰ってきたいゆかりは、それ以上深追いすることなく外に出ようとした。

「ちょっと」

「あ、」

　声のした方向に反射的に振り返る。すると、先ほど約束した男性がいた。眉間に皺を寄せて少しだけ怒ったような顔をしている。

「い、いたんですね。探したんですよ」

「何を言っているんだか。ちょっと見回しただけだったよ」

「う、」

　全くもって図星で、ゆかりは何も言えない。明後日の方向を見て視線をさ迷わせていると、大きなため息が聞こえた。

「ちなみに俺は、十九時半からロビー近くのラウンジにいたから。来たらすぐわかる位置に座って……いや、ごめん。確かに少しわかりにくかったかもしれない」

「あ、そ、そうなんですね」

　男性が指差す先はロビーから死角になりそうなところだった。向こうから見たらわかるのかもしれないが、こちらから見るとやはり見にくい。男性はすぐに謝罪してきた。すっかり相手のペースに飲まれているうえ、すぐに自分の非を認めるところに好感を抱いてしまう。こうなったらこちらも自分の非を認めるしかない。ゆかりは素直に白旗を上げた。

「すみません。早く行って早く帰って来ようという気持ちを優先させました」

「見にくいところにいた俺も悪かったから。おあいこ。じゃあ、行こう。さっき周辺情報を調べたら、目的の餃子は無くなり次第終了って書いてあったよ」

「え！　それは困ります！」

「じゃ、行こう。外は道も悪いから」

　そう言って手を差し出される。当たり前のように出されたうえに、酔いも手伝いゆかりは疑うことなくその手を取った。大きくて、少しだけ冷たい手。彼と初めて手を繋いだが、ひどくしっくりくる。手を繋いでから自分の軽率さと大胆さに気づき、顔に熱が集まった。離そうと指を動かすが、逆に強く握られた。離さない、と言われているようでますます顔が熱くなる。

（あれ、そういえば）

　ゆかりは相手の名前を知らないことに気づく。一瞬聞こうか迷ったが、その間に男性はもう歩き始めていた。繋がれた手を引かれてしまってはもう歩くしかない。

（知りたいような、なんだろう。むずむずする）

　芽生えかけた気持ちをなんとか抑える。とりあえず今は餃子とビール。戻ってきた楽しみを胸に、軽快な足音を立てながら、歩みを進める。

「歩いてすぐって書いてあったから」

「みたいですね！」

　少し足場の悪い石畳の道路は、気温が下がったことでうっすらと濡れていた。ゆかりを先導するように歩く男性が「滑るから気を付けて」とお姫様のように扱ってくれる。他の旅館から漏れる明かり。そしてどこからか漏れ出てくる笑い声。ゆかり達だけではなく、この温泉街にいる皆が今、この時間、この場所を楽しんでいるようだ。ほろ酔いであるせいか、そんな些細なことで気分が高揚する。

「車が来たよ」

　ご機嫌な足を止めるような声と共に体を歩道側に寄せられた。最近のハイブリッド車はエンジン音が小さいため全く気付かなかった。

「あ、ありがとうございます」

「狭いのにあんなにスピードを出して。危なかったね」

　車からかばってくれたことで体が密着する。自分よりもずっとずっと大きな体が側にあり、顔に熱が集まる。

「やっぱり手を繋いでいた方が安心だ」

　おいで、と言わんばかりに差し出された手に、ゆかりは戸惑いなく自分のものを重ねた。

　旅先でこんなことがあるとは思わなかった。知らぬ男性とこうして手を繋ぐことが決して普通のことでないと理解している。しかし、ここのところ母親からの圧迫に疲弊したゆかりは、自分が癒される道を選んだ。

（いつも一人旅だったからな）

　ゆかりの出自は都内ではない。就職をきっかけにこちらに越してきたため、仲のいい友達はあまりいない。同僚にも恵まれ、それなりに充実した生活を送っていた。しかし、こうして家族以外の誰かと旅先の街を楽しむことが、これほど心が弾むとは知らなかった。

「……こんな風に温泉街の街を誰かと出かけるなんて初めてなんだ。なんだかワクワクする」

「あ！　私も同じことを思っていました」

　某映画のように、弾む心のまま返事をする。ほろ酔いも手伝い、顔も緩んでいると自覚していたが、相手も楽しんでくれていたことが素直に嬉しい。温泉街が初めてと言っていたが、ゆかりは男性が仕事できていたことを思い出す。

「今までそんなことを楽しむ余裕もなかったから」

「そう、なんですね」

　ただの出張かと思っていたが、どうやら事情が少し違うようだと男性の物言いで気づく。少し疲れたように眉を下げて笑う姿がゆかりの庇護欲をさそった。旅先での少し羽を伸ばした行動こそが醍醐味だと思っている。それを味わってほしくてゆかりは繋いだ手に力を込めた。

「じゃあ、今日は初めての経験ですね。すっごく楽しいですよ。きっとまた行こうって思えるくらいに」

　もう会うこともない人だろう。旅の出会いは大切にしたいゆかりは、男性のいい思い出になるようと願う。

「また、か。そうだね。また行けたらいいね」

　点々と存在する薄暗い街灯でもはっきりとわかるほど男性は美しく微笑んだ。声の張り具合から悲観的なものは感じ取れなかった。

「まだ目的地にも着いてないですよ。気が早いですね」

「ああ、そうだね」

　時折見せる憂い気な表情と、楽しそうに微笑む姿の対比にどきどきとしてしまった。何なら、もっと楽しんでほしい。自分が教えてあげたいとすら思ってしまう。なにより、繋いだ手から伝わる熱がとても心地よい。自分の名前も知ってもらって、相手の名前を知って。少しだけいつもと違う旅になればいい。母親から結婚のことや仕事のことを言われていたからではない。とは、言い切れないが、素敵な男性といつもと違う時間をほんの数十分でも楽しめたら。そんな風に思っていた。

「あの、」

「ん？」

　ゆかりの呼びかけで、視線が合う。まるで恋人にでも向けるような熱い視線と、優しい目にゆかりは不意打ちをくらった。どきりと心臓が大きく跳ねた。それと同時に繋いだ手をぎゅっと握られる。旅先で色々な人と出会ったがこんな経験は初めてだ。繋いだ手に包まれて、そこから伝わる熱がゆかりを少しだけ大胆にする。どきどきと高鳴る胸をそのままにこくり、と喉を鳴らす。そしてゆっくりと口を開いた。

「あなたの名前、聞いてもいいですか？」

「……え？」

　旅先で出会った人たちはたくさんいた。しかし、それはあくまで旅先だけの付き合いであって名前を知ろうと思ったことは一度もない。もちろん、その後の交流があるわけでもない。彼は少し強引で、たくみに操られているような気もしないでもない。けれども、ゆかりはもう少しだけこの人のことを知りたかった。

「……え、椎野さん知らない？　俺のこと」

　しかし、ゆかりが考えていた答えとは全く違う返答が戻ってきた。

「え？」

　そう思った時には、「いらっしゃいませ！」と威勢のいい関西なまりの挨拶で餃子の店に出迎えられていた。

　

　アツアツの餃子と、キンキンに冷えたビール。どれもゆかりが楽しみにしていたものだ。しかし、それらを目の前にしても数分前のように心が弾まない。

「う、うちの病院の先生だったんですね」

「いや、俺もかなりうぬぼれてたから……ごめん」

　席に案内されて、ゆかりはいきさつを聞いた。名前を聞いた瞬間、恐れおののき、椅子から落ちそうになる。

（青あお山やま遥はる斗と先生なんて超有名な先生じゃないの……！）

　ゆかりの働く総合病院は、消化器内科が有名だ。なぜなら、今目の前にいる青山遥斗医師が、一昨年内視鏡下での非侵襲的肝臓がん治療の方法を学会発表したことで一躍有名になったからだ。もちろん、本人だけではなく病院全体の知名度もうなぎのぼり。

　現場第一主義で、状態と方針が合えば積極的な治療を行う。セカンドオピニオンも人気で全く予約が取れない。それだけではなく、あちこちの病院に出向いて治療方法を指導している素晴らしい先生だと病院内でも噂の的だった。それに加えてゆかりも遥斗の患者を担当したことだって山ほどある。なんなら、その患者から「青山先生は本当に優しくていい先生だ」と何度も聞かされていた。立派な先生がいるんだ。そんな風にしか思っていなかったが、今遥斗を目の前にしてなぜ人気があるかすぐに理解できる。とにかく見目がいい。

　そんな大先生が、今ゆかりの目の前で餃子にかぶりついてビールを飲んでいる。こんな偶然があるのだろうか。そして、そんな有名な先生の顔すら知らなかった自分に、今は背中にだらだらと冷や汗を流している。

「食べないの？」

「た、食べます」

　遥斗の機嫌を損ねれば自分の今後の進退に影響しかねないのではと疑心暗鬼になってしまう。そんな心配のせいか、泡の消えたビールを一気にあおってしまった。酒は適量。つまみを間に。無理に飲まない。楽しめる程度に。という自分の決まりを破ってしまうほどゆかりは焦っていた。しかも、遥斗が「もう一杯？」と聞いてきたので、「はい。お願いします」と返事をしてしまったのも悪かった。

　飲む？　と聞かれるごとに、ゆかりは「ハイ！」と逆らうことなくビールを口にする。いつの間にか、普段ならありえない量の酒を摂取しており、ゆかりはぐでんぐでんに酔っ払ってしまった。

　

　

「私は、別に結婚したくないわけじゃないんです」

「うんうん」

「ああしなさい、こうしなさい。って決められるのって、あなたはできないんだからって言われているような気がして。しかも、地元に戻って来いの一点張り」

「そっか。大変だね」

「しっかりものの母から見たら私はいつまでもぷらぷらしているダメダメな娘なんだろうなあ……」

　たくさんビールを飲んだこと、旅先での出会いへの驚き、遥斗の存在、そして焦りが酔いを悪化させる。気づけば大先生を目の前にして自分の愚痴をぶちまけていた。

「私は仕事をすっごく好きってわけじゃないんです。でも、私がしていることって誰かの生きる道を少しでも楽にしてあげられるような気がするんだけど、違うのかなあ……」

「椎野さんのしていることで助かる人はたくさんいるよ」

「……そうだと、いいな」

　旅先の餃子店でこんな話をすると思わなかった。遥斗のように命を救うことには直結しないが、ケースワーカーは、医療者と患者家族の退院後の生活を結び付けるような仕事だと思っている。介護保険が改定されるたびに新しい情報をインプットし、それをいつでもすぐに与えられるように努力している。そのほかに他施設との連携や金銭面での調整なども重要な仕事だ。自分でなくてもいいかもしれない。けれども、今ゆかりにはゆかりの仕事を待ってくれている人がたくさんいるのも事実だ。

「いっそ、恋人でもいますって言えば納得してくれるのかな？」

　先ほど思いついた安易な考えが再度芽生える。すると、遥斗の相槌がぴたりと止まった。

「どう思います？　大好きな人がいるから帰れませんって言えば、あきらめてくれるとおもうんです。でも、でもなあ〜そんなこと頼めるひといないからなあ〜」

　酔いも手伝って、非現実的な漫画展開が頭の中を巡る。偽の恋人でもいい。その場限り母親にそう言えればなどと考えてしまうくらいに、ゆかりのストレスは溜まっていたようだ。

「好きな人とかは？」

「いませんね〜家と職場の往復、時々旅行ってとこです」

　旅先での出会いは？　なんて聞かれても何もない。時々声をかけられることはあっても、向こうも一夜のお供を探しているのが見え見えだったからだ。

「やっぱりそんな風に声をかけられてたんだね」

「いやいや。あれは誰でもいいって感じですけど」

　ふ〜ん。と呟きながら遥斗がじっとゆかりを見つめてくる。何かを探るような目つきに、ゆかりは口を閉じた。

「それなら、俺が立候補していい？」

　立候補？　何に？　と問うと、さらに目を細めた遥斗と視線がかち合った。その瞳にはゆかりをからかう様子は全く見られない。

「どういう……」

「俺がきみの恋人。地元に帰らない理由を作ればいいんでしょ？　きみが俺でいいっていうなら、うんと甘やかしてあげる」

　テーブルの上に置いていた手に、遥斗のものが重なる。先ほど繋いだときよりも、熱くて、小さな鼓動が伝わってくる。少し早く感じるのは気のせいだろうか。

「嫌？」

「そんなの、恐れ多い……」

　みんなの憧れの先生だ。ちらりと左手に視線を移すと薬指に指輪はない。既婚者でないことにほっとする。

「っ、」

　指の間を撫でられる。明らかに知り合いを超えた触れ合いに、ゆかりは体を震わせた。

「お試し……そうだな。契約恋愛ってのはどうだろう」

「契約恋愛……？」

　そう。と頷く声は、穏やかでとても耳触りがよい。

「俺も同じだよ。椎野さんと。地方に行くたびに、泊まるホテルに教授の娘とか、姪とか派遣される恐怖、分かる？」

「……え、それって」

　遥斗ももしかしたら自分と同じように周りに結婚を急かされているのだろうか。自分の意思とは無関係に。そう考えると、他人事ながら、胸がぎゅっと苦しくなる。

「結構酒を飲まされたあととか。怖くない？　だから最近、ホテルは自分で取るようにしてるんだ」

「それは……とても怖いですね」

　いつの時代だと続けると、遥斗は深く頷く。相変わらず手と指を遊ばれて、ゆかりはぼーっとしてしまう。

「椎野さんって患者さんにすごく評判がいいんだよ。知ってた？」

「え」

「俺の退院した患者さんでさ、退院後がすごく不安だったけど、お金の面もサービスも親身になって検討してくれて、すごくうれしかったって」

　初耳だ。退院したあとはあまり患者と関わることがないゆえ、そんな風に言われたことがあったとは。ゆかりは褒められ、素直に喜ぶ。

「そう、なんですか」

「だから、君がいなくなると困る人がきっとたくさんいるよ。俺も今の病院はしがらみが少なくて、全国に研修に行ったり指導したり……自分のしたいことができるから気に入っている。今は結婚だ何だと動こうとは全く思っていないんだ」

　まっすぐにゆかりを見つめてくる目に勘違いしてしまいそうになる。遥斗が持ち掛けているのは契約恋愛だ。自分と彼が自由でいるための、方法。

　長い指がゆかりの指の関節をなぞる。

「どう？　悪い提案じゃないと思わない？」

「……で、も」

「試してみてよ。それで、俺を知って」

　遥斗の相手が自分でいいのという考えが浮かぶ。例え嘘の恋愛でも自分にその荷は重たい。

「期限は特に設けない。椎野さんと俺の問題が解決するまで」

「先生、の問題ですか？」

「そう。俺もまだあちこち行かなくちゃいけないことが多いから、その時に断る理由が欲しいからね。疑り深い人だといちいち調べたりするから」

「そんな……とっても私には」

　何とも荷が重そうだ。そう続け、せっかくのお誘いだが、とゆかりは断ろうとした。その瞬間、空気を切り裂くような着信音が二人の間に響いた。

「……出なくていいの？」

　テーブルの上に置かれていたスマートフォンには母の名前が表示されていた。

（もし、お母さんに彼氏ができたって言えば……諦めてくれる？）

　そんな考えが浮かぶ。ずっと張り詰めていた心がこの瞬間弾けた。勢いよく通話ボタンをタップする。

『あ、ゆかちゃん？　忙しいにしても、電話くらい出なさいよ』

　久しぶりに聞く母の声。

「あ、ご、ごめんね」

　しみついた習慣なのか、自然と謝罪の言葉が出てしまう。しかし、母はゆかりの言葉などなかったように話を続ける。些細なことかもしれないが、こうして自分の言葉を無視されることが増えた。そのたびに、ゆかりの中に小さな傷が増えていく。

『何度も言っているけど、いつ帰ってくるの？　お母さんね、いいことを考えていて』

「いい、こと？」

『そう。ゆかちゃんがこっちに帰ってきても困らないように。きっと聞いたらびっくりするわよ！』

　やけに弾んだ声に、不安しかない。何が？　と聞きたくても、唇が震えて言葉が出てこない。

『それはまあ決まったら話すから。いい加減あんたもさっさと辞められるように算段をつけておきなさい。代わりなんていくらでもいるんだから』

　代わりなんていくらでもいる。その一言にゆかりの酔いが一気にさめる。

「だいじょうぶだよ」

　母親の存在に飲み込まれそうになったときだった。柔らかい声が頭の中に響く。顔を上げると、まっすぐに自分を見つめる遥斗がいた。そして、遊ばれていた手をしっかりと握られている。たったそれだけだったが、ゆかりは勇気づけられた。喉元を汗が流れる。そうして訳の分からないことばかり話す母に向かってこう告げた。

「私、こっちで付き合っている人がいるの。だから帰らないから」

『……は？　ゆかちゃん、何を……』

　それだけ言って、母が何かを言う前に通話を切る。そして、その勢いのままスマートフォンの電源を切った。

　冷たくなった指先に熱が戻り、無意識のうちにため息が漏れ出る。

「……了承ってことでいい？」

「はい。不束者ですが、よろしくお願いします」

　まるで結婚のような挨拶だったが、それ以外の言葉が思いつかず、ゆかりは頭を下げた。

　その後は冷めてしまった餃子を二人でつついて、無言で店を出る。街はすっかりと眠りについており、人の気配も少ない。そしてなぜかまだ手を繋がれている。啖呵を切って了承したはいいが、これからどうしたらいいのかとゆかりは戸惑っていた。

（契約恋愛って言ったはいいけど、何をどうしてどこまでする？　手を繋ぐのはあり？　恋人同士のふりってこと……？）

　一人もんもんと考えていると、いつの間にかホテルの前に到着していた。しかし、遥斗は手を離す様子もない。そのまま自動ドアをくぐると、まっすぐフロントに向かう。

「桔梗の間の青山ですが、もう一組布団を用意してもらえます？　できれば、すぐ」

「え！」

「お一人様追加でご宿泊、ということでしょうか？」

　フロント係の視線がゆかりに移る。ゆかりが宿泊客だろうというのは浴衣を見ればわかることだ。ああ、そうか一人増えると追加料金は発生するから一応確認てことか。と妙に冷静な頭がそう答えを出す。しかし、すぐに自分が遥斗の部屋に連れ込まれそうになっていると気づく。

「ちょ、ま」

「いいえ。この人はここの宿泊客です」

「そういうことですか。かしこまりました。布団料金だけ追加させていただきます」

　フロントの対応は慣れたものだ。行きずりの関係だと思われたかもしれない。違います！　と否定したくてもどこから否定したらいいのかわからない。

「私、自分の部屋に戻ります」

「どうして？」

「どうしてって……」

　当たり前のように聞き返されて、戸惑う。もしかしたら、すごく変な人なのではと今更後悔してしまう。

「だって、さっき先生が契約恋愛だって」

「うん。だからそのためにも、もう少し君を知りたいなって」

「っ」

　顔のいい男性に迫られてしまった。自分は湯上りのすっぴんなうえに、情けないところをさらしてしまっている。これ以上何を知るのだという気持ちを込めて見上げると、遥斗が柔らかく微笑んだ。ゆかりがこの笑顔に弱いことを遥斗はもう知っているのだろう。

「だって、そんな……私、そんなつもりじゃ」

　弱弱しい否定に、自分でも驚いてしまう。酒と、旅と、優しい人と、自分の弱さ。その全てが重なり合うと、こんなにも流されやすくなってしまうのか。と自分の気持ちを理解できないでいた。このまま、この人と、と考えると体が熱に浮かされたようにふわふわとした。嫌ではない。それが今のゆかりの全てだった。

「俺と、恋愛するんでしょう？」

「ふ、振りじゃないんですか？」

「それは君次第」

　なんとずるい言い方だろう。ゆかりは少しだけむっとして、表情に怒りを乗せる。

　自分の窮地を救ってくれた人。そして、ゆかりの存在を認めてくれた。単純な自分はそれだけでもいいと思ってしまった。繋がれた手を振りほどけないでいると、遥斗はまた歩みを進める。

「時間切れ、諦めて」

「諦めるも何も考えさせてくれないじゃない……」

「そうかもしれない。でもやっと回ってきたチャンスだから」

　チャンス。何が？　と聞いても、遥斗はゆったりとほほ笑むだけで何も言わなかった。

（ずるい）

　心の中でそうつぶやく。けれども、それはゆかりも同じ。自分の辛さを遥斗を使ってどうにかしようとしている。

（私も、ずるい）

　先ほど、餃子を食べに行ったときの比ではないくらいに、心臓が早鐘を打つ。ゆかりも子供ではない。この先どうなるかなんて簡単に想像ができる。酒に酔っているからなんて言い訳はしたくない。

（でも、本当は……）

　その後に浮かんだ心の声は素直なものだった。素敵な人との時間を少しでも長く。繋がる熱が解けないよう、繋がれた手に力を込めることしか出来なかった。






３　月明りも届かぬ隠された夜








　桔梗の間は予約の際取り逃した例の部屋で椿の間と同じ離れの建物だ。おそらくこのホテルの中で一番いい部屋だろう。予約が取れなくて悔しい思いをした部屋に思いもよらず入ることに成功した。しかし、今のゆかりは部屋を楽しむどころではなかった。繋いだ手を振りほどくこともできず、流されてきた。

「少し寒いね。暖房を入れようか」

　遥斗の手がゆっくりと離れる。少し寂しさを感じてしまったのはどうしてだろうか。背中を見せた遥斗の後ろを、そんな気持ちのままついていく。。すると、視界が開け、百八十度のパノラマが広がっていた。美しい山並みと、ライトアップされた庭が見える。天気のいい昼間なら、もっと美しい景色が見えただろう。

　先ほどフロントに連絡したばかりなのに、布団がもう敷いてある。ぴったりとくっついた布団に、これから起こることをまざまざと見せつけられた。

　部屋の入り口で立ち尽くしていると、振り返った遥斗と視線が合う。ゆっくり手を差し出されて、胸の前で握りしめていた手をそっと伸ばす。もう一度手を繋ぐと、そのままぐっと引かれる。力に逆らうことなく一歩足を踏み出す。遥斗との距離が縮まり、心臓がどくどく早く脈打つ。

「……」

　部屋に男女が二人きり。ずるい自分とずるい遥斗。これから起こることを想像して、やっとこの考えが間違っているのではと思い始めていた。

　すると、遥斗が目を閉じ、近づいてくる。まさか、キス？　と身構えていると、こつん、と軽い衝撃が額に広がった。

「すごく、緊張している」

　触れる手と、額。肌を通して交じる熱はほんの少しだが、遥斗の硬い声と相まってゆかりの心を揺さぶる。

「少し、話をしない？」

　嫌だったら帰っていいから。遥斗はそう続けた。

「ずるいです……部屋に入ってから言うなんて」

　先ほどは押し込んだ言葉がするりと口から出てくる。遥斗を見上げると、いたずらがばれた子供のような笑顔を浮かべていた。

「帰したくないってのが本音だからね」

　二組の布団を乗り越えて、窓際にある重厚なソファに座らされた。

「何か飲む？」

「ううん……大丈夫、です」

　隣に遥斗が腰かける。拳一つ離れた距離が、近すぎず遠すぎず絶妙な間合いとなっている。ゆかりの嫌がることを決してしないのだ。仕事では何度か接したことがあるが、どうしてこうも自分のことを分かっているのだろう。

「ホテルのホームページには、天気が良ければ星空が見えるって書いてあったが、今日は見えなさそうだ」

　しばらく沈黙が続いていたが、先に遥斗が口を開いた。そして、空を指さす。ゆかりはその指先を追って視線を空に移した。変わらない曇天で、星は一つも見えない。しかし、ぼんやりと薄ら明かりを浮かべる月が目に入った。

「朧月でしょうか」

「ああ……雲で隠れているからか」

　ゆかりと遥斗の視線が浮かぶ月に固定される。

「ただ、朧月は季節が限定されているから、意味合いとしては少し違うかもしれない」

「ええ、そうなんですか」

「確か、春限定だった気がするな」

　ゆかりはもう一度相槌を打つ。一つ物を知ったと笑うと、遥斗の視線がゆかりに移る。

「そう。それならよかった」

　薄ら暗い月明りを受けた遥斗がゆかりを見つめていた。

（あ、まただ）

　先ほど見た、熱のこもった視線。慈しむという言葉がぴったりの微笑み。どうして遥斗は自分にこんな顔を向けてくれるのだろう。ゆかりはその笑顔に吸い込まれるように、手を伸ばす。指先が頬に触れると、その冷たさに驚いてしまった。

「……」

「……」

　沈黙が二人を包む。ゆかりはもう少しだけ手を伸ばして、遥斗の頬を包み込む。

「冷たい」

「……緊張、しているって言っただろう」

　大きな手が自分のものに重なる。冷たいのは頬だけではなかった。再び熱を分け合うと、こうしていることが酷く自然なものに思えた。

（契約恋愛って本当に恋をするの？）

　その答えはどう考えても見つからない。遥斗の挙動から目を離せないでいると、添えた手に頬を擦り付けられた。甘えるようなしぐさに、ゆかりはまた心を揺さぶられた。

　青山遥斗。全国的にも名の知れた医師。ゆかりとは立場の違う人だ。こうして旅先でたまたま会わなければ、ゆかりなど関わることもなかった人だ。

（きっと、本当なら手の届かない人なんだよね）

　そんな人が今ゆかりの目の前にいて、互いの熱を分け合おうとしている。

「名前」

「……え？」

「ゆかりって呼びたい」

　ゆかりは戸惑い、考えさせる隙を与えてくれない。けれども決して強引ではない。遥斗の願いに、ゆかりはゆっくり頷く。

「は、い」

（手が届かないってわかってるのに）　

　遥斗の一挙一動にどうしても胸がときめいてしまう。仕事でのゆかりという存在を認めてくれ、母親との確執を受け止めて、助けようとしてくれた優しい人。高鳴る胸をそのままに、まっすぐに自分を見つめる瞳を見つめ返す。

「敬語も、なし」

「ど、努力、する」

　契約恋愛の決めごとのように、遥斗が一つ一つゆかりに確認を取っていく。

「手を」

　頬を撫でていた手を取られる。両方の手が遥斗のものに包まれた。

「近づいていい？」

　ここでうなずいてしまったらもう後戻りできないことを、ゆかりは知っていた。理性が叫ぶ。もう引けと。けれども、本能が遥斗を欲していた。この数時間の間に、ゆかりは誰かに甘える心地よさを知ってしまった。断ることなどできっこない。

「ぅ、ん」

　指を絡め、関節や手のひらを撫でる。顔が近いせいか、吐息を肌で感じる。今にもキスをしそうな距離だが、遥斗はそこから動かない。

「キス、しない、の？」

　耐えきれなくなって口を開く。はしたないと思いながらも、その先を望んでいる自分がいた。すると、遥斗が艶めかしい唇で弧を描いた。

「していいの？」

「ずるい……」

　ゆかりに選ばせているようで、主導権は遥斗だ。そう仕向けられていると分かっていても、従うしかない。

　指を遊んでいた手が頭に添えられる。そのままかたどる様に撫でられて、髪を掬う。

「この髪にキスしてもいい？」

「……聞いてくれるんですか？」

「無理やりしたいわけじゃないから」

　ゆかりがゆっくり頷くと、遥斗は毛先に唇を落とす。そのまま少し上目遣いで見つめられて、ゆかりは言葉も出ない。

「次は、ここ」

　髪がはらりと揺れる。繋いだ手が持ち上げられて、軽く息を吹きかけられた。ゆかりはただ頷くしかない。遊ばれていた手に唇が触れた。しっとりと、柔らかい感触だけではなく、何かが這った。ぬるり、と生温かい感触。

「ふ、あ」

　舐められた。急なことにひっくり返った声が出てしまう。

「次は、」

「ま、待って」

　離れない手を振って、ゆかりは静止する。いちいち宣言されると逆に心臓が持たない。

「そんな風に聞かれたら、もう、心臓が、壊れちゃう」

　素直に伝えると、遥斗がふと考える素振りを見せる。

「聞かなくていいの？」

「……だってもう、無理……」

　全身が心臓になったようだ。あちこちで脈打って、心も体も耐えられそうにない。

「そう。じゃあ、何も言わないよ」

　繋いでいた手が離れていく。結んでいた熱が離れ、無意識に追いかけそうになる。しかし、それよりも先に、遥斗の顔がぐっと近づいてくる。

　最後に視界に入ったのは、じっと自分を見つめる綺麗な瞳だった。濃いブラウンの中に少しだけ光る色に見入っていると、吐息が重なる。そして、はっきりと情欲の香りのするキスをされた。しっとりと柔らかい唇は少し冷えていた。しかし、互いの熱を交え、段々と心地よい温度へと変わる。繋いでいた手が背中に回され、ぐっと引き寄せられる。その間も、軽く甘噛みするように何度も唇を重ねられた。

「……あ、」

　許可がいらなくなってから積極的になる遥斗に、ほんの少しだけ腹を立てたが続かなかった。合間に漏れ出るのは甘い声だけだった。どんどん流されていると自覚していたが、交わる熱の心地よさには抗えない。

「ゆかり……」

　甘い囁きがゆかりの理性を奪っていく。熱と鼓動が溶け合い、いつしか指を絡ませ、見つめ合いながらキスをしていた。長いまつげとそれに隠された情熱的な瞳に、吸い込まれる。唇が離れると、残った舌を少し伸ばして追いかける。舌で熱を分け合うと、掬いきれない唾液が落ちる。

「やらしい」

　絡ませた指が離れる。一つになっていた手を追うと、零れた唾液をぬぐっていた。

「ぼうっとしてる」

　濡れた手で顎を持ち上げられると、先ほどまで遊ばれていた唇が視界に入ってくる。

「俺のキスはそんなに良かった？」

　物凄い自信だと思いながらも、ゆかりは素直に頷く。すると、濡れた指がゆっくりとゆかりの口内に入ってくる。唾液で濡れた手はひんやりとしていて、熱のこもった口内を少しだけ冷やした。口の中に異物が入ってきたため、残っていた唾液が長い指を伝っていく。そして、ぐちゅぐちゅと音を立てながら、ゆかりの舌を追いかけてくる。自由自在に動く指から逃げられるわけもなく、されるがままだ。

「あ、ふ……ぁ」

　誰にも触られたことのない頬肉から伝わる感触にぞくりと身を震わせる。全身が熱く、体の内にこもっていてどうにもならない。

「しっかり者の椎野さんからは想像もつかない姿だね」

　ゆかりの反応を楽しんでいた指がゆっくり引き抜かれた。失われた熱を惜しむ暇もなく、もう一度唇が重なる。重なるなどと甘い表現では足りない。捕食者と被食者の関係に近いだろう。許可なく入り込んできた遥斗の舌は、遠慮なくゆかりを追い詰めた。鼻で息をしろとよく言われるが、そんな暇もない。すっぽりと口を覆われ、そしてそのまま柔らかいソファに押し倒された。

　互いにホテル備え付けの浴衣姿だ。普段の服とはちがい、あっという間にはだけてしまう。浴衣の上からはんてんを羽織っていたが、それも全く意味を成していない。

「いい香りがする」

「かお、り」

　自分が先ほどまでいたのは油の匂いが充満している店だ。その匂いかと思い、ぱちりと目を瞬かせる。

「違うよ。せっけんと、シャンプーかな。風呂上がりのいい香り」

　首筋に顔を埋められて、すんすんと香りをかがれる。遥斗が話すたびに、吐息が肌をくすぐる。むずがゆさを感じていると、舌が肌をなぞった。

「美味しそうで、たまらない」

「あ、んっ」

　鎖骨、そして首筋。追いかけてやってくる快楽に、ゆかりは甘い声をあげる。きつく抱きしめられ、逃げることは許されない。愛撫は段々激しさを増し、ちり、と鋭い痛みが走る。痛みが引くと、あちこちに赤い跡が散らばっている。

「あ、とは……」

　ダメ、と否定を口にしようとすると、キスで塞がれる。呼吸を奪われ、誤魔化されてしまう。

　赤い跡を繋ぐように、遥斗の指で撫でられる。

「あ、ん」

　くすぐったさよりも、快楽が勝った。甘い声が漏れ出て、ゆかりは指の動きに翻弄されていた。

「どこもかしこも敏感だね」

「や、だ」

　そんなこと知りたくない、と顔を逸らす。けれどもやっぱりキスで誤魔化されてしまう。本気で嫌がっていないことを知っているのだろう。手つきは一貫して優しくて、ゆかりの快楽をじわじわと高めてくる。翻弄されていると自覚しながらも、抵抗はできっこない。非日常に人はこれほど弱いのかと思い知らされてしまう。

「なにを考えているの？」

「っ、は、ぁ」

　服で隠れるか隠れないかのぎりぎりの場所を一層強く吸われる。

「あなた、のこと」

「俺のこと？　どんな？」

　絶え絶えに答えると、すごく興味深そうに聞き返された。まるで自分に興味を示してくれて嬉しいというような語り口だった。

「あのね……」

　ゆかりが話そうと口を開けば、小さなキスで塞がれる。ちゅ、と音を立てて離れていったと思って口を開くと同じことを繰り返される。

「ちょっと」

「ん？　なに？」

「あなたが、聞いて……ん、う」

　また言葉を飲み込まれた。小さなキスから、音を響かせるやらしいものに変わっていく。一度止めたくて上半身を軽く起こすが、すぐにまたソファに戻されてしまう。

「今更やめるって言ってもやめられないよ」

「ちが、」

「うん」

　はだけた浴衣に冷たい手が入り込んでくる。冷たさに体が揺れる。その間に肩を撫でられ、生肌に触れる。

　そのまま浴衣を降ろされ、温泉用のノンワイヤーブラジャーがあらわになった。自分の色気のない格好に気づいてしまう。それが顔に出ていたのか、遥斗がくつくつとかみ殺したように笑う。

「ちゃんとしたのは今度見せて」

「こん！」

　そんな機会があるのかと声が裏返る。あらわになった肩に唇を落とされて、びくりと体を揺らす。そのまま肩ひもを咥えられ、ゆっくりと下ろされる。されるがままの光景をじっと見つめるしかできなかった。

　肩ひもが落ちると、自然とカップも一緒に落ちる。決して豊かではない胸を遥斗の前にさらけ出す。

　不埒な手が肩から鎖骨をたどって、そっと胸に触れる。そろりと遥斗を見上げると、小さく息を吐いていた。

（求められている）

　荒い息遣いとほんのりと赤い頬に、遥斗が自分を求めてくれていることを知る。いっぱいいっぱいで気づく余裕もなかったが、ゆかりはその様子をじっと見つめる。

　数度ふくらみを撫でた手に、指の動きが加わる。壊れ物に触れるように、ゆっくりと、しかし確実にゆかりの快楽を高める動きだ。優しい刺激に、ゆかりはまた小さく声を上げる。

「ん、ぁ……」

　ゆかりの肌の熱を分け合い温かくなった手が、ブラジャーの中に入ってくる。乳房の形をかたどり、待ち望んでいたように膨らんだ先端に指先が触れる。

「っ、ぁ！」

　肌を撫でられていたときとは全く違う刺激に、ゆかりの背中が浮く。その浮いた背中を抱き寄せられて、熱を孕んだ唇が首筋に押し付けられる。反応を楽しむように、先端をいじられ、それに合わせて断続的な声をあげる。

　中途半端に脱げた浴衣と片方だけさらけ出した乳房が淫靡な雰囲気を助長する。すぐそばに布団があるのに、ソファでむつみ合っていることも興奮を高める要因となっていた。

「かわいい。もっと聞かせて」

　腹の奥底に響く低音が耳元から流れ込んでくる。その願いに応えるように、ゆかりはまた声をあげる。

「ゆかり」

　名を呼ばれたことに反応するように、ゆかりは遥斗の背中に腕を回す。そして、この情事の間ぐらいなら許されるのでは、と「はると」と小さく唇を動かす。

「ゆかり……」

　何度も名を呼ばれる。応えるように遥斗の背中にしがみつき、同じように名前を返す。特別な存在だと勘違いしそうになる声と甘い囁きに、ゆかりの心が喜びと不安でいっぱいになる。

　不埒な手はゆかりの体中を這い、ときに甘い刺激を与えてくる。契約恋愛という間柄だが、ここまでしていいのか？　それに、このまま進んでしまったらもう戻れないのでは？　という不安が次々と浮かんでくるが、与えられる熱を拒否する勇気はない。

「ごめん」

　その言葉と同時に、ぐっと背中を抱き寄せられた。半裸な状態での密着に、平常時より早い鼓動に気づかれてしまいそうだ。

「初めてがソファだなんて、余裕のない奴がすることだと思ってたけど」

「よゆう」

　そんなもの、ゆかりには存在しない。けれども、密着した体で感じる、遥斗の鼓動もゆかりと同じくらい早い。荒い吐息、そして、体に押し付けられる雄の主張。遥斗が必死の思いでそう言っていることなど、すぐに分かってしまう。

「ちょっとまあ、我慢できなくなったってやつ。許してくれる？」

　おねだりするような甘えた声だった。ゆかりは小さく頷く。かっこいい見た目とは正反対のかわいらしいおねだりに、きゅん、と腹の奥底がうずく。密着した状態でいると、体が浮くような感覚があり、抱き上げられていると気づく。じっとゆかりを見つめる遥斗が目の前にいた。

「っ、」

「今日限りだなんて、思ってないから」

「……え、と」

　それってどういうこと。と続ける勇気はまだない。ゆかりはその言葉の続きを聞くのを拒むように、優しい言葉ばかりを紡ぐ唇をふさいだ。背中と腰に回された腕に力が籠る。

　自分の体重も気になったが、これからのことを話すのはもう少しだけ待ってほしかった。そんなずるい考えなど、賢い遥斗にはお見通しだろうと分かっていたが、それ以外の方法が思いつかなかった。

　唇が離れて、遥斗の視線が突き刺さる。何か言いたげな視線から逃れるように、顔を逸らした。そんなゆかりを抱えたまま、遥斗はゆっくりと歩みを進める。ゆかりは顔が見えないように背中に腕を回して、首に顔を埋める。

「かわいい」

　優しく、甘い誘惑がゆかりを虐める。ゆかりの反応を楽しんでいるかのような囁きに、手にぐっと力を込めて、強く抱き着くしかできない。

　きっちり敷かれた二組の布団の片方に体を下ろされる。対面に座るような形になり、ゆかりはそっと顔を伏せる。すると、間髪を入れずに顎を掴まれ上を向かされる。

「ゆかり。こっちを見て」

　誘惑に惹きつけられるように、唇を寄せられる。ゆかりは自らその唇を迎えに行き、しっとりとした温かさを味わう。腰ひもに手が伸びて、衣擦れの音が鼓膜をゆらす。身を隠す役割をしていない浴衣が布団の上に静かな音を立てて落ちていく。フロントホックのブラジャーにも手がかかり、まるで魔法のように簡単にホックを外された。ショーツを残して、ほとんどを暴かれてしまった。決して人に見せられるような体でもない。体を守っていた服が一枚一枚はがされていくことで、また胸が高鳴っていく。

　顔を逸らせば前を向かされ、手で体を隠せばすぐにどかされ……抵抗は何一つ許されない。それでも決して強引でない。

　遥斗の自分への扱いから読み取れる、過去。それを考えると、胸の奥がぎゅっと締め付けられる。

　それがまた悔しくて、ゆかりの中に反抗心が芽生える。余裕がないのはお互い様だとわかっていたものの、自分の感情の始末のつけ方が分からない。未だに乱れの少ない遥斗の浴衣の襟からそっと手を差し込み、先ほどされたのと同じように肩を抜いていく。そして、そのまま腰ひもに手を伸ばすと、抵抗なく浴衣がはだけていく。

「積極的だね」

「だって……」

　口をとがらせて、「先生ばっかり」と返すと、きゅっと鼻をつままれる。

「ふにゃ！」

「先生じゃない。さっきは散々呼んでくれたでしょう？」

「う……」

　遥斗、とかすれ声で名を呼ぶと、嬉しそうに微笑まれた。その笑顔がとっても綺麗で、思わず見とれてしまった。

「ずっと、眼中にないって思ってたから、今すっごい嬉しい」

「がん、ちゅう？」

「そうだよ。椎名さん」

　今までとは違う呼び名。そして、雰囲気。まるで別人のような声色に戸惑っていると、

とん、と肩を押されて体が傾く。少しずつ遥斗の顔が遠のいていって、見上げる形となる。

「遥斗……？」

「うん……ゆかり、ゆかり……」

　ゆかりの疑問にも気づいているだろうに、遥斗はゆかりの名前を何度も呼ぶ。まるで確かめるような行為だ。どうしたの？　と聞く前に、また唇が重なる。口の中で舌がうごめいて、言葉を奪われた。

（なにか、言いたくないことでもあるの？）

　激しい交わりの中、そんなことをぼんやりと思う。何だろうと思うが、キスが思考を奪っていく。

　ゆっくり唇が離れ、言葉と共に呼吸も奪われていた。それを整えるのに必死になっていると、ゆかりの上で乱れた浴衣を遥斗が脱ぎ捨てていた。せっかく整った呼吸を忘れるほどの美しい裸体があらわになった。無駄な肉のない男性の体が現れる。顔だけではなく体も整っていて、ゆかりはまたもや見入ってしまう。

「触っていいよ」

　そう言われて綺麗な肉体に手を伸ばす。鎖骨と鎖骨のちょうど間のくぼみからゆっくり線を描く。盛り上がった胸筋は思った以上に柔らかい。その感触を指先で味わったあと、指が下へと降りていく。割れた腹筋の現物を初めて見た。そっと手のひらで味わうと遥斗の体がびくりと揺れた。

「ぞくぞくする」

「……あ」

　お返しとばかりにささやかなふくらみを揉まれる。遠慮はなく、時々尖った先端をつねられ、甘い声が断続的に漏れ出た。先ほどまで遥斗の腹筋で遊んでいた手は、いつしか甘い声を抑えるものに変わっていた。

「聞かせて。ここには俺らしかいないよ」

「んっ、ぁ！」

　言い聞かせるように耳元で囁かれたと同時に、乳首をきゅっとひねられた。手で口を覆う余裕もなく、嬌声が響く。指で遊ばれていた乳首もいつしか舌で転がされていた。キスをするような水音が静かな部屋に響く。言葉にならない音がだらしなく口から漏れる。

「っふ、ぁ、んぅっあ、」

　時に甘く食まれ、ゆかりは背中をそらせて快楽に耐える。まだ胸にしか愛撫をされていないが、腹の奥底がじくじくとうずき、何かを欲している。その気持ちが体に現れたのか、内ももを擦り合わせて自然と快楽を求めてしまう。

　そんなゆかりに遥斗が気づかないはずもなく、すぐに中心部に手が伸びてくる。ショーツのウエスト部分を撫でられると、短い声が漏れでる。どこを触られたわけでもないのに、じんわりと蜜があふれ出てくる。

「かわいい……もっと聞かせて」

「ん、っ、いじ、わる」

「そんなかわいいこと言われると」

　もっと意地悪したくなる。吹きかけるように耳元で囁かれた。同時に熱のこもった手が、布越しに触れてくる。ゆっくりと腹を撫で、太ももへと降りてくる。そのままクロッチ部分を数度擦り、ゆかりの甘い声を誘う。

「っ、ぁあ！」

　蜜を誘う刺激とともに唾液が口の端を伝っていく。不埒な手の行方を追うこともできず、与えられる快楽に身を任せるしかなかった。溢れ出る蜜のせいでショーツはもう役に立たないほど濡れていた。まるで次の愛撫を待っているように、ゆかりの口から懇願が溢れる。

　もっと。触って。無意識にそんな風に願いが溢れる。気持ちよさからか、腰が軽く浮いてしまう。そのタイミングで、遥斗がショーツを奪い取る。

「乱れて。もっと」

　布越しだった指が蜜の溢れる泉を探る。すぐに水源が見つけられてしまい、遥斗が場所を確かめるようにゆっくりと入り口を撫でた。今までとは少し違う強い刺激に甘い声が漏れ出る。

「あっ、ああ……っ」

　体を駆け巡るような快楽に翻弄される。遥斗の指が強弱をつけて、ゆかりを虐める。段々と自分が大胆になっていくのを感じながら、ゆかりはもっとと求めるように足を広げる。最初は小さく膨らんだ蜜核を擦られていたが、それが徐々に大胆さを増していく。くちゅくちゅと小さな水音をたてながら、遥斗が水源を深く深く刺激していく。長い指が中に侵入してきて、軽い圧迫感を覚える。しかしそれはすぐに快楽に変わり、蜜と嬌声があふれ出る。

「あっ、ああ！　そこ、い、やぁ」

　快楽にのまれまいと必死で否定を口にする。すると、大胆だった指の動きがぴたりと止む。

　急な喪失感。ゆかりは心と体にぽっかりと穴が開いたような気持ちになる。

「っ、」

「嫌？」

　手のひらまで濡らした蜜を遥斗が舐め取っている。それだけならまだしも、意地悪気にゆかりを見下ろしてそんなことを聞いてくる。翻弄され続けていることが少しだけ癪に障る。思わず体を起こして、遥斗の唇を占領している手をどかして、自分のものを重ねた。

「ふ、ぅん」

　息がもたないようなキスを重ねて、ゆかりの小さな虚栄心は遥斗の熱ですぐに埋まった

何とも言えない味が一瞬だけ広がったが、すぐに知った味に変わる。相手の舌を愛でるように舐めると、すぐに答えてくれる。

「あまえんぼうさん」

「っ、いい、の」

　合間に織り成す会話は、とてもとても甘い。自立したつもりでも、こうして甘えさせてくれることがこんなにも心地いいなんて。遥斗を知れば知るほど、ぎゅっと心臓の奥が締め付けられる。決して褒められたことではないけども、この熱と快楽は理性だけでは止められない。

「ゆかり……」

　名前を呼ばれ、ゆかりは隙間なく遥斗に体を寄せた。

　ぎゅっと抱き着いて肌をぴったり密着させる。唇は離れているが、すぐそばにあった。ゆかりは少し唇を尖らせると、柔らかい熱を感じた。そんな小さなキスを続け、遥斗の逞しい足の上に座る形になり、激しいキスの合間に腰が揺れる。蜜核を擦りつけ、快楽に従順になっていた。

「いじわるしちゃ、やだ」

　遥斗の頬に手を添えて、そんな風に駄々をこねる。散々焦らされ、ここまで来た。子供っぽいおねだりになってしまった。しかし、遥斗が目を見開き、そのあとすぐに美しい顔に笑みを浮かべた。

「わがままだね」

　あやすような言い方にむっとするが、遥斗の足がゆかりの蜜核を虐める。そうなるともう反抗する言葉は出てこない。

「あ、ああっ」

　自分の蜜とは違う温度が、薄い粘膜で覆われた部分を刺激する。受け入れがたいような感覚だったが、遥斗から与えられるものと思えば体の全てが反応する。どんな動きをしているかは分からない。しかし、今まで感じたことのない刺激が、全身を巡り声として漏れ出る。

「あっ、ん、あぁ、ダメ！」

　快楽で揺れる手が縋る様に遥斗を求めた。また布団に戻されると、腹を数度押される。決して優しくない力加減だったが、それに合わせて蜜がじわりじわりと流れていった。

「薄い腹だなあ……」

「っ、ん、ぁ」

「入るかな」

　何が、と聞かなくても分かる。先ほどから肌を通して伝わる熱と質量は、ゆかりの知らないものだった。その大きさを想像していると、「やらしい顔」とキスをしながら下着に手をかける。ボクサーパンツ派なんだと気づいたのは、それを脱ぎ捨てたときだった。そのまま長い手がゆかりの上を通り過ぎて枕もとにのびた。何事かと思っていると、一瞬だけ手で目隠しをされる。けれどもそれはほんの一瞬で、すぐに視界が戻ってきた。

「やっと、だ」

「やっと……？」

　散々焦らされていたのは自分な気もする。遥斗は尚もゆかりの腹を撫でている。確かめるような動きに、吐息がこぼれた。

「余裕そうに、見えるのに？」

　絶え絶えの息と共に吐きだした言葉はほんの意趣返しのつもりだった。しかし、遥斗はそう受け取らなかったようだ。視線が鋭くなり、見せつけるように避妊具の袋を口で破いた。

「そう思っていればいいさ」

　また手で目隠しをされる。けれども、暗くなったのはほんの一瞬で、視界が開けた時には、驚くほど余裕のなさそうな遥斗の顔があった。

「ゆかり」

　そっと唇が重なる。今までの淫靡な雰囲気とは全く違う優しい、労わるようなキス。ゆかりはすぐにそれに夢中になる。腹の奥底のうずきを抑える方法が一つだと知りながらも、このキスを捨てることもできない。そんな風に遥斗を味わっていると、閉じられた秘部に何かがあてがわれた。

「っ、」

　見なくても、分かる。これから何があるのか。しかし、遥斗はキスを続け、ゆかりの思考をじっくりと犯していく。

「ね、触って」

　当てもなくさまよっていた手を誘導され、硬くて熱い何かが指先に触れる。直ではなく隔たり越しだったが、その存在の大きさにゆかりは喉を鳴らした。

「これがこれから君のナカに入る」

「っ、いわ、ないで」

　捨てきれない羞恥をそのまま口にする。しかし、遥斗は蜜ですっかり濡れた入り口付近を自身の存在で擦りあげてくる。そして、未だ添えられたゆかりの手にもだ。

　ふいに指先が動き、隆々とした塊を撫で上げる。

「っ、」

　たったそれだけだったが、遥斗が甘い溜息をもらす。その吐息に余裕が無いことをすぐに感じ取れた。それを見た瞬間、全身がきゅうっと熱くなり、本能でこの人を受け入れたいと思ってしまった。

「はる、と」

　両手を遥斗の頬に添えて、余裕のない顔に唇を寄せる。湿った音を立てながら、ゆかりの気持ちを表すような大胆なキスになっていく。

「ほ、しいの」

　唇が離れるのがもどかしい。でも、キスをしていたい。左の唇の端だけ、ほんの少し触れながらそうねだる。

「あげる。全部あげるよ。君が望めばいつまでも」

　互いの唾液で濡れた唇が吐息を混ぜて、夢かと思うような素敵な言葉が降ってくる。そして今まで交わしていた、いたわりのキスとは全く正反対の、重たい塊がゆかりのナカに侵入してくる。

「っ、あぁ！」

　名残惜しいとばかりに縋っていた唇が離れて、叫び声に近い嬌声が飛び出る。

（あったかくて、おっきい……）

　そんな幸せを噛みしめながら遥斗の体に手を回す。

「まだ全部じゃないよ。ゆっくり、ね」

　もう全部だと思っていた。しかし、まだ半分と聞かされ、ゆかりは小さく唸り声をあげる。これ以上は無理なのでは、と思っていたが、そう言った遥斗の声は途切れ途切れだった。

（もしかして、私と同じ……？）

　遥斗も余裕がないのだろう。端正な顔を歪めて唇を噛みしめている。しかし、それはゆかりも同じなうえ、縋る相手は遥斗しかいない。必死で腕を伸ばして彼を抱き寄せた。たくましい体に包まれると、やっと安心できた。

「っ、ゆかり」

　かみ殺したような声に応えたかった。

「きて……」

　甘くおねだりすると、遥斗がゆっくりと腰を進めてくる。苦しさは徐々に消え、彼を受け入れた喜びが湧いて出てくる。それに合わせるように、快楽がまたゆかりを飲み込む。

「ん、ぁはぁ……」

　中を広げられ、甘い刺激が全身に巡る。気持ちいい。と、自然と声が漏れ出る。

「動くよ」

　キスかと間違うような近くでの囁きに、ゆかりは頷く。声にする余裕はなかったが、遥斗にはしっかりと伝わったようだ。

　遥斗の動きに合わせて、卑猥な音が響く。蜜がとめどなく溢れているせいか、その音が段々と大きくなる。それに比例して、ゆかりの快楽も高められ、遥斗に合わせて腰が揺れる。

「ふう、ぁあ」

「ゆかり、ゆかり……」

　ぽた、と遥斗の汗がゆかりの肌の上に落ちる。玉の汗がゆかりの肌の上を滑り、落ちていく。

「綺麗だ……」

　遥斗の人差し指がゆかりの頬を撫でる。

「想像もしなかった」

「ぁあ……すご、い」

「こんな風に自分の汗がゆかりの肌を汚すなんて」

　落ちた汗を追いかけるように、遥斗の指がゆかりの肌を撫でていく。

「んん、やだあ」

「やじゃないでしょう？」

　ぱちん、と激しく腰を押しつけられる。ナカをぐっと押されて、ゆかりは軽く達してしまう。ぎゅっと遥斗を締めつけると同時に体を震わせる。

「はあ、締め付け、やばい」

「っ、だってえ」

　その間も遥斗の動きは止まらない。奥を擦られたと思ったら、入り口を浅く擦られる。緩急をつけた動きに、女としての快楽をどんどん高められた。

「あ、だめ……また、いっちゃう」

「うん、いいよ」

　そんなに簡単に言わないでという思いを飲み込み、ゆかりは喘ぐ。今度の拒否は本当なのに、とどこかで思いながらも、高まる快楽には抗えない。

「ああっ」

　一層強く腰を押し付けられた瞬間、視界が白くはじける。全身の血液が沸騰したかのように熱を持ち、目の前がちかちかと光る。達した余韻に浸る暇もなく、遥斗は尚もゆかりを責め立てた。

「っ、あ、ああ！　もう、やだあ」

「ダメだよ。俺がまだだからね」

　ぐるりと体をひっくり返されて、後背位の体制を取らされる。遥斗が見えないと不安になったが、それを感じさせないほどぴったりと体を寄せられる。

「あっ、ふ、かい……」

　体が寄せられたことで奥を突いていた剛直がさらに奥に入り込んでくる。呼吸を奪われ、ゆかりは絶え絶えに息を吐きだす。

「煽ってる？」

　肌を合わせ、これ以上ない深い場所で繋がっている。これで心までつながっていたらどれほどいいだろうかと考えられずにはいられない。

（本当の恋人じゃないから）

　そんな現実がかすかな理性となって浮き沈みする。そのたびに快楽に引き込まれて、ゆかりの思考を奪った。

「ゆかり」

　もう名をよばれることが、ごく当たり前のことになってしまった。こんなに深いところで繋がっているのに、心が繋がっていないことに虚しさを感じつつも、この熱を手放す勇気はない。背中全部を通して遥斗の鼓動を感じる。興奮していると教えてくれる心臓の速さに、ゆかりの性的快楽が刺激された。

「まだ時間はあるよ」

　そんな恐ろしい宣言は、もうゆかりの耳に入っていなかった。契約恋愛を軸とした睦み合いは、夜更け過ぎまで続いた。







４　日の光の下で絡み合う








　障子から漏れ出る日の光が瞼を刺激して、ゆかりの覚醒を促した。ゆっくり体を起こすがけだるさが勝り、また布団に逆戻りしてしまう。股の間に何かが挟まっているような感覚は、遥斗と体を重ねた証拠以外何物でもない。疲労が強ければ睡眠も深くなり、覚醒も遅れる。疲れた体をやっとのことで起こすと、すぐ目の前のテーブルにおにぎりが二つとゆかりのスマートフォンが置いてある。画面をタップすると、もう正午近くだった。その横に綺麗な字で書いてあるメモが残されていた。

「ああ〜朝ごはん食べ損ねた」

　ホテルの朝ごはんは地魚の干物を選べたはずだった。カマスの干物か柳カレイの干物で悩んでいたのに。とゆかりは布団の上にごろりと寝転がる。そしてそのままテーブルの上に手を伸ばしてメモを手に取る。行儀が悪いが体が動かないから仕方ない。

『講演に行ってきます。今日は午前の部だけなので早めに戻る予定です。このまま部屋にいてくれたら嬉しい。好きに過ごしていて』

　最後に書かれた名前まできっちり読み上げ、ゆかりは寝返りを打つ。そして天井を見つめながら、指折り数える。

「いっかい、にかい、さんかい……」

　四回目の行為から、ほとんど記憶にない。とにかくイキっぱなしで、もう無理だと何回もお願いしたのを覚えている。それでも快楽の渦に戻されて結局は受け入れてしまった。

　大きなため息とともに漏れ出るのは、後悔ばかりだ。勢いで体を重ねてしまったこと、契約恋愛という不確かな関係性。仕事に影響しないかなど考えることが多い。

（……後悔なんて、うそだ）

　けれども、たった今浮かんだ考えをゆかりはすぐに否定する。快楽に身を任せるのは心地よかった。そして、思いのほか優しく抱かれたこともそうだが、ゆかりの話をきちんと真面目に聞いてくれたことで今のゆかりを全て受け入れてくれたような気がした。

　患者からも評判がよくて、聖人君主を表したような先生だと思っていた。担当した患者からも、「先生が優しくてここまで頑張れた」という言葉をたくさん聞いていた。

（そういえば……）

　遥斗の患者で印象に残っている人がいた。定年したばかりの夫とその妻。子供は遠方で二人きりで生きていたと言っていた。遥斗の新しい治療を受けるために入院したころはとても二人で暮らしていけるような状態ではなかったが、互いに自宅への退院願望が強かったため、家での暮らしを支えるためにゆかりが介入することになった。

　その時、夫婦二人そろって「青山先生が私達が生きていけるように治療しましょうと言ってくれた」と何度も繰り返した。普通のことだと思っていたが、その言葉の大切さに気づいたのは少し経ってからだった。遥斗が患者とその家族の両方を『自分の患者』として丁寧に対応していたのだ。どちらかをないがしろにすることもなく、二人を自分の患者として扱っていた。

（それって中々できないことだよね）

　ゆかりが関わってきた医者でそんな人は中々いない。

　見た目もよく素敵なだけでなく、患者にも優しくて……そんな完璧な人が自分と契約とはいえ、恋愛なんてできるのだろうか。次々と浮かんでくるネガティブな考え。母親の問題とは別の問題が浮き出てくる。契約恋愛を決めたときより悩んでいるような気がしてならない。

「とりあえず、自分の部屋に戻ろうかな……」

　だるくて仕方ない体を起こして、あたりを見回す。昨日脱ぎ捨てた浴衣や下着がきちんと畳まれていて、どうにもいたたまれない。ゆっくりとそれを身に着けながら、ふと気づく。この部屋の鍵がないことに。

「鍵、ない」

　遥斗のバッグは置きっぱなしだ。ゆかりはどうしたらいいものかと悩む。鍵を見つけて出て行って、その後どうする。帰ってきたら返す？　けれども、ホテルの部屋とはいえ人の部屋を勝手にあさるのも気が引ける。

　明け方近くまでむつみ合っていた体と頭はうまく働いてくれない。自分は悩みから解放されるために旅行に来たのに、また結局悩んでいる。一つ解決すればまた一つ悩みが生まれる。鍵をどうしようかなど、考えてもどうにもならないこと。

（でもメモには出ないでって書いてあるし……だけど顔も体もドロドロだし、化粧もしたい……）

　ひどい顔をしていると自覚していた。体は何故かさっぱりしているが、何があったか深く考えるのは怖い。ここでゆかりが部屋を出ていったらもう青山と関わることもないかもしれない。そう考えると、胸の奥が締め付けられたような痛みが走る。

（メモのせいにしてここに残ろうとするなんてあさましくて、私は本当にずるい）

　でも、と何度も自分に言い訳する。

　立てない。体がだるい。出るための鍵がない。

（まだ……もう少し夢を見ていたい……）

　優しく甘えさせてくれたあの顔をもう一度見たい。もし、帰ってきて私がいることで嫌なそぶりを見せたらすぐ帰ろう。そこで判断しよう。

　そう決めたゆかりはもう一度布団に横になる。不思議と空腹は感じない。用意されたおにぎりに手を伸ばす気にもなれず、ゆっくり目を閉じる。

　すると、さらさらと水が流れる音が聞こえる。ぱっと目を開いて、音のしたほうに視線を向ける。

（そういえば、桔梗の間にも絶景客室露天風呂があるって書いてあったな……）

　本当は自分が泊まりたかった部屋。そして、大好きな温泉。普段は部屋主に黙ってなどと思いとどまったかもしれないが、うずうずと湧き上がる好奇心に逆らえない。部屋主が帰ってくる前ならいいんじゃないか。それに、メモにも好きに過ごしていいと書いてあった。ゆっくりと立ち上がり、浴衣を一枚ずつ脱ぎ捨てて、開放的な気持ちのまま部屋の奥の露天風呂への扉を開く。

　本日は、晴天なり。

　そんな言葉が思わず口から漏れ出る。昨晩もしかしたら雨が降ったのかもしれない。所々水が滴る木々が見える。紅葉が終わり少し寂しい山肌だが、うっすら残る緑は日の光を浴びてキラキラと輝いていた。他に遮るもののない景色を今ゆかりは独り占めしている。

（綺麗……）

　鬱々と悩ましい気持ちを吹き飛ばしてくれる。　

　まぶしさに目を細め、鼻の奥を刺激する温泉の香りを胸いっぱいに吸い込む。外の少し冷たい空気が昨晩の情事で火照った体を冷やしてくれた。すこし滑りやすくなった石床の上を慎重に歩く。置いてあった湯桶で体を流したあと、ゆっくりと湯船に身を沈めた。

「あ〜〜〜〜〜〜〜」

　自然と出てしまった声は、とても誰かに聞かせられたものではない。疲れた体に染み入る湯は、昨日と同様ゆかりをしっとりと包み込んでくれた。

「あ、」

　髪の毛をまとめるのを忘れてしまった。湯船に広がる髪を見つけて、これではいけないと慌てて上がる。外の脱衣所のアメニティの中に髪ゴムがあったような気がした。勝手に使っていいものかと悩んだが、ホテルの備品だ。後できちんと使ったことを言えばいいと結論付ける。シンプルな黒いゴムを手首に通して、湯船に戻る。腰まで浸かったところで髪の毛をまとめる。濡れないようにとアップスタイルにしようと髪の毛を持ち上げたときだった。

「俺もご一緒させてもらおうかな」

「っ！」

　髪をまとめることも忘れて勢いよく振り返る。すると、風呂の入り口に肩を預けた遥斗がいた。昨日の浴衣姿とは違い、今日はかっちりとしたスーツスタイルだ。髪も少し後ろに撫でつけていて、男性の色気が漂っていた。反対に自分は……と考えたところで全裸だったことを思い出す。髪の毛が温泉の中に入ってしまうのも忘れて、ゆかりはどぼんと湯船につかる。

「声かけるのを戸惑うくらい綺麗だったから」

　にこにこと機嫌のいい声色と表情に、ゆかりはただただ驚くだけだ。優し気に自分を見つめる瞳がメモ通りに帰らなくてよかったと教えてくれる。

「い、いつから」

「いつからだと思う？」

「私が聞いてるの！」

「浴衣を一枚一枚脱ぎ捨ててるころかなあ？　それとも、景色に綺麗って言ってるとき？　あとは……」

「さ、さ最初からじゃない……」

　やだ、早く言って。半分顔を潜らせながらそう口にすると、遥斗はくつくつとかみ殺したように笑っていた。

「ごめん。ちょっと見たかったっていうのが本音。講演が終わって、ランチミーティングも院長の娘の誘いも断って、まっすぐ帰ってきたら……点々と浴衣が落ちていて」

「あ……ごめん、なさい」

　帰ってくる前にと考えていたが、結局見つかってしまった。ゆかりは素直に謝罪する。しかし遥斗は気にした風もなく、ネクタイを緩めて、ばさばさとスーツを脱ぎ捨てる。ボクサーパンツを脱ごうとしたところでゆかりははっと恥ずかしくなり遥斗に背を向ける。すると、少ししてじゃぶじゃぶと水をかき分ける音が鼓膜を刺激した。

「大胆なことするね。男の部屋で風呂に入るなんて」

「はる、青山先生がこんなに早く帰ってくると思わなかったんです」

　大きな腕に囲まれる。耳元で囁かれた言葉に反論すると、ぎゅっときつく抱きしめられた。

「青山先生だなんて、やだ」

「……え、」

　やだ？　今、なんて言った？　利発的な遥斗からそんな言葉が出てくるとは思わず、ゆかりは混乱した。

「昨日みたいに呼んでよ。寂しいだろ？」

「……遥斗」

　遥斗のからかうような様子に、ゆかりは拗ねた声音で名前を呼ぶ。すると、ぐるりと体を反転させられた。

「意地悪だな。ゆかりは」

　顎を掴まれて、必然的に上を向く。ぱしゃ、と小さな波を立てて遥斗が近づいてくると、昨晩の熱を思い出させるようなキスが降ってくる。

「ん、ふぁ……」

　互いの熱を分け合うように角度を変えて何度も唇が重なる。そのたびに湯が小さな波を立てて肌にぶつかり、また消えていく。所在なさげな手が居場所を見つけたかのように背中に回る。結局のところ、悩んでもすぐに遥斗を求めてしまう。

（優しいこの人のそばはとても心地いい）

　旅の恥はかき捨て。そんな言葉では納まらなくなってきてしまったこの思い。元々、誰からも慕われ、雲の上の存在だった人が自分の目の前で、しかも甘やかしてくれたら。

「考え事？」

「っ、あぁ！」

　考え事にふけていると、湯に浮いていた乳房の先端をきゅっと捻られる。唇を離して出てきたのは、甘い声。誰かに聞こえる、と慌てて口を閉じるが、一定のリズムで刺激されてどうにもならない。

「難しく考えなくていいのに」

「っ、ふっ、んあっ」

　だって、と反論しようにも、快楽が勝って何も言えない。ぱしゃぱしゃと水が跳ね、それがまた情欲を煽る。

「俺と恋を楽しめばいいの。ここにいるだけじゃない。向こうに帰ったって、ずっと一緒なんだから」

「あ、ああ！」

　それってどういうこと？　と思っていると、乳房だけでなく、湯に沈んだ秘部にまで刺激が加わる。昨晩散々弄られ、敏感になった蜜核への刺激はもう知った手つきだった。

「もうぐずぐずになってる」

　遥斗の手の動きに合わせて、水が揺れる。こんな外で、と思いつつも止める術はない。

「もう、しちゃう？」

「あぁっ、や、だ」

　面と向かい合ってそんなことを聞かれても、困ってしまう。快楽と冷静な思考は両立しないと昨晩の情事で散々教え込まれた。ゆかりの拒否は、拒否ではない。

　それを知っている遥斗が、ゆっくりと唇を寄せてくる。しかし、キスはいつまで経っても降りてこない。

「……ずる、い」

「それはどっち？　俺？　ゆかり？」

「……私も、あなたも」

　離れているのがもどかしくて、右の唇の端だけに熱を感じる。指を絡ませ、キスを交えたのはどちらからだったのか。体を寄せ合うと、小さな水の波が立つ。ちゃぷんと揺れる動きに合わせて肌を寄せ合う。絡まった指がほどけ、ゆかりの背中を撫でた。体を小さく揺らすと、湯に隠れた臀部に手が添えられた。温泉で体が温まり、血流がよくなったせいか、どこもかしこも快楽を拾ってしまう。舌を捉えられてしまっているせいか、声は漏れ出ないものの、くぐもった音が露天風呂に響いた。粘度の高い湯を纏った手が臀部をひと撫でしたあと、昨晩遥斗を受け入れた場所を撫でた。温泉とは違う何かが流れ出ているのが自分でもすぐに分かった。拒むものは何もなく、ゆかりの秘部はすぐに遥斗を受け入れた。ナカを掻きまわされる感覚に、身をよじらせる。キスをしている余裕もなく、首を反らせて声を上げた。

「ふ、ぁ……ん」

　揺れる、湯に体。水面から浮き出た胸が揺れて、先端が遥斗の体に触れる。小さな刺激も取りこぼさないようにと体を寄せてしまう。すると、その瞬間指が中から抜けていった。ざばん、と大きな波が立ち、遥斗が立ち上がった。

「お湯の中はのぼせちゃうからね」

　濡れた体を密着させて、昨晩と同じように抱えられる。

　喪失感に苛まれていたゆかりはされるがままだ。

「あ、ま、待って。布団じゃ」

　こんな濡れた体のまま布団でなんて、と口にする。しかし、下ろされた場所は脱衣所だった。体から水がしたたり落ちて、床を濡らしていく。

「手、ついて」

　洗面台に手をつくように促されて、熱で浮かされたゆかりは素直に従う。瞬間、鏡に映る何も身に着けていない自分と目が合い、さっと熱が引いていく。

「はる……！」

　と、と続けようとしたが、顎を掴まれて鏡に視線を固定される。

「見て」

「っ、」

　開いたもう片方の手が、ゆかりの肌を撫でる。その手を視線で追うと、肌に散った赤を見つける。まるで独占欲の証のように、全身にちりばめられている。

「見えるところはダメだっておねだりされたから、その代わりに見えない場所につけたんだよ」

「こ、こんなの……」

　恥ずかしさと独占欲のようなしるしにどうして？　という思いでいっぱいになる。思わず目を覆ってしまいたかったが、全身を押さえられて何もできない。

「一番反応が良かったのはここ」

　ゆかりが抵抗しないと分かったのか、遥斗が顎から手を離した。そして、ゆっくり揺れる乳房に手を添えた。ゆっくり揉みしだかれ、尖った先端を軽くこねられる。ぞくぞくと刺激が全身を巡る。膝が揺れ、立っていることが難しい。

「頑張って」

　片方の手がゆかりの秘部に添えられる。それが体を支える形となり、ゆかりはなんとか体勢を維持できた。

「は、る……う、んぅ……くる、しいよお」

　先ほど湯の中で遊んでいた指がゆっくりとナカに入ってくる。水の中でも耐えられないような快楽が今は直に体の中を巡る。くちくち、と確かめるように蜜を絡ませ、ゆかりのナカを広げていく。昨晩散々ナカを擦られ、もう無理だと言ったはずだったが、体は正直だった。

「きも、ちいい」

　素直な気持ちが口から漏れ出る。

「きもちいい？」

「う、ん」

　ゆかりの反応に合わせて、指がナカを擦る。与えられる快楽に素直になると、ほんの少しだけ感じる物足りなさ。立てないほど気持ちがいいはずなのにと自分を恥じる。しかし、体は正直で、遥斗の指に合わせて腰が揺れる。まるでもっととねだる様に。

「ほしい？」

「っ、」

　残る羞恥から頷くことができない。しかし遥斗がさらに奥を刺激してきて、足りない思いを助長させた。

「俺を欲しがって」

　甘い懇願が耳から流れ込んでくる。鼓膜を通して頭を揺さぶられ、ゆかりはぼうっとしてしまった。

「ゆかり」

　名を呼ばれてしまえば、もう何もできなかった。

「ほ、しい」

　願いを素直に口にする。その瞬間、腰を押さえられ、昨晩散々教え込まれた質量がゆかりを貫いた。

「ああっ！」

　首を反らし、数時間ぶりの絶頂がゆかりを襲う。立っていられないほどの快感で、膝が折れそうになるが、遥斗の腕がそれを阻止した。床には投げ捨てられた避妊具のパッケージが落ちており、ゆかりを絶頂に導いたものが、考えていたものと相違がないことを思い知る。

　目の前の鏡に自分の痴態が映し出されていても、気にする余裕すら与えてもらえない。

「っ、あ、や、やだ。だめ……っ！　はずか、しい」

「うん。恥ずかしいね」

　ぐい、と後ろを振り向かされて荒々しく唇を奪われる。舌が絡まり、否定を飲み込まれる。けれども、ゆかりが本当に嫌だと思っていないことにきっと気づいている。遥斗は決して腰の動きを止めない。

　しかし、胸を揺らして、まるで快楽を待ち望むかのような顔をして鏡に映っていた自分が頭から離れない。昨日もきっとあんな顔をして遥斗をねだっていたのかと思うと、いたたまれなくなる。

「俺の前でだけ、見せて」

「あっ、あぁ、はぁん！」

　肉がぶつかる生々しい音が響く。本来であればこんな場所で、という情事に、ひどく興奮している自分がいた。次第に手をついていることすら厳しくなって、何度も肘が折れる。すると、腹に手が回り、体が遥斗のほうに引き寄せられた。必然的に鏡と向かい合わせになり、全身があらわになる。繋がっているところはかろうじて見えないものの、感じる質量と隠された場所にさらに羞恥が煽られる。昨晩は暗闇で分からなかったが、今は真昼間だ。鏡に映るのが恥ずかしいが、どうしても目に入ってしまう。そして、自分の肌に散らばる赤い跡。契約恋愛ではなくて本当に求められているのだと勘違いしてしまうほどの熱に、ゆかりはもうのぼせてしまっていた。

「綺麗だよ。どこもかしこも俺のものだ」

「っ、ああ！」

　身体的な快楽に加え、耳元で囁かれる甘い言葉は、精神の快楽も誘う。頭も、体ももう遥斗なしでは生きていけないと思うほどだった。これほどまでに乱れたことがあるだろうか。もちろん、答えはノー。ゆかりは考えることを放棄して、ただただ快感に身を委ねた。それでも、頭の隅にはいつも冷静な自分がいた。

（契約恋愛なんだから）

　独占欲を隠さない遥斗に翻弄されながら、必死に自分にそう言い聞かせた。
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　時間を知るのもおっくうだ。天井を見上げながら、ゆかりは一歩も動けずにいた。当の遥斗は、ゆかりの側でなにやらパソコンを眺めている。ごろりと寝返りを打ってその様子を見ていると、手が伸びてきて頭を撫でられた。髪を乱されたと思ったら、首に触れ、最後に頬を撫でていく。

「私、今日昼間は海鮮市場に行って地魚丼を食べる予定だったのに」

　青々と美しい空は、もうすっかり影に隠れてしまった。今日は星空が綺麗に見えるであろう漆黒があたりを包んでいた。

「そっかそっか残念だね」

　流された自分が言うことではないが、少しだけ嫌味を込めると軽口で返された。少し悔しくなって頬を撫でていた指に噛みつく。

「いて」

　歯を立てずに軽く何度も噛む。いてて、とわざとらしく痛がるふりをして笑う姿は、幼く見える。そのギャップにきゅんと胸がときめく。

「もうすぐ夕飯だよ。ゆかりは食事、頼んでる？」

「いいえ。初日は頼んでたけど、今日は素泊まりで……地元の味も楽しみたいなって思ってたから」

「そう。俺も同じ」

　子猫がじゃれるように噛んでいた指を解放する。彼も夕飯をとっていないなんて、偶然にしてはできすぎているような気がする。ゆかりは尚もパソコンを見ている遥斗をじっと見上げた。

　旅先で偶然出会った職場の医師。そして、持ち掛けられた契約恋愛。それをはっきりとさせないまま結んでしまった体の関係。

　悩むことが多くて、ゆかりの頭はパンク寸前だった。

　それに加え、今日は朝も昼も食べていない。体もたくさん動かして、そろそろお腹も限界だ。空腹は思考を悪い方へ、悪い方へ導いていく。しかし、この居心地のいい空間を壊したくない。財布もないし、外に出れる服装でもないから、そろそろ部屋に帰って出かける支度をしなければ……夕飯、誘えば遥斗も来てくれるだろうか。そんなことを考えながらせわしなくキーボードを叩く指を見つめる。

　睦み合いの最中に言った男の言葉を信じてはいけないよ。と何かのコラムで読んだ気がする。どこかの検索サイトだったっけ……などと思考が二転三転する。けれども、今ゆかりは自分の意思でこの場にいる。遥斗が帰ってからも一緒だという言葉を信じていたかった。もう、この気持ちが何なのかをゆかりは知ってしまった。

　戸惑いから始まった行為を最後は自分の意思で受け入れた。それはなぜかと聞かれたら。

「ん？　どうした？」

　大きな手がゆかりの頭をゆっくりと撫でた。

「なんでも、ありません」

　自分の気持ちを言葉にするのはとても怖い。そして何より自分が一番戸惑っているからだ。

（契約恋愛、かあ）

　言葉の重みを今更噛みしめていると、それはもう見事にお腹が鳴った。仕事に勤しむ遥斗と、真剣に考え事をしていた自分の間に。

「……」

「だ、だって！　朝から何も食べてないし！」

　驚いたような顔と視線に、ゆかりは真っ先に言い訳を口にする。恥ずかしさのあまり顔が赤くなっているのを自覚しながら「だって」と繰り返した。

「うん、そうだね。俺のせいだ」

　ゆかりのまくし立てを気にする様子もなく、遥斗がパソコンを閉じた。

「それじゃ、どこか食べに行く？」

「え？　一緒に？」

「この状況で別々ってどういうこと」

　じとりと睨まれ、ゆかりは冗談ですと笑う。一緒に行くつもりでいてくれたことが素直に嬉しかった。まだこの居心地のいい空間が続くと思うと、体が軽くなる。すばやく体を起こして、浴衣を整える。存在を忘れかけていた巾着を手に取って、「じゃあ」と部屋を出ようとした。

「どこ行くの？」

　焦った声が背中にかけられた。ゆかりがゆっくり振り返ると、置いて行かれた子供のように心細さを前面に押し出した遥斗がいた。

「自分の部屋に戻るんです。支度しないとでしょ？」

「あ、そ、そう、だよな」

　けれども、その寂しさが見えたのはほんの一瞬だった。自分が見間違えてしまった？　と思うほどに遥斗はすぐに表情を戻した。

「一人でできる？　手伝おうか？」

「っ、できます」

　わざとらしい申し出に、手伝いだけで済まない予感がしたため、ゆかりはすぐさま拒否した。何事もなかったように振舞う様子に少し違和感を覚えたが、追及できる立場ではないと自嘲する。

「一時間後で大丈夫？」

「大丈夫。じゃ、また後で」

「ああ、ちょっと待って」

　よろよろと立ち上がったゆかりの腕が引かれる。何事かと思った瞬間、隙なく唇を重ねられる。

「っ、」

　舌が入り込んでくるかと思ったが、思いのほか柔らかいキスだった。しかし、執拗にゆかりの唇を舐り、食まれる。中途半端な愛撫に、ゆかりの奥の熱がくすぶる。思わず背中に腕を伸ばそうとした瞬間、遥斗が離れていく。

「期待した？」

　遥斗は意地悪な笑みを浮かべている。

「し、してない！」

　嘘だ。少しだけ期待していた。ゆかりは無意識に唇をぬぐう。しかし、そんな嘘はすぐに見抜かれて、遥斗が意地悪気に笑みを浮かべた。もう、と口にして近づく彼の胸を押すと思いのほか簡単に距離が開く。

「もう、そろそろ本気で怒りますよ」

「うん。だから止めてくれてよかったよ」

　止めなければどうなったのだろう。そんなことはすぐに想像できた。ゆかりはさっと顔を逸らして、遥斗からさらに距離を取る。

「わ、私、行きます。また、あとで！」

　それだけ言い残して、ゆかりは慌てて桔梗の間を後にする。急いでいたせいか、出口の飛び石に足をとられ、もつれて膝をつく。

「っ、いた」

　手が出たおかげか、大事にならずに済む。

「なっさけな……」

　急な展開に、未だについていけない自分がある。少なくとも仕事ではしっかり者で通っていたはずだが、今はそのかけらもなかった。漏れ出た弱音は立ち上がる気力を奪う。大きなため息が何度か零れ落ち、ゆっくりと立ち上がる。背後を確認するがどうやら気づかれていないようだ。もう一度息を吐いて、こんどこそゆかりは自分の部屋にもどるべく歩みを進めた。
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　少し肌寒いと思って持ってきたトレンチコートと、黒の薄手のモヘアニットにスキニーパンツ。旅行でおしゃれをする必要もないと思って動きやすい服しか持ってきていなかった。それでも自分の中で最上級の組み合わせを選んだ。備え付けの姿見で確認をして、「よし」と呟く。

　本当は髪もまとめたかったが、鎖骨付近のキスマークを隠すためにそのままとした。何度かくし通しをすると、ようやく見れる形となった。その代わり化粧だけはしっかりと施した。不思議と顔色に疲労は見えない。肌がとても潤っており、化粧乗りもいい。温泉効果だけではない気がしてしまう。ファンデーションはいらない、とまでは言えず、いつも通りのベースメイク、そしてチーク、シャドウ。眉毛を整えて、最後にリップを引いていこうとキャップを開けて、鏡と向き合う。けれども、唇は塗らずとも赤く腫れており、どこか艶めかしい。

（キスのし過ぎかも……）

　ゆかりは誰も見ていないのに慌ててキャップを閉め、リップクリームを塗るにとどめた。これ以上色を重ねるのは、どこか憚られた。遥斗の痕跡を残しておきたいという無意識の行動だったかもしれない。

　支度が終わると、時計は五時を指していた。約束の一時間後は、もう少し先の時間だ。一人になると今までのことをどうしても振り返ってしまう。

（ドラマや漫画みたいな展開だ）

　熱に浮かされた頭では考えられなかったが、とんでもないことが自分の身に起こっている。母へあんな風に反抗したのは初めてだ。あれで解決したとは思えないが、今はそれよりも違うことが頭の中を占めている。

　優しい言葉と、ゆかりだけに向けられた情熱。立派な仕事で地位のある人。それはまあ、モテるだろう。女の人に声をかけられるのも本当のことだろう。

（あの人は自分にもメリットがあるような言い方をしていたけど、本当だろうか）

　そのためなら、好きでもない自分と体を重ねることができる。

　ずきん。そう考えると胸の奥がずきずきと痛み、目が潤んでくる。旅を楽しむどころか、悩みの種ばかり生んでしまった。

「はあ〜」

　漏れ出たため息の大きさに自分でも驚いてしまった。スマートフォンの時刻を見ると、約束までもう少し時間がある。

「連絡先、聞いてないしな」

　少し早めに支度を終えたと連絡しようにも連絡先を知らないことにいまさら気づく。

　真っ暗な画面を見つめて、自分と遥斗のつながりの脆さを実感する。

　何もしなければ、きっと何も起こらない。あるのは体の繋がりだけ。自分が選んだ道とはいえ、とても寂しく、むなしい。

（怖い）

　言葉にするのが、怖い。連絡先を教えて。それから向こう帰ったら……などの先のことを。どうして怖いのだろう。すげなく、「本気にした？」なんて言われたらどうしたらいいかわからない。

（ううん、違う）

　きっと遥斗はそんな人じゃない。でも……信じられないのは、きっと曖昧な関係から入ってしまったから。

　明日ゆかりは帰宅する。旅行だからと浮かれていたが、明々後日には仕事が始まる。現実がすぐそこまで迫っていて、自分がなにもしなければ、もう二人が交わることもないのではないか。一人でいると、浮かぶ悩み。結局、母親のことと同じように、答えを出せずに振出しに戻ってしまう。

（でも、まずは連絡先を聞いてみよう）

　少しでも自分から前に進もうと決めた時だった。

　静かだったスマートフォンが急に震えだす。まさかまた母親？　と思っていたら、そこには『遥斗』と、表示されていた。

「……は？」

　遥斗？　なぜ？　え？　先生？　そんな風にぐるぐると考えが回っていると着信が切れる。たった今、連絡先を聞こうと決意したばかりなのに。ゆかりはもう一度スマートフォンの画面をタップし、確認する。不在着信と一緒に表示された名前は、やはり遥斗だった。

「連絡先、交換していないよね……」

　今起きたことを処理できないでいると、もう一度スマートフォンが震える。また同じ名前が表示されて、見間違いではなかったと教えてくれた。震える指で通話ボタンを押すと、「もしもし？」と少し焦ったような声が聞こえてくる。間違いない。遥斗の声だった。

　その声を聞いた瞬間、ゆかりは不覚にも安堵した。口約束から始まった関係は、どちらかが終わりにしようとしてしまえば、すぐに途切れてしまうだろう。ゆかりは結局それが一番怖かった。

「もしもし？　ゆかり？」

　名前を呼ばれ、心配したような声を聞いた瞬間、隠そうとしていた気持ちが、今まさに芽生えてしまった。

（どうしよう。私、遥斗に本気で恋しちゃった……）

　辛いときに手を差し伸べられた。今の自分を認めてもらった。甘くて苦しい、忘れられない夜を過ごした。甘やかされて、優しい言葉をたくさんもらった。仕事での素敵な一面を思い出してしまった。そして、離れがたいと思ってしまった。

　単純だと笑われるかもしれないが、これらのピースが全て集まった瞬間、どうしようもないくらいの恋心に囚われていると気づく。知ってしまえば、もう後には戻れない。

（どうしよう。契約恋愛だったはずなのに）

　焦りからか、自然と涙がこぼれ出る。音もなく流れる涙は着替えたばかりの洋服を濡らしていく。

　しかし、彼は違う、自由を求める契約恋愛に、本物の気持ちはお荷物だ、ゆかりは悲しくなってきて涙が出てきた。

「ゆかり！」

　半分叫ぶような声に、ゆかりは現実に戻される。それと同時に、部屋に備え付けのインターホンが何度も鳴り響いた。

　電話口と戸の向こうから二重に声が聞こえてくる。ゆかりは慌てて入り口に向かう。インターホンは鳴りやまないし、電話口の声も止まらない。流れる涙をぬぐって、ゆかりは引き戸を開いた。

「ゆかり！」

　勢いよく抱きしめられる。あまりの強さに呼吸を奪われ、涙も止まった。

「電話が繋がっても何も喋ってくれないし、何かあったのかと思った」

　大きなため息とともに吐き出された言葉から、心配してくれていたと全身で感じることができた。たった一時間ほど離れていただけなのにこんなにも恋しいと思ってしまうのは、自分の気持ちを自覚したからだろう。

「ふふ」

「笑い事じゃないって」

「ごめんなさい。だって、連絡先交換した覚えがなかったから、びっくりしちゃったの」

「……昨日の夜、交換するってちゃんと聞いた」

「え？　そうだった？」

　そうだ。と遥斗が続ける。そうだったかな？　と思い返すがどうにも昨日の情事がちらついてしまって記憶があいまいだ。遥斗が言うなら、そうなんだろう。そう考えるとすぐに納得できてしまう。

「お腹すきましたね」

「近隣の店でよさそうな寿司屋があったから予約しといた。タクシーを呼んだんだけど、もう行ける？」

「はい」

　気づいた恋心を伝える勇気はまだない。ゆかりは自分の気持ちに蓋をして、微笑みながら返事をした。

　

　ホテルの前に止まっていたタクシーに乗り込む。運転手によると、車で十分ほどのところにあるらしい。

「地元で有名なところなんで少し騒がしいですよ」

「そうなんですか」

「予約もあんまり取れないから、ラッキーでしたね。お客さん」

　そうなの？　とゆかりは目を丸くする。隣を見ると、穏やかな微笑みが返ってくるだけだった。

「それはそれはとっても幸運だ」

「……」

　何だか少しわざとらしいと訝しんでいたが、遥斗は何も言うつもりもないのか、ただにこにこ笑っていた。

　数分経って止まった店は、地域に密着した商店街の中心にあるような場所だった。

「ありがとうございました」

　ゆかりが財布を出すより先に遥斗が会計を済ませていた。タクシーを降りた後、未だに財布を握る手を制されて、不満を顔に出した。

「それならここは私が出しますからね」

「出せるものなら出してみて」

　宣戦布告。そう受け取ったゆかりは、「負けませんよ」と口角をあげて外からでもわかるにぎやかな店の中に並んで入って行った。

　

　おれも休み、とっちゃった。

　地魚がこんもりと盛られた海鮮丼の一口目を頬張ったときに、そんな言葉をなげかけられた。休み？　なんのことだ？　と、最初は何を言っているのかわからなかった。

「年間五日の有給取得が義務付けられたでしょ？　土日も講演であちこち出張しているから代休分と合わせると、かなりの日数になってて。ちょうどいいからゆかりと同じ日数休むことにした」

「そんなこと言ったって！　こんなに急だと外来とかあるんじゃないですか？」

「ああ、月曜日と火曜日は俺の担当じゃないし、毎日出ているわけじゃないから。今はリモート診察もできるから、もしかしたらそういうことをするかもしれないけどね」

「……はあ」

「だから、帰りも一緒に帰るね」

　自分の都合のいいように事が運んでいる、いや、運ばれているといっていいだろう。　

　じっと遥斗を見つめるが、真意が読めない。むむ、と少し唸るがこれ以上の答えはもらえそうになかった。

　酒の勢いから始まった契約恋愛。それがこうして一緒に帰るという繋がりまでできてしまった。母親の束縛から逃れるために、と選んだ道だったが一晩一緒にいたことでそれ以上の感情が湧き出てしまった。これからどうしたら、と悩むものの、答えはでない。

「食べないの？」

「食べます！」

　一度蓋をした恋心が溢れだしそうになるのを必死で止める。ゆかりは何もかも忘れるように海鮮丼をかき込んだ。
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　空腹が満たされ、食後の軽い運動とばかりに二人で歩いて帰ることにした。濃厚な時間を過ごしたせいか、ここが自分たちの居場所なのではと思ってしまうほどだ。もうすぐホテルに着く、となったときだった。

「今日はゆかりの部屋に布団を敷いてもらうようにした」

　遥斗から急に言われた言葉にどきりとする。

「そ、ですか」

「今日はもうしないよ。明日は早いしね」

「っ、わ、私は、べつに、なにも！」

　自分の部屋に来ると想像してしまい、もしかしたらという邪な考えが顔に出ていたのだろう。すっかり先を読まれて、ゆかりは慌てて否定する。しかし、やっぱり全部お見通しなのか、遥斗はけらけらと笑っていた。

「職場では、いつも落ち着いているしっかり者なのにね」

「……今だって、しっかり者です」

「そう？　すごくあぶなっかしく見える」

　指の間を撫でた後に、絡めとるように手を取られた。力は強くない、けれども決して離すことが許されない。そんな繋ぎ方に、ゆかりの心が揺さぶられた。夜の張り詰めた空気に、情事を匂わせたような雰囲気が流れる。

「仕事を頑張る君もすごく素敵だけど、今こうして俺の前だけで見せる無防備な君も、堪らなく素敵だよ」

　手の甲に唇が落とされる。どう見ても遥斗の方が素敵だ。そんな風に皮肉を返すと、笑われて終わってしまった。自分は彼にそんな風に思ってもらえる人間ではないのに。

　今だって自分の気持ちに正直になれず、ぐるぐると堂々巡りしているだけなのに。

　そんなずるさを抱えたまま、ゆかりの泊まる部屋に入る。

　何もしない、と宣言した通り互いにゆっくり風呂に浸かって、一緒の布団に入る。

「明日帰るなんてもったいないな」

「私、旅行の次の日は絶対休みって決めているんです」

「うん……今度は一緒に計画を立てて来よう」

　未来の話をされて、ゆかりは言葉に詰まる。口が思うように動かず、何も言葉が出てこない。返事はせずに絡まった指に力を入れて、遥斗の胸に頭を預ける。昨晩よりいくぶんゆっくりな鼓動を聞いているうちに、うとうとと眠気がやってくる。

「眠い？」

「……うん」

　体はやっぱり疲れていたのだろう。瞼がくっついて離れない。

「…………は、ず……と……に……していたよ……」

　何か聞こえたような気がするが、眠りの世界への扉を開いたゆかりにその声は届いていなかった。






５　非日常が続く








　旅行から帰ってきた日。遥斗はオンライン診察があるといって帰っていった。職場近くの駅で別れて、ぼんやりと家に帰った。片付けもそこそこにし、一日だらだらして過ごしていた。明日も休みだという気安さが、ゆかりを堕落させていく。

　二日目も同じようにして過ごし、週の真ん中の水曜日。出勤日の朝はとてもいい天気だった。

　そこから、二日。週末金曜日。遥斗からの連絡は一度もなかった。

　

（特別訪問看護指示書の記入依頼と、ああ、あと障がい者手帳の申請……あれは耳鼻科の専門医の記入が必要だから……）

　本日、退院に向けてのカンファレンスで決定したことをもう一度頭の中で整理する。ケースワーカーのするべきことは多岐にわたっており、そのどれか一つ欠けても在宅介護や医療の導入がうまくいかなくなる。実際にケアを提供する側ではないため、「できる」と言ったことに対しての調整が必要になってくる。今回の対象は、在宅での医療ケアが必要になる患者だ。特別訪問看護指示書を作成することによって、連続した訪問看護の導入が可能だ。同時に障がい者手帳の申請をすれば、より手厚い公的補助も受けられるはず。ゆかりの中である程度の算段をつけつつ、調整をしていかなければならない。

　退院まであまり時間がないことも、ゆかりを急がせる理由の一つ。しかし、患者は一人だけではない。次から次へとやってくるため、休む暇もないのが現実だ。それはまるで、夢のような三日間が本当に夢だったかと思ってしまうほどに。

　知らなかった温もり。甘い囁き。蕩けてしまいそうなほどの快楽。ゆかりの中にしっかりと刻み込まれた遥斗の存在。

　思い出すだけで胸の奥が熱くなり、腹の奥底が物足りなくなる。その熱を治める方法は一つしかなかったが、連絡がない。その事実をどう受け止めたらいいか分からず、とにかく仕事に没頭することにした。

「今戻りました」

「お疲れ様。休憩入れる？」

「はい。一か所電話をかければ」

　先に昼食の弁当を開いた千加代の隣で、ゆかりは耳鼻科担当医に連絡を取る。手帳の申請に関することを口にすると、すぐに書類を持ってきて欲しいとお願いされた。

「あれ？　でかけるの？」

「はい。診断書の記入をお願いしたらまた戻ってきます」

　いってらっしゃい、と見送られる。早めにもらえるならこれ幸い、とゆかりは記入用紙を手に、医局に向かう。耳鼻科の医局はここから少し遠い。記入後はすぐに医事課に回して会計処理をしてもらって……と考えながら職員エレベーターのボタンを押す。いつも中々来ないエレベーターだったが、今日はすぐに扉が開いた。人影があり、先客がいることに気づく。お礼を口にして乗り込もうとしたとき、その人影が誰か気づく。

「っ、は」

　ると、と続けそうになって慌てて口を閉じる。そんなゆかりを面白がるように遥斗の口元に笑みが浮かんだ。

「乗らないの？」

「の、のり、ます」

「はいどうぞ。何階？」

「あ、七階で」

　エレベーターには遥斗しか乗っていなかった。よかったと胸を撫でおろしていると、扉が閉まる。その瞬間、勢いよく腰を引かれた。

「っ！」

「職場で会うなんて珍しいね」

　ちゅ、と額に唇が降りてくる。連絡もなかったのに、と怒っていいだろうか。この一週間ゆかりは悩みに悩んだ。起きている間は遥斗のことばかり考えてしまう。仕事中もそうでないときも。そのため、仕事に没頭したし、夜は鳴らないスマートフォンを見たくなくてすぐに寝た。人から見れば健康的な生活。けれども、心はとっても不健康。そしてその原因である遥斗が目の前にいた。

「ここ、職場！」

　そんな風に抵抗しようとするが、大きな体にすっぽり包まれてしまい身動きができない。あの日の熱がすぐによみがえり、中心部に熱がこもる。白衣姿を初めて見たといっていい。体を重ねて、特別な存在になってしまってから職場で会うなんて初めてで、動揺が隠せなかった。

「書類？」

「ん、そんなとこで話さないで……」

　吐息を吹きかけるように、耳元で囁かれる。体を震わせ精いっぱい抵抗すると、思いのほか簡単に遥斗が離れていく。

「残念、もう着いちゃった」

　遥斗の病棟は消化器内科病棟だ。五階の表示と共に、エレベーターのドアが開く。ほっとしたような、少し寂しいような。離れていく熱を追いかけられず、書類をぎゅっと抱える。すると、降りてしまうと思った体がぐるりと反転し、勢いよく『閉』のボタンを押した。バチン、と大きな音と共に、エレベーターの扉が閉まる。

「え？」

「そんな名残惜しそうにしないで」

　エレベーターは押されたボタンに従い、上に動き出す。七階までの二階分。いなくなるはずだった熱に包まれる。柔らかくて、少し硬い遥斗の唇と自分のものが重なる。熱を分け合うように舌が絡まる。書類を抱いているせいで、繋がる部分は唇だけだ。

（どうしよう、やっぱりすごく好きだ）

　言葉を奪われる。好きだと自覚した気持ちを伝えることはできない。それならば、言葉も音も奪われる間だけならいいのではと、深いキスの中で『好き』を繰り返す。

（好き、遥斗が、好き）

　粘膜が擦れることで誰よりも遥斗を側に感じることができた。時間にして数秒だったがゆかりは何度も何度も音にならない告白を繰り返した。

　ぽん、と軽快な到着の音と共に、唇を離す。

「……七階だよ」

「そうだね。俺は階段で下りるよ」

　離れた唇の代わりに、指先が絡む。ほんの少し熱を交換しただけだったが、ゆかりの口元が自然と緩む。

（……どきどきする）

　どうしようもなく、恋している。些細な触れ合いが嬉しくて仕方ない。仕事中に不謹慎だと自分に喝を入れながらも、今は昼休憩に入ろうとしていたところだと自分を甘やかしてしまう。

「また、ね」

　絡む指先が解けて、今度こそ本当に遥斗の背中を見送る形になった。

「……お疲れ様です」

「お疲れ様」

　エレベーターのドアが開き、周りに人が見えたので関係が推測されないような不自然でない言葉を選んで、ゆかりは遥斗の背中を見送った。ゆっくりとエレベーターを下りる。一度も振り返らず階段へ向かう遥斗に、今の関係をもどかしく思ってしまう。もう少し一緒にいたいと欲張ってしまう。もし、本当の恋人なら、背中を追いかけてこれからの約束だってできるだろうに。

　そこまで考えてゆかりは首を横に振る。

（今は、仕事中！）

　自分を甘やかすのは終わり、とゆかりは目的地に向かう。早く終わらせなければ自分の休憩時間が短くなるだけだ。

　いつもより少し足早に耳鼻科医局へと歩を進めた。そして、「また」と言われたことが嘘ではないと証明するかのように、遥斗からメッセージが送られてきて家に招待されると知るのはもう少し後のことだった。
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「……はあ」

　何度目か分からないため息が漏れでる。

　エレベーターでの再会から、悩ましい日が続いている。連絡が無かったと悩む暇もなく、遥斗からメッセージが届くようになった。どうやら休んでいたことの弊害があったらしく、その対応に追われ寝て起きて仕事をして。の繰り返しだったらしい。髭もそのままだったと言っており、ちょっと見てみたかったのは内緒だ。むずがゆくも、もどかしい関係にどうしたらいいのかと日々頭を抱える。

「ねえ、椎野さん」

「はい」

　ため息を一つ零したところで千加代に声をかけられる。声のしたほうに顔を向けると真剣なまなざしでじっと見つめられていた。

「業務終了まであと五分」

「……は、はあ」

「私は五分、自分を甘やかそうと思う」

「……はあ」

「椎野さんも自分を五分、甘やかしなさい」

　そんなことを言われても。とゆかりは素直に返す。ここの所、自分を甘やかしてばかりだという言葉は飲み込んだ。

「何か悩んでない？」

「……」

「毎日、毎日ため息が聞こえてくるんだもの。お母さんのこと？　連絡ひどいの？」

「……あ」

　母のことなどすっかり忘れていた。あの日、啖呵を切って以来、すっかり連絡が途絶えていたためだ。そういえば、千加代にも相談していたことを今になって思い出す。それを覚えていて、なおかつこんなに心配してくれていたのだ。なんて自分勝手なのだろうと心から反省する。

「すみません、母親のことは今のところ大丈夫なんです。今は別のことで悩んでいるっていうか……」

「あ、そうなの？　それはよかった……けど、別のことって？」

「……」

　一瞬話そうかどうか迷ってしまった。少なからず千加代は遥斗と同じ職場の人間だ。けれども、今話した内容を面白おかしく触れ回るような人ではない。でも、とうんうん悩んでいると、大きな笑い声が聞こえてきた。

「色恋でしょ？」

「え？　い、いろこ？」

「そう。恋。悩める乙女の顔をしている」

　ゆかりより少し年上の千加代には、すっかり見抜かれていた。それと同時にふと肩の力が抜けた。

「……私、そんなに分かりやすいですか？」

「仕事はきっちりしているわよ。でも、ふとしたときに見せる憂い顔っていうの？　なんだかめちゃくちゃ色気が漂ってるから。医事課の若林君がそれを見て顔を赤くしてたし」

「え！」

　そんなことがあっただろうかと、ゆかりは思わず自分の頬を押さえる。そして声のトーンを落として千加代に顔を近づける。

「……千加代さん、聞いてもらえますか？」

　ここまできたら聞いてほしい。ゆかりの中で処理しきれない感情をどうにかしたいと思ってしまった。千加代はゆかりの教育係兼、頼りになる同僚だ。遠くから就職したゆかりになにかと目をかけてくれ、自宅にまで行き来する仲だ。子供が生まれてからも、時々ランチに出かけたりもしている。ゆかり自身が長女ということもあり、姉のように慕ってしまっている。そのうえ、自分を甘やかしていいと許してくれた優しい千加代に、ゆかりはそっと今までの経過を口にした。

「え！　青山先生と！」

「しーっ！　千加代さん！　声が大きい！」

「ごめんごめん。でもほら、私達しかいないから大丈夫よ」

「そうでした」

　ゆかりも声を落として、ごめんなさいと頭を下げる。その頭を二度三度撫でられて、心がほっこり温かくなる。そして千加代は背もたれに体を預けて、腕を組みながら何度も「そっかあ〜そうかあ〜」と口にしていた。

「契約恋愛ねえ。漫画みたい」

「契約恋愛っていうから私は、必要なときだけ恋人のふりをしてくれるんだと思ってたんです」

「ははあ〜！　なるほど！　やっちゃったわけだ」

　そのままストレートに言われて、ゆかりは素直に頷く。しかし、問題はそこでなく、旅行中はこれからどうなるんだろうと思っていたが、今は別のことに悩まされている。

「じゃあ、やっちゃってからずるずるって感じ？」

　組んだ腕を広げて、弾んだ声で聞かれる。興味津々な態度に、ゆかりはじとりと目を細める。

「楽しんでます？」

「そりゃもう！　人の色恋ほど楽しいものはないでしょ！　それにあの難攻不落の青山先生なんだもの！」

「……難攻不落？」

　知らないの？　と千加代が声を張る。勢いに押されて首を縦に振る。ずずい、と顔を近づけてきた千加代が鼻息荒く語りだした。

「内視鏡的治療の飛躍に大きな影響をもたらしたことは間違いないけど、青山先生ってルックス面でも人気でしょ？　私達みたいな直接治療に関わらない職種にも丁寧だし、もちろん患者にも。ガチ恋勢多いよ」

「ガチこいぜい……？」

　分からなくて首を傾げると、千加代が手のひらを目の前に差し出してきた。そして一本、また一本と指を折っていく。

「外来主任の長は谷せ川がわさん、受付の東山ひがしやまさん、皮膚科ドクターの松まつ本もと先生、消化器内科病棟の新井さん、内視鏡看護師の九ここ重のえさん」

　ぴったり五本指を折ったところで、ゆかりはやっとその意味を理解する。

「元カノ……？」

「違う」

　ぴしゃりと否定され、思わず体を後ろに引いた。

「先生のことを本気で好きで狙ってる人」

「はあ〜」

　今名前が出てきた人は美人だの可愛いだの言われている病院でも有名な女性たちばかりだ。次元が違いすぎるとゆかりは感嘆のため息が漏れる。

「でも、全然相手にされていないんだって。食事に誘っても、いつも断られるみたい」

「……そうなんですか」

「そう！　だから椎野さんがたとえ契約恋愛でも付き合っているなんて知ったら大変よ」

　大変とは。と想像もつかなかったが、青山の望み通り、ゆかりとの恋人関係を公表することになったら……と考えると恐怖でと肌が粟立つ。

「女の嫉妬は怖いからね」

「脅さないでください！」

　そんなことを言われてしまったら、ますます今の悩みが深くなってきてしまう。ううう、と唸っていると、千加代が続きを促してくる。

「で、そんな青山先生と契約恋愛するのに、何を悩んでいるの？　女性の嫉妬じゃないようだし」

「う、いや……その、先生の人となりを見たらそりゃ、もう、こ、ここここ」

「ココ？」

「ここ、好意を抱いてしまうじゃないですか」

　恥ずかしさを押し込めながら、ぽそぽそと消え入りそうな声でそんなことを口にする。改めて自分の気持ちを口にしたことで、ゆかりは言葉にできない恥ずかしさに包まれる。

「そっかあ〜！　好きになっちゃったか〜」

「はっきり言いすぎです！」

「でもそうなんでしょ？」

　きっぱり言い切られて、ゆかりは言葉に詰まる。喃語を繰り返したあと、小さく頷く。

「よかったじゃない！　契約恋愛から始まる本当の恋！」

「でも！　私は、青山先生の気持ちが分からなくって……」

　今一番の悩みを勢いに乗せて吐き出す。契約恋愛を持ち掛けたのは遥斗だ。了承したのはゆかり。好意を持ってしまったのはゆかり。優しく甘やかしてくれるものの、決定的なものはない。

「……気持ちが分からないんです。でも、すっごく甘やかして優しくしてくれるんです。旅行の間だけかなって思ってたんですけど、ちょいちょいご飯も行くし、なんなら部屋にも呼ばれちゃいましたし……」

　これではまるで本当の恋人のようだ。そんな気持ちになってしまっても、しょうがないと思う。恋してしまったと自覚してからすべてが急展開で、ゆかりの気持ちが追いついていかないのだ。溢れ出るように思いを口にすると、先ほどまで楽しそうだった千加代が急に静かになった。

「千加代さん……？」

「え、それ、本気で言ってる？」

　少し戸惑ったような口調の千加代の意図が読めない。

「本気も本気です！」

「椎野さんが好きって言えば終わるんじゃないの？」

「好きって告白して、『契約恋愛だったよね？』って言われたら私どうしたらいいんですか？」

　ゆかりの問いに千加代は「殴って終わり」などと物騒なことを口にする。そしてなぜかにやにやと笑い、ゆかりの二の腕をつんつんと突いてきた。

「ま、今を楽しみなよ。お母さんからの連絡もないんでしょ？」

「ひ、他人事……」

「そうよ。あ〜、早く旦那に会いたくなってきた」

　そう言って千加代が帰り支度を始める。ゆかりはもう少し話していたかったが、大切な時間を奪うのは忍びない。けれども、誰かに聞いてもらえたことで幾分気持ちがすっきりするのも事実だ。鞄の中でスマートフォンが震える。画面をタップすると、メッセージが表示された。

『今日は早く帰れそう。俺の部屋で待っていて』

　用件だけだが、この一言でゆかりはもう逃げられなくなってしまう。メッセージの相手はもちろん遥斗だった。家に呼ばれるどころか、最近ではゆかりが帰る家はほとんど遥斗の所になってしまっている。エレベーターでの再会を機に、遥斗からの内容に遠慮がなくなってきている。もちろん、ゆかりもその誘いに乗らない理由はない。

（あああ〜流されている）

「今日の夕飯は何にしよう」と考えてしまっているあたり、もう後戻りできないところまで来てしまった。

（私、こんなに恋愛下手だったっけ）

　ため息をついても解決しない問題を抱えたまま、ゆかりは帰り支度を始めた。





◇◇◇






「いつ母親に言うの？」

「えっ！」

　気合を入れて作った大根の煮物が箸から落ちて、白米の上に乗る。

「は、母親って？」

「え？　ゆかりの母親。早く納得させたいんでしょ？　こっちで基盤作るために。俺が会うのが一番早いと思うんだ」

「あ、あ、あああ会うって……でもそれって……」

　遥斗に言われた通り、のこのこと買い物をすませて家に来てしまっていた。断るという選択をしたこともある。けれどもそうすると、遥斗が家にやってきてしまって、なんやかんやで一緒に過ごしてしまうのだ。最初に交わした話では、期間は設けず、自分と遥斗の問題が解決するまでとされている。なあなあで決めてしまったせいか、どうにも踏み込めず毎日毎日遥斗の真意を探る日々だ。最近めっきり日常化してしまった遥斗のいる生活に少しずつ慣れ始めたところで、今爆弾を落とされた。

「早く、ゆかり側の問題を解決した方がいいでしょう？」

「あ……」

　遥斗はゆかりの悩みを解消しようとしてくれているのだ。それはイコール契約恋愛の終わりを告げるということ。その答えにたどり着くと、やはり浮かれていたのは自分だけだと心がずきりと痛む。

「母親……は、今着信も……ないし……」

　会わなくても大丈夫。と囁くような声で続ける。

「そうなの？」

「で、でも、いつまたかかってくるか分からない、から。もう少し……」

　今自分はすごくずるいことを言おうとしていると理解していた。母親から連絡がないのならば、この関係が終わったっていいのかもしれない。

（でも、でも……）

　もう少し、恋人でいてほしい。

　自分の抜け目のなさに、心底嫌になる。悩んでいる、悩んでいるなどと言いながらも結局は自分が一番この関係を楽しんでいる。そんな自分の狡猾さを見られたくなくて、ゆかりはぎゅっと目をつぶってうつむく。

「ゆかり」

　俯いていた額に、何かがそっと触れた。ゆっくり顔を上げると、ふんわりと笑顔を浮かべた遥斗と視線が絡まる。

「悩まないで。君が悩まないように、俺がいるんだよ」

「……ち、ちが」

　母親のことで悩んでいると勘違いしているのだろう。こんな優しい人にずるいことをしようとしていることに後ろめたさが溢れだしてくる。

「大丈夫。大丈夫だよ」

　額に触れていた指が前髪を撫でる。

「でも、私」

　罪悪感にかられ、「私はあなたが好きです」と口にしようとしたときだった。

「まだ、ダメ」

　髪を撫でていた指がそっと唇に押し当てられる。ゆっくりと唇を撫でられ、まるでキスでもされているような感覚に陥った。

「ゆかり。ダメだよ」

「っ、はる、と？」

「試すって言っただろう？」

「試す……？」

「そう。俺とのこと。ちゃんと試して。最初に言ったよね」

　遥斗の長い指が、ゆかりの口の中に侵入してくる。長い指で口内をまさぐられる。指を噛まないように、必然的に薄く口を開くしかない。

「っふ、あ」

　頬の内側を撫でられ、ぞわりと肌が粟立つ。口の中にも性感帯があると知ったのは、ついこないだのこと。

（それなのに、私……もう次を待ってる）

　気持ちいいことを筆頭に楽な方にどんどん流されていると自覚していた。しかし、遥斗に求められるとどうしても気持ちがぐらついてしまう。

　自分を求め、ここに引き留めようとしてくれる人がいる。今まで生きてきて、母親に縛られてばかりの人生で初めてといっていい人だった。

　手放したくないと、どうしても思ってしまう。

（どうして、普通に始められなかったんだろう）

　口の端から唾液を流しながら、ぼんやりと考える。普通に告白して、恋人になって……皆がしているように、普通に恋を始めたかった。恋人になれないかもしれないけれど、恋を始める機会は永遠に失ってしまった。もう、まっさらな関係には戻れない。そんなことを思いながら、ゆかりは口内の愛撫を受け入れる。

「難しく考えなくていいよ」

　指が口から抜ける。名残惜しく追いかけてしまったのは、ゆかりの弱さの表れだ。優しい笑顔の中に、ほんの少し意地悪さが見え隠れする。向かいの席に立った遥斗がゆかりの隣にやってくる。軽く腕を引かれて、立たされる。そのままきつく抱きしめられ、唇が耳元に落ちてきた。

「難しく、考えないで」

　ゆかりの狡さを見抜いたような囁き。思い切り腕を伸ばして拒否できれば、どれだけよかっただろう。ぼうっとする頭でそんなことを考える。夕食が途中だったが、向かう先は一つだった。

　半分引きずられる……なんていうのは嘘だ。ゆかりはしっかり自分の足で歩いて寝室に向かっている。難しく考えなくていいとはどういうことだろうか。もっとはっきり教えて。

（自分が意気地なしなのに、相手のせいにするなんて最低）

　自己嫌悪のど真ん中に埋まってしまい、じわりと涙が浮かんでくる。けれども、泣く権利はないと、ゆかりはぐっと鼻の奥に力を入れて堪える。涙を流す資格はない。罪悪感はあるものの、遥斗の熱を知ってしまった身としては、もう体が治まらなかった。　

「何か考えてる？」

「遥斗」

　どさりとベッドに押し倒されて、ニットの裾から手が入り込んでくる。そうなってしまうと、もういつも通りだった。

　脱がされた服が床に落ちていく。裸を見せることに未だに慣れないものの、肌を合わせる心地よさにはすっかり慣れてしまった。

　深いキス。呼吸も何もかも奪われるような唇と舌に、ゆかりはすぐに自分の思いを乗せた。

（好き。大好き）

　言葉を奪われる分、重なるキスの中で音にならない言葉を紡ぐ。遥斗には舌を動かしているくらいにしか思われないだろう。

　千加代のアドバイス通り、ゆかりは何度も何度も遥斗に告白していた。相手には決して悟られないように。心の中で、そしてキスで言葉を奪われているときだけ。

（遥斗が、好き）

　ゆかりの狡さと弱さでは今はこれが精いっぱいだ。いつかきっと遥斗に言える日を夢見て、今日もまた音にならない言葉を心の中で紡ぐ。

　唇が離れ、情欲を宿した瞳がまっすぐに向けられる。そして、肌の上をすべる指。濡れた舌が肌を這うと、敏感になった体が刺激を全身に運ぶ。爪の先まで遥斗の熱に犯されていた。それでも、ゆかりは逃げられない。

「ゆかり」

「はる、と」

　最後の一枚だったショーツが床に落ちる。丁寧な愛撫で全身が遥斗を求めている。欲しいと願えば遥斗はすぐに応えてくれた。

　病院で知っている彼とは全く違う人だ。優しくて、丁寧で、熱心な聖人のような遥斗が、ゆかりにだけ見せてくれる熱情を知るたびに離れがたくなる。もっともっとそばに、体だけでなく。

（心も、欲しいなんて願うのはダメ？）

　奥を突かれ、漏れ出る喘ぎを遠くで聞きながらそんなことを思う。快楽にのまれながらも、願ってしまう。あさましい願いを。

「っ、ゆかり」

　絡めた指をぎゅっと握られる。意識が遥斗に戻される。

「はる、と」

　ぐちゅり、と水音を聴かせるように奥に押し付けられる。

「っ、ああ！」

　叫びに近い声が溢れる。

「ゆかり、俺を見て」

「っ、はっ、はぁん……」

　激しく責められていても、乱暴では決してない。まるで「愛している」といわんばかりの情事と言葉。ゆかりはますます混乱してしまう。

「ゆかり。ちゃんと俺だけを見て」

「み、みて、るぅ！」

　ナカを揺らして、奥を刺激される。遥斗の先端がゆかりの一番いい場所を探ってくる。確信を突かないような動きに、ただただ翻弄される。

「本当？　ちゃんと見てる？」

「っ、みて、る、よう……」

　子供のような言い方になってしまう。愛しているとも言ってくれないくせに、と思わずこぼれそうになったところをすんでの所で堪える。絡めていた指を半分振りほどいて、汗を流す首筋に思い切り抱き着く。

「おね、がい」

　あなたの心が欲しいの。口にできない願いを込めながら、別のおねだりをする。また激しい責めがやってくると思っていたら、額に柔らかいぬくもりが降ってくる。

「うん。ちゃんと、あげる」

　何を。と音にならない言葉が漏れる。しかし、それを塞ぐように遥斗の唇が重ねられた。ついばむようなキスの後に、唇の名残を残すように囁かれる。

「ゆかりに、あげる」

「……？」

「君が望めばなんでもあげる」

　幻聴でも聞いているのだろうか。じんじんと広がる快楽にのまれる一歩手前のせいか思考がうまく働かない。ぼんやりする頭で処理しようとするが、どうにもうまくいかなかった。

「君が望めば、なんでも」

　遥斗はゆかりに言い聞かせるときは言葉を繰り返す癖があると気づいたのはいつだろう。どこまで望んでいいの？　本当に？　浮かぶ疑問を打ち消すように、もう一度腕に力を込める。

　それを合図に、ゆかりはまた全身を巡る快楽にのまれていった。








６　欲しいものはたくさん








　もしかして本当に愛されているのでは。そんな風に思い始めた自分に喝を入れる日々が続いている。ふらふら揺れる自分の気持ちに迷いながらも、ゆかりは今の関係を打開する方法がないか考える日々が続いた。

「何度も言うけど、椎野さんが告白するのが現状を打破するのに一番じゃない」

「うっ」

　千加代にはほぼ毎日同じことを言われている。そして、毎度毎度同じ反応をゆかりは返していた。キスで言葉を奪われているときにだけ、心の中で何度も告白を繰り返していた。

「毎日毎日同じことを……って思ってます？」

「楽しそうだなって思ってる。私のアドバイスは変わらないけど」

「……はい」

　遥斗の人柄を考えれば当たり前のことだ。そして、その人柄に甘え切ってしまっている自分はとてもずるい人間なのだろう。自分の気持ちを隠して甘い汁だけを吸っている。誰かが遥斗に近寄ろうとも、自分には何もできない。いや、する権利もない。けれどももし遥斗が他の誰かに同じように甘く囁いているかと思うと、胸の奥はずきずきと痛む。

「まあ、今青山先生、北海道に技術指導に行ってるんだって？　その間にゆっくり答えをだしたら？」

「……はい」

「ごめん、保育園の時間だ。椎野さんはいつも頑張ってるよ。それを忘れないでね」

「……ありがとうございます」

　時計を見ると、もう退勤時間を三十分すぎていた。しかし、今日は患者家族とケアマネージャーを交えた介護保険の導入とサービスの決定のための退院カンファレンスが残っている。仕事の都合上、今日のこの時間でしか設定できなかったのだ。ふ、と短く息を吐いてゆかりは立ち上がる。約束の時間より少し早いが面談室で待っていようと、必要になるだろう資料と患者情報を抱えて、部屋を出た。

　昨日月曜から、遥斗は北海道に出張している。自分が見つけた治療法を多くの人に知ってもらい、実践してもらう。それを目的として全国のあちこちに出向いているのだ。日本だけならまだしも、海外からも声をかけられているのを人づてに聞いた。

（すごく、遠い世界にいる人なんだよね）

　本来ならばゆかりの手の届く存在ではない。しかし、うっかり手が届いた上に、離れたくないと願ってしまった。

（遥斗の未来はどうなるんだろう）

　きっとこれからも有名になって、たくさんの命を救う人になるだろう。そうなると、自分の存在など、あってないものだ。それを思うと、芽生えたばかりの恋心を捨てるいいチャンスなのかもしれない。まだ出会ったばかりだ。それもいいかもしれない。

　そんな後ろ向きな考えが芽生えてしまう。

（あ〜……パッと答えが出れば、どんなに簡単か）

　そんなことをぼんやりと考えていると、背後から声をかけられた。

「椎野さん」

　自分が呼ばれていたのだと気づかず、ゆかりは慌てて声のしたほうに振り向く。すると、車いすを押した初老の夫婦がゆかりに手を振っていた。

　一瞬誰だか分からず、ゆかりは記憶の中を探る。すぐに、遥斗の患者だったことを思い出す。

「今いま井いさん！」

「覚えていてくれましたか」

　退院するときに、サービスの導入に関わった患者だった。以前会った時より顔色がよく、二人とも元気そうに見えた。

「随分遅くまでいらっしゃったんですね。外来ですか？」

　そう口にして、今日は遥斗がいないことを思い出す。あれ？　と思っていると、今井がにっこり笑いながら答えを教えてくれた。

「いえいえ、転院することになったので、紹介状をもらいに来たんです。すこし疲れてしまって休んでいたので、この時間になってしまって」

「え！　転院、ですか？」

「そう。今まで遠いところから通院していたんだけど、青山先生がうちの近くの病院でも同じような治療を受けられるって教えてくれてね……」

「そうだったんですか……」

　転院となると、「見捨てられた」と騒ぐ患者も多い中、今井たちの顔はとても晴れやかだ。そんなゆかりの疑問に、今井はまた答えをくれた。

「先生があちこちで講習を開いてくれているから、今は全国どこでもこの治療が受けられるようになっているんだって聞いたんだ。あの先生が教えたのであれば、信用できるかなって。それに、俺も妻もそうそう若くないから……家から近いのはありがたいよ」

　今井の言葉に、ゆかりの胸の奥がぐっと詰まる。

「素敵な先生に巡り合えてよかった。あと、それと……」

　今井はゆかりの手をぐっと握る。

「椎野さん。私たちが家で暮らせるように色々と手配をしてくれたこと、本当にうれしかった。きちんとお礼も言えないままだったから今日会えてよかったよ」

「いえ、そんな……」

　仕事ですから、とは続けられない雰囲気だった。ゆかりは握られた手をどうにもできず、されるがままだった。

「子供たちが巣立って、残りの人生はどうしようかと思っていた時の病気だった。体力が奪われてもう死ぬかもしれないって思ったときに手を貸していただいて……今、とても幸せです」

　今井の妻の言葉に、ゆかりは何も反応できなかった。

「もう、この人ったら先生の外来に来るたびに、椎野さんにお世話になったって繰り返すものだから……」

「え！」

「だってそうだろう？　先生の治療があっても、椎野さんが助けてくれなくちゃ俺は家にいるのは難しかったんだから」

　にこにこ笑いあう二人に、ゆかりは自分でも誰かの役に立っていると改めて実感する。この仕事が好きで好きで堪らない、というわけではないが、こうして助かったと面と向かって言ってもらえることがくすぐったくて仕方がない。やっぱりこの仕事を続けたいと強く思った。

「……ありがとうございます。そう言ってもらえると嬉しいです」

「うんうん。今日で病院が変わるから、あなたにも会えたらいいなと思っていたんだ」

「……病院は変わりますが、お体大切にしてください」

「ありがとう。あんたも健康には気をつけてな」

　そう言い残して今井夫婦は去っていく。

　もらった謝辞と賛辞に少しだけくすぐったいような気持ちになりつつも、遥斗の偉大さを改めて知った。

（やっぱり、私は遥斗のことが好きだなあ）

　恋を叶えるための努力は全くできていないが、それ以外の所で認めて貰えた。そのことが少なからずゆかりに力を与えてくれる。そんな浮かれた気持ちを抱えていると、重い足取りが軽くなる。

　遥斗が帰ってくるのは来週の日曜日と言っていた。千加代のアドバイス通り、ゆっくり考えるいい機会と自分に言い聞かせた。

　

　

　心をくすぐられるような出来事のおかげか、カンファレンスは大変スムーズだった。あらかじめケアマネージャーと打ち合わせをしていたことと当院からの退院が二度目ということもあり、十五分もかからずに終えることができた。あまりにうまくいきすぎていると少しだけ疑心暗鬼になってしまったが、今日はいい気分のまま仕事を切り上げようとゆかりは直帰を選んだ。

　今井と話すことで改めて自分の気持ちと向き合うきっかけをもらい、ゆかりの中で少しずつ気持ちが固まっていた。

（やっぱり私、ここで働いていたい）

　一つ決まったことは、やはり自分はここで基盤を築いていきたいということ。母親の説得は骨が折れそうだが、その他にもう一つ課題が存在している。

「告白、かあ」

　何度も好きだと心の中で告白していたが、改めて口に出すのはどうにも恥ずかしいプラス、契約恋愛というストッパーの存在。

　仕事に、恋に……欲しいものがたくさんある。どれもこれも欲しいなど、強欲なのもいいところだ。けれども、今日の出来事の甲斐もあって欲張りな自分を今は少しだけ好きになれた。仕事を続けるには、母の説得。恋を手に入れるには、遥斗への告白。これが今ゆかりがしなければいけないことだ。

　遥斗と自分の今後を考えると、くすぐったいような恥ずかしいような気がする。けれどもそうも言っていられない。今まではいつも振出しに戻っていたが、着地点がやっと見えた気がする。

　遥斗は今、とても有名な医者だ。一介のソーシャルワーカーであるゆかりとは全く違う世界にいるが、今日の今井の話で少なからず自分と遥斗は繋がっていると知った。しかし、繋がりがあれども、結局は高嶺の花である遥斗への告白はとっても勇気がいる。臆病で、楽で、楽しいほうに流されてしまう自分に告白する勇気を奮い立たせるのは大変困難であった。それに、母との問題が解消された瞬間、関係が終わる可能性があるのが怖い。　

「……なんで、普通に恋できなかったんだろう」

　漏れ出る皮肉に混ざる本音は、「振られるのが怖い」だ。優しい言葉と、甘い快楽。それと……ここにいない遥斗の表情を思い出すと、今のままでもいいかと思ってしまう。

（ほら、また楽な方に流される）

　結局は堂々巡りだ。もう一度ため息をついて、アパートの階段を上がる。上段まであがると、自分の部屋の前に誰かいることに気づく。一瞬遥斗かと期待したが、コートが女性ものであるうえに、どこか見たことがある風貌だった。

「っ、おか、あさん」

　肩にかけていたバッグがずるりと落ちていく。どさり、と音を立てて落ちたとき、振り返った母と視線がかち合った。

「……久しぶり。遅かったわね……」

　不機嫌を隠そうとしない様子に、少し高圧的な態度。一瞬空目したかとも思ったが、やはりゆかりの母だった。

「な、何。急にどうしたの？」

「全然家に帰ってこないんだもの。顔を見に来たの」

　お土産といって手渡されたのは、ピンクの食紅で色付けされ、きんとき豆が入った地元独特のお赤飯だ。お祝い事があるといつも母はこれを作ってくれた。嬉しい反面、お赤飯を炊くようなことがあるのだろうかと不安になってしまう。

「さ、寒いよね。入って」

「悪いわね」

　遥斗の名残がないか心配になったが、昨晩無心になりたいあまり必死で片づけをしたことを思い出す。ほっと胸を撫でおろすと、背中に突き刺すような視線を感じた。

「綺麗にしているじゃない！」

「あ、ありがとう」

　高圧的な態度が少し軟化していた。どうやら母のお眼鏡にかなったようで、ゆかりはほっと胸を撫で下ろす。

　育児放棄をされたわけでもない。成績が悪くて怒られたこともない。誕生日にはごちそうを作ってくれて、一番欲しかったプレゼントをくれた。熱を出したときには抱えて病院に連れて行ってもらったことも覚えている。基本的には優しい母だ。結婚のことも根幹は優しさから来ているのもわかっている。けれども、大人になればなるほど母の優しさが窮屈で仕方がなかった。

「お母さん、ご飯は食べた？」

　まだ十八時半だ。食べていないのであれば、どこかに出かけようかと思って声をかける。しかし母から返ってきたのは意外な返事だった。

「……これからちょっと人と会うの。もう少ししたら出るから」

「え、そ、そうなんだ」

　てっきり泊まっていくとばかり思っていたが外れた。知らずと安心したような声になってしまったが気づかれていなかっただろうか。後ろめたさをごまかすように茶の準備をする。案内した座椅子に腰かけた母の視線が痛いほど刺さる。遥斗と付き合っていると宣言してから全く連絡がなく、何なら別の問題で悩んでいたゆかりにとって、母の訪問は青天の霹靂だった。

「たいしたものないけど」

「ありがとう。ねえ、ゆかちゃん、まだうちに帰ってこないの？　離れたところにいるのが心配」

　ああ、始まった。優しさを知っているからこそ、言葉にできないもどかしさがある。紅茶の入ったカップを握る手に力が籠る。

「このあいだ付き合っている人がいるなんて言ってたけど、お母さんにとってはどんな人かも分からないから別れたほうがいいと思うの」

「え、ちょっと何を言っているの」

　遥斗はこれ以上ない素敵な人だ。しかし、今ゆかりがこれを口にしてしまったら、母はどうするだろうか。会わせろと言うのか。それとも、認めてくれるのだろうか。様々な考えが浮かんでくる。しかし、どれもこれも遥斗の輝かしい未来に影を差すようなものばかりではないか？　いざ紹介するとなると、なんて彼にとって不利益なんだろうといまさら気づいた。

　そう思ってしまったら何も言えなくなってしまった。

　胸を張って紹介できないのは、本当の恋人ではないから。

　契約恋愛など、その場しのぎでしかなかった。自分の浅はかさを恥じて、ゆかりはぐっと唇を噛みしめる。

「ほら、やっぱり。あのね、それでお母さんいい人を見つけてきたの」

「……え？」

　いい人？　考えが追い付く前に、母が封筒を手渡してくる。

「これ、相手の人の写真とプロフィールね」

「は？　どういうこと？」

「お見合いよ。来週の土曜日。十一時からホテル水山荘のレストランだからよろしくね」

　もらった封筒にびっくりしていると、さらに驚くことを言われてしまった。

「お見合い！　そんな、どうして急に！」

「だって、ろくでもない人とお付き合いしていたらって思うと、いてもたってもいられなくて」

「そうだとしても……私の人生だもの……お母さんには関係ないじゃない」

　母の暴走に、ゆかりは思わず本音が漏れ出る。すると、今までにこにこと笑っていた母の顔に、鋭さが宿った。

「そんなこと言って。お母さんの優しさを無下にするの？」

「ち、違うよ……でも、お母さん、私」

「地元の名士のお孫さんでね。お医者さんなのよ。生まれはこちらなんだけど、祖父母のために働きたいっていう素敵な志を持った方なの。身を固めて側で支えてあげなさい。それがあなたの幸せなのよ」

　ゆかりの戸惑いも驚きも嫌悪も見ていないかのように母はこんこんと話を進めていく。自分の考えを否定され、優しさを盾に暴走する母に何を言っても通じない。

「私はここで働いて……」

「あなたじゃなくてもいいでしょう。とにかく会ってみれば、すぐにいい人だってわかるわ。言うことを聞きなさい」

　何度も説得を試みたが、母の耳には届かない。次第に反論する気力も萎え、ゆかりはぼんやりと母の言葉を受け流すしかなかった。

　いかに素敵な男性かを楽しそうに話す母を遠目に、どうしてこうなったんだろうと自分が悪いのか。と傍観する。すると、ゆかりが聞いていないことに気づいた母が、目をきつく吊り上げた。

「聞いてるの！　まったく、ゆうきとゆりは立派なお嫁さんとお婿さんをもらっているのに、ゆかりは長女なのにいつまでたってもぼんやりしているんだから」

「……ごめんな、さい」

　絞り出した声は酷くか細いものだった。幸せとはなんだろう。ゆかりは母の言葉に疑問しか浮かんでこない。ゆかりには弟妹がいる。しかし、弟妹はもうすでに結婚し、子供を産み、育てている。おそらく、ゆかりは母の中の幸せという形からはみ出しているのだろう。

「じゃあ、お母さんは人と会うからもう帰るけど、来週の土曜日ちゃんと来なさいよ。あ、九時半に貸衣装屋にゆかちゃんの名前で予約してあるから、その時間に行ってね」

　最後まで嵐のように騒がしく帰っていった母に、ゆかりは手を振る。

「そういえば……お母さん、誰と会うの？」

「……短大の同級生よ。同窓会なの」

「え、お母さん……学校こっちだったの？」

「そうよ。その集まりなの」

　もう少し詳しく聞きたかったが、母は扉を閉めて出て行ってしまった。閉まる扉を追っていくと、最後に見えたのは唇をぐっと噛みしめ俯く母の姿だった。それはまるで先ほどの自分と同じような姿だ。お母さん、と声をかけようとしたが、閉まってしまった扉が言葉を吸い込む。最後の姿がどうにも気になったが、まずは母が帰ったことにほっとしてしまう親不孝な自分がいた。

「……疲れた」

　思わずその場にしゃがみ込んでしまう。どきどきと胸が早鐘をうち、自分が緊張していたことを教えてくれる。大きく息を吸って、小さく吐く。そんなことを繰り返していると、やっと気持ちが落ち着いてきた。夕食の時間だったが、今日はもう何も食べる気がしない。

　来週土曜日、お見合い。

　嘘だ、夢だ。なんて思い、重たい足取りで部屋に戻ると嫌でも目に入る封筒。目を逸らすことは簡単だったが、無視するわけにもいかない。中身を確認しようと封筒に手を伸ばしたときだった。

「っ、」

　バッグの中からスマートフォンが震える音が聞こえてくる。この長さは着信だと気づいたゆかりは、慌ててバッグの中からスマートフォンを取り出した。

　発信主の名前を見て、ゆかりの喉の奥がひきつる。『遥斗』と表示された画面。今どうしてこのタイミングでと戸惑いを隠せなかったが、出ないのも怪しまれると心を整える。数度息を吸って深く吐く。あまり長い時間放置するわけにもいかない、と意を決して通話ボタンをタップした。

「も、もしもし？」

『ゆかり？　まだ仕事？』

　少しひきつったような声になってしまった。しかし、スピーカー越しである遥斗には気づかれなかったようで穏やかな声が流れてきた。

「ううん。ちょうど帰ってきたところだよ」

『そっか。今日は遅かったんだね。忙しかった？』

「いつも通りかな……」

　出張中も遥斗は定期的な連絡を欠かさない。穏やかな声に、心底ほっとしている自分がいる。この時間を、確かなものにしたい。そう思うと目頭に熱いものが浮かんでくる。

『ゆかり？』

　涙がこぼれる前に慌ててぬぐう。一瞬の沈黙にも遥斗はすぐに反応する。

『泣いてる？　もしかして』

　本当に鋭い人だ。ゆかりは知らず口元を緩めて笑みを浮かべていた。

「バレました？　寂しくて」

　半分嘘だが、全部が嘘ではない。重たい気持ちかもしれないが、少しだけ甘えてみたくなってしまった。

『おれも……さみしいよ。すごく。一人で寝るベッドが冷たくて仕方がない』

「それは北海道だからじゃなくて？」

『違うよ。ゆかりは意地悪だな』

　互いの笑い声が聞こえて、先ほどまで母親とのやりとりで冷え切っていた心がすっと軽くなっていく。もっともっと甘えて、お見合いをセッティングされてしまったと吐き出してしまいたかった。けれども、そんな資格は今の自分にはない。

　そんな風に甘える関係は、この契約恋愛から脱してからだ。

『君がベッドを温めてくれないと、眠れないよ』

　優しくて、甘い誘惑。嬉しい、と返事をするにはもう一歩踏み込んだ関係へ。

「帰ってきたら、話したいことがあるの」

　優しい世界を抜け出して、この夢の世界を現実にするために。ゆかりは前に進むためにそう口にした。すると、スピーカー越しに息を呑む音が聞こえた。遥斗が何を思っているかは想像するしかできない。願わくば、この甘くて柔らかい世界が現実のものになるように、ゆかりは努力しなくてはいけないのだ。

『そうだね。俺もきちんと話したいことがある』

「うん」

　少し硬い声になってしまったが、ゆかりはやっとの思いでそれだけ捻りだした。

『話したら、またベッドを温めてもらわないと』

「っ、」

　冗談なのか、本気なのかわからない。しかし、遥斗は自分との未来を望んでいるように聞こえる。ゆかりは一瞬言葉に詰まったが、もう一度「うん」と繰り返した。

『もう少し話していたいけど……今研修会の休憩中なんだ。多分、明日からまた忙しくなるから連絡できないと思う』

　このタイミングで、とゆかりは胸の奥が少しだけ痛む。遥斗の声はどこか落ち着いて聞こえる。まるで、腹を括ったような。ゆかりはもう一度「うん」と繰り返す。

『……俺が帰る場所は、君の所だよ』

「え？」

　おやすみ。と言われて、ゆかりは反射的に同じ言葉を繰り返した。何やらとんでもないことを言われたと気づいたのは、通話が途切れてからだった。

（……え、今のってどういう……）

　スマートフォンを持っていた手の力が抜けて、ごとりと鈍い音がする。拾わなければと思ったが、今の言葉の衝撃が強すぎて何もできない。受け止めきれない大きな感情と向き合っているうちに、心臓がどくどくと脈打ち、全身がかっと熱くなってくる。

（……本当に、そうなったらいいな）

　ゆかりは落ちたスマートフォンを拾う。声の繋がりの余韻を味わうように、ぎゅっと抱きしめる。

　胸を張って彼の帰る場所になれるように。今すべきことは母との決着。ほんの些細なことがきっかけだったが、今の言葉で勇気をもらった。

　母がセッティングしたお見合いは遥斗が帰ってくる前日の土曜日。

　母の説得は一番先にすること。自分がやりたい仕事を続けるために、ここにいること。今は家には帰らない。そうはっきりと伝える。遥斗の力を借りず、自分の力で。次に、帰ってきた遥斗に好きだと告げて、契約恋愛を終わらせよう。明るい未来が待っているかもしれないし、そうでもないかもしれない。遥斗の言葉を信じて、ゆかりは前を向くことに決めた。








７　正面から立ち向かう








　週末、土曜日。

　貸衣装の予約を入れていると言われたが、ゆかりはそれを無視した。おそらく、立派な振袖を着せられるのが目に見えている。着物が嫌いなわけでもなければ、振袖を着たくないわけでもない。見合いに乗り気だと思われるのが嫌だったからだ。

（今日こそ、絶対に認めてもらう）

　逃げるのをやめると覚悟した。それだけで前向きな気持ちになれる。自分の中での一張羅のジャケットとワンピースを羽織り、念入りに化粧をした。これは決しておしゃれではない。戦闘服だ。そして、スマートフォンの画面を立ち上げて、ぽちぽちとメッセージを打つ。もちろん相手は遥斗だ。

　今日、母に連れられ見合いに行ってきます。助けてください。

　そんな風に打てたなら、どれだけよかっただろう。実際に打った文章は、いつも通りだ。

「今日、少し出かけてきます。最終日、頑張ってね……っと」

　当たり障りのない文章。お見合いに行くとは、かけらも分からない文章。それでも、自分がこの地で頑張っていこうと思えた勇気をくれた人との繋がりは、ゆかりに勇気を与えてくれた。

「よし」

　大きく息を吸って、鼻から思い切り吐き出す。気合十分、勇気も十分。ゆかりは背筋を伸ばして、あまり豊かではない胸を張り、まっすぐ前を向いて歩く。

（一人では持てなかった勇気だけど、今日はきっと大丈夫）

　千加代に話を聞いてもらった。今井が自分を認めてくれた。遥斗がたくさんたくさん甘やかしてくれた。誰かに助けてもらって湧いた勇気を無駄にするわけにはいかない。

　指定された水山荘までは電車よりもバスの便がいい。近くのバス停から乗り込み、あとはもう揺られるがままだ。休日のせいか道路が混雑しており、少し動いては止まり、動いては止まりを繰り返していた。窓に映る自分をじっと見つめる。緊張のせいか顔がこわばっているのも自覚していたが、結局はそれもありのままの自分だと受け入れることにした。

　バッグの中ではスマートフォンが先ほどから震えている。こちらも数十秒震えては止まり、震えては止まり、を繰り返していた。それが誰かなど見なくても知っている。着付けの時間に現れなかったゆかりを責める母の電話だ。

　ほかの乗客の目がバッグに注がれ始めたため、ゆかりは画面を見ずにスマートフォンの電源を落とした。静かになった塊に、ほっと胸を撫でおろす。そして動かない景色を眺めることに戻った。
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「ゆかちゃん！」

　約束の時間の二十分前にホテルへ到着する。本当ならばもう少し早く着く予定だったが、事故があり予想以上に道路が混雑していた。

「お母さん」

「お着物！　予約したって言ったでしょう？　勝手にキャンセルして……どういうつもり！」

　入ってすぐのロビーで母が待っていた。ゆかりの想像通り、母が着付けを予約していたようだが、ゆかりはすでに断りの連絡を入れていた。指定のキャンセル料が発生したが、それももう振り込み済みだ。

「お母さん、聞いて。私、結婚はしない。お見合い相手にはきちんと謝罪する」

　一方的に断りを入れることもできた。しかし、ゆかりはそれを選ばなかった。自分の気持ちにきちんとけりをつけるためには母親と正面から対峙しなければいけない。

「またそんな甘えたことを言って。いい？　ゆかちゃんの幸せは、みんなの幸せよ？　はやく結婚して子供を産むのが一番」

　何もかも決めつけたような言い方だ。自分のことを心配してくれているのかと思っていた。しかし、これは優しさではない。本当に優しい人は、ゆかりの言うことを頭から否定したりしない。そう、それはまるで、あの人のように。

「私はこっちで働いていたい。一緒にいたい人もできた」

「一緒にいたいなんて甘いこと言って……もういいわ。本当に甘ったれなんだから。でも、きっと会えば心変わりするから。ね？　いい子だから」

　いい子と言われて喜んでいたような年齢ではもうない。この人の中で未だに自分は自立できない子供なのだと思い知らされた。

　すべてを全否定して、母がゆかりの腕をつかむ。その勢いのまま引きずられそうになったが、力の限り振り払う。

「自分で行けるから」

「っ、」

　ゆかりが振り払った手を母が視線で追う。傷ついたように顔を歪めたため、ゆかりの中の罪悪感がちくちくと痛みだす。けれども、このまま連れていかれれば、母親のいいようにされるに決まっている。明確な意思を持って、ゆかりは母を拒絶する。

「会ったとしても私の気持ちは変わらない」

「……そんなこと言って。一緒にいたいっていう人がどれほどのものなの？　きちんとゆかりを支えていける人なの？　知らない土地で、両親の手助けもなく生きていけるわけないでしょう？」

　まくし立てるような言い方に、ゆかりは一瞬ひるんでしまう。その隙を母は見逃さなかった。

「ゆかり？　わかるでしょう？　あなたはお母さんの言うことを聞いていればいいの」

　差し出された手がうつむいたゆかりの頬に触れた。朝起きるといつも笑顔で「おはよう」と挨拶してくれた。遠足の日は、みんながびっくりするような豪華なお弁当を作ってくれた。運動会のときは一番前で大きな声で応援してくれた。授業参観のときはいつも綺麗で自慢の母親だった。穏やかで優しい過去を思い出すと、気持ちがふらふらと揺れ動く。

「ゆかり」

「……どうして」

　ぽつりと漏れ出た揺れる気持ち。昔はあんなに優しかった母が、どうして。噛みしめるようにつぶやいた言葉は、誰にも拾われないことを知っていた。いつからこうなってしまったんだろう。きっかけは何だったのだろう。ゆかりは思い返すが心当たりはない。高校進学の時も、大学進学のときも母はいつでも穏やかで優しい人だった。

（じゃあ、いつ？）

　母が変わってしまったきっかけは。人生の節目節目で、思い出される家族の笑顔。その中心である母の顔が崩れたのはいつか。

「……私が、ここで働くって決まったとき」

　ゆかりは地元の大学を卒業し、地元の病院でソーシャルワーカーとして働くことが決まっていた。しかし、系列病院にて急に欠員が出てしまい、そちらにベテランが一人派遣されることが決まってしまった。そのため新人指導をする余裕がなく、比較的人材が潤っているこの病院への配属を上から伝えられた。地元を離れてしまうが、いい勉強だと思い、ゆかりはその申し出を快く受け入れた。必然的に一人暮らしをすることになり、そのことを両親に伝えたとき。

　父は、快く送り出してくれた。しかし、母は。

「お母さんは、すごく悔しそうな顔をした」

「……」

　今度は母がひきつった表情を見せた。

「……ねえ、お母さん、もしかして……」

　ゆかりは一つの仮説を立てる。母の執着。都内の学校を卒業し、昨日の同窓会。都内で働く自分。そして、母の悔しそうな表情。仮説を元に、ゆかりは顔を上げる。そして今しがた立てたばかりの仮説を口にしようとしたときだった。

「椎野さん！」

　険悪な二人の空気を切り裂くような声。ゆかりと母は声のしたほうに同時に振り返る。

「真ま柴しばさん！」

　今までの険悪な雰囲気がさっと消え去り、穏やかな声がロビーに響いた。

「遅くなって大変失礼いたしました」

「いいえ、そんなことありません。ちょうどいいわ。ゆかり」

「……はい」

　母に手招きされ、行かないわけにはいかない。ゆっくりと近づくと、母と同じ年齢の女性とその後ろに一人の男性がいた。釣り書きで写真を見ていたが、写真よりずっと落ち着いた大人の男性。たれ目で少し薄い唇に弧を描き、穏やかそうな笑みは遥斗とはまた違う印象を与える。しかし、ゆかりの心は全く動かない。心に決めた人がいるせいだろう。しかし、ゆかりはそんなことをおくびにも出さず、ゆっくり頭を下げた。

「はじめました。椎野ゆかりです。あの、大変失礼だと重々承知していますが、この話は……」

　なかったことに。と続けようとしたが、母に思い切り後ろの太ももをつねられた。あまりの痛さに、ゆかりは言葉を失う。

「さあさあ、ゆかり。釣り書きにも書いてあったと思うけれど、真柴さんのご子息はお医者様でいらっしゃるのよ」

「はじめまして。真柴武たけ夫おです」

　あちらもご丁寧に頭を下げて来てくれたため、ゆかりも一緒になって頭を下げる。未だつねられたところがじんじんと痛み、声も出せない。態度を見るに、とてもいい人そうなのが伝わってくる。職業がら色々な人間を見てきたため、ゆかりは人を見る目には自信があった。

「では、そろそろお腹も空きましたし、お食事にしましょう」

「あ、あの」

「さあ、ゆかり。行くわよ」

　断るタイミングを逃してしまい、ゆかりは一人慌ててしまう。それに、真柴から「行きましょう」とほほ笑まれてしまい、静かに頷くしかなかった。そんな自分をただただ情けなく思った。

　

　母と真柴の母の話を聞いていると、どうやら学生時代の先輩後輩のようだ。そんなことが会話の端々から聞き取れる。

「椎野さんが結婚するって聞いたときは驚いたわ。まだまだこちらにいるものだと思っていたから」

「そうですね。私も驚きました……」

　二人の会話の端々から、母が都内で働いていて、しかも有望だったことが分かる。そして、母はこちらで働いていたかったことも。それだけならまだしも、こちらで働く自分に嫉妬しているとしたら……ともやもやとした考えが浮かぶ。その考えがもし本当だとしたら、自分はこれからどうしたらいいのだろうかと、また新たな悩みが浮かぶ。前行く二人についていけず、惰性で足を動かしていたら、急に目の前に大きな手のひらが現れた。いきなりのことに、ゆかりはびくりと肩が揺れる。

「どうしましたか？　ぼーっとしていますね」

「あ、すみません。考え事を……」

　手の主は先ほど紹介された武夫だった。あちこちに視線を感じてどうにも居心地が悪い。悪い人ではなさそうだが、不躾な視線にいい印象を抱けない。

「椎野さんって、Ｓ医療センターのケースワーカーさんだよね」

「あ、はい」

「ってことは、青山遥斗先生は知っている？」

　まさか今その名前が出るとは思わず、ゆかりはぽかんと口を開いてしまう。

「その反応は知ってそうだね。いやさ、先週から昨日まで北海道で研修があって色々話したんだ。すごく素敵な先生で、技術指導もしてもらったからさ」

「そう、なんですか……」

　まさかそんな身近な人が。と驚きを隠せずにいると、武夫は気にした風もなく遥斗をほめたたえた。

（……ん？　今日？　研修は明日までじゃ……）

　今武夫が口にした言葉に引っかかる。遥斗の研修は明日までだ。月曜日の有給がとれないと嘆いていたため、間違っていないはずだ。

「研修って明日までじゃ……」

「あれ？　知ってた？　いや、青山先生の技術指導があまりにスムーズだったから早く終わったんだ。昨日の午前には全部終わってたから。俺はもともと見合いが入っていたから最終日は出席しない予定だったんだけど……早めに終わって助かった。最後までいたかったから」

　と、いうことは。もしかしたら遥斗は早く帰ってくるのでは？　そんな考えが浮かび、ゆかりの中で焦りが生まれる。明日伝えればいいと思っていた気持ちが、もしかしたら前倒しになってしまうかもしれない。その前にこのお見合いをうまく断らなければいけない。解決できない問題だけが山積みになり、焦りが生まれた。

「椎野さん？　どうしたの？　具合、悪い？」

「すみません、あの」

　とにかくこの見合いをきちんと断らなければ。焦りを声に乗せて、ゆかりは武夫に向き合った。

「もしかして、あまり気が進まない？」

「っ、すみま、」

　ゆかりの分かりやすい焦りが伝わったのだろう。伝えたいことを先読みされてしまった。自分の気持ち一つ伝えられない。未熟で甘ったれな自分とはさよならするつもりだったのに。そんな罪悪感がぐるぐると体の中を巡る。

「……もしかして、親が決めたこと？」

「あの、私」

　押しつぶされそうな罪の意識を押し殺して、ゆかりは武夫を見つめる。苦しくてつらくて泣きそうだったが、これだけはきちんと伝えなければいけない。

「俺は相手があなたでよかったと思ってたんですけどね」

　まっすぐな視線がゆかりを射貫く。情熱を孕んだ目に囚われ、ゆかりは言葉を失った。

「……え？」

「最初は全く興味なかったんですけど、出会いの一環と人生経験の一つとして考えていましたが……ゆかりさんがすごく素敵な人で、このままお付き合いできたらなあなんて」

「素敵な人……？」

　どこの誰のことを言っているのだろう。自分には一切いいところなどない。自分一人では何も解決できず、誰かに寄りかかってばかりだ。疑問が思わず口に出ると、武夫が頬を緩めた。

「なんだろうなあ。力になりたいって思うんだよ。俺、ばあちゃんの地元が椎野さんのところと同じなんだ。そこで開業しようと思っているんだ」

「え。そんな。あんな何もないところにですか？」

「何もない、からかな。少しでも力になりたいって思うのはおかしなこと？」

　ゆかりは思わず首を横に振る。母親の狙いが何となくわかってしまったが、武夫の志はとても素敵なものだ。医者としても人としても良い人なのだろうとすぐに理解できた。母の勧めは間違っていない。けれども、どれだけ素敵な人だろうと、ゆかりの心は動かない。

「ゆかりさんは地元に帰って、俺は開業して……あんまりよく知らない土地だから色々教えて貰えると助かるかなって」

「……素敵な夢だと思います」

　でも、とゆかりは続ける。自分に武夫の夢を手伝うことはできない。素敵だと思えるのは、きっと他人事だからだろう。そこにゆかりのこれからはない。

「私、すごく……すごく好きな人がいるんです」

「へえ。ゆかりさんがそう言うなら、よっぽど素敵な人なんだろうね」

「はい。すっごく優しくて、かっこよくて、仕事もまじめで……言葉で表せないくらい本当に素敵で……私にはとってももったいない人です」

　付き合っているの？　と武夫が続けてきて、ゆかりはすぐに首を横に振る。自分でもむなしいが、今はまだ恋を育める関係ではない。けれども、遥斗を好きだと口にするたびにその思いが深まっていく。

「でもいずれ……そうなったらいいなって思っています。雲の上の人なんで……もしかしたら厳しいかもしれませんが」

「難しいね。それだったら、俺の方がいいんじゃない？　結婚するなら二番目に好きな人って言うよ？」

「ものすごい強引な理論ですね。でも、すみません。私は欲張りで甘ったれなんで一番好きな人がいいです。だからごめんなさい」

　素敵な夢と熱意を向けてもらえる相手ではない。そう続けると、武夫はふ、と小さく息を吐く。ぼそりとダメか、と聞こえてきてゆかりの罪悪感がちくりと痛んだ。

　すみません、ともう一度謝ろうと頭を下げようとしたときだった。体がふいに後ろに傾く。自分が倒れたのではない、誰かに引っ張られた。

「聞いていない」

　ゆかりが望んで止まない、大好きな声が耳元で聞こえた。

　慌ただしい足音がするな、とは思っていた。しかし、それがまさか自分の所に向かってくるなど思いもよらなかった。

「ゆかり。聞いていないよ」

「っ、う、うそ」

　知った香りと温もりに包まれて、ゆかりは驚愕する。それは今まさに、恋い慕う気持ちでいっぱいになっていた相手だったからだ。

「青山先生？」

　ゆかりよりも先に武夫が反応する。その目は真ん丸に開かれていて、心底驚いているということが伝わってくる。

「君、講習に来ていた……えっと、真柴先生だ」

「は、はい。真柴、武夫、です」

「悪いんだけど、ゆかりのことは諦めてくれないか。今日だって早く会いたくて帰ってきたのに、こんな仕打ちなんてあんまりだと思うんだ」

　切れ切れな息が耳をくすぐる。走ってきたとすぐに分かってしまう。でも、どうして？　と、ぐるぐるまとまらない思考に囚われていると、騒ぎを聞きつけた母親と真柴の母が戻ってくる。遥斗に抱きこまれているゆかりを見て、母が怒りを顔に乗せる。

「何をしているの！」

　叫び声に驚いて、ゆかりはぎゅっと目をつぶる。カツカツと怒りを乗せた足音と共に、母が近寄ってくる。その気配を感じたと同時に、腕を掴まれた。

「こんな見合い現場にまで来るような、ろくでもない男につかまって！」

「違う！」

　ゆかりは掴まれた手を払った。本日二度目の拒絶だ。ゆかりは自らの意思で母を拒絶した。

「遥斗はろくでもない人じゃない。患者さん思いで、すごく素敵で優しい人なの。そんなふうに言わないで」

　今までくすぶっていた思いが涙となって溢れ出てくる。ぼろぼろと零れ落ちる涙で、自分がよっぽど追い詰められていたことを知る。

「……どうして、否定するの？　お母さんは本当に私が地元に帰って結婚するのが幸せだって思っているの？」

「……そうよ。それが一番に決まっているじゃない」

「そこに私の気持ちはない、の？」

　しゃくりあげながら溜っていた思いを母にぶつける。何を言っても、ゆかりを思って、ゆかりのために、と続く言葉に頭がくらくらとしてきた。

「すみません。先ほどからゆかりさんの言葉を全て『彼女の幸せ』で片づけていませんか」

　胸も息も苦しくなってきたゆかりの前に遥斗が立つ。何を言っても認めてもらえないことに、くやしさともどかしさが募る。

「ゆかりさんは、私達医者や看護師にとってなくてはならない存在です。そんな誰にも代えがたい存在を、あなたは自分勝手な考えで奪うのですか？」

「あ、あなたに娘を思う親の気持ちが分かるの！」

「あなたのは、親の優しさではありません。ゆかりさんを自分の所有物として扱おうとしているだけです」

　盾になってくれた遥斗にさえ、母が汚い言葉をぶつける。少し離れて聞いていると、遥斗の言うとおりだった。ゆかりが子供の頃に感じていた優しさと、今の母の優しさは違う。そんな結論にたどり着くと、喉の奥に張り付いていた罪悪感がすっと下に落ちていった。

「お母さん」

　遥斗の前に出て、ゆかりはまっすぐ母を見つめる。母は、またゆかりに手を伸ばしてきた。

「私は、今の病院で働いていたい。そして……遥斗と、一緒にいたい」

「……ゆかり……」

　背後からぎゅっと抱きしめられる。その温もりを全身で感じていると、遥斗でも母でも自分のものでもない声が響いた。

「あの。俺がこんなこと言うのはなんですが、この青山先生は世界的に有名なドクターですので、相手としてはこれ以上ないと思いますよ」

　どうやら武夫が助け舟を出してくれたようだ。視線をそちらに向けようとすると、百八十度回転させられて、遥斗の胸に顔を押し付けられた。

「っ、そんなの、ゆかちゃんが帰ってこないなら、なんの意味もないわ！」

「帰ってこないことがそんなにいけないことですか？　ゆかりの幸せはあなたの側に本当にあるんですか？」

　遥斗が母の言葉を遮る。自分の幸せ。その言葉に、ゆかりはハッと我に返る。そうだ、自分には目指すべき未来があるのだ。すっと腕を伸ばして、遥斗の胸を押す。しかし、思ったよりも強く抱かれていてびくともしない。離して、と抗議するが全く動けない。

「ちょ、っと！」

　思わず声を荒げてしまった。しかし、当の遥斗は真剣な顔でゆかりを見下ろしていた。

「大丈夫。俺がゆかりの将来を全部保証するから」

「ちが、ちょっと待って。私がちゃんと言わなきゃなの」

「何を言うの？　俺たちが契約恋愛だって？　冗談じゃない。そんなことしたら余計にこじれる」

　違う、と首を振っても遥斗は全く聞く耳を持ってくれない。抵抗するたびに強く胸に押し付けられた。誰もがゆかりの意思を無視して話を進めていく。段々と腹が立ってきて、ゆかりは遥斗の胸を火事場の馬鹿力といわんばかりに押した。そして、ぐるりと反転して、ゆかりに詰め寄ろうとする母をぎっと睨みつけた。

「もう一度、言います。お母さんの言うとおりにはしない。こんな私でも必要だって言ってくれる人がいるから。だから、家に帰らない」

「同じような仕事なら、ここじゃなくてもいいでしょう？　元々は向こうで働くことになってたんだから」

　ゆかりの意見をまた否定された。何度言っても伝わらないもどかしさに、ゆかりはぐっと拳を握り締める。

「それだけじゃないもの。私は……この人が、大好きだから」

　すぐそばにあった腕を思い切り引く。

「大好きだから、側にいたいの。絶対後悔したくないから」

　この際、母親のことと、契約恋愛のことを全て解決してしまおう。完全に見世物になってしまっていたが、もう関係ない。羞恥を振り切ったゆかりは遥斗への愛を口にする。

「遥斗は……私のことを一人の社会人として尊重してくれた。それだけじゃなくて、支えてくれた。たくさん甘やかして、こうしてお母さんに立ち向かう勇気をくれた」

　そして。ゆかりは息を吸ってその勢いのまま一番言いたかったことを口にする。

「……私の意見を否定しない所が好き」

　母はゆかりの言葉に、顔をひきつらせた。ゆかりの気持ちをようやく理解したのか、もうそこからは何も言葉が出てこない。言えた。と、ほっと胸を撫でおろすと、ゆかりの体がふわりと浮く。

「ぎゃ！」

　可愛くない悲鳴があがる。何が起きたのかと混乱していると、眼下に眩しい笑顔を浮かべた遥斗がいた。

「今の大好きって本当？」

「……うん」

　子供が破顔するかのような笑顔でそう聞かれてしまえば誤魔化すことはできない。ゆかりは宙に浮いたまま頷く。

「そっか。そっかあ」

　今度は高い高いと抱っこされたまま、遥斗がぐるぐると回り始めた。

「ぎゃ！　ちょ、ちょっと！」

　止めて、と叫ぶと回転が止む。そして、そのままぎゅうっと抱きしめられた。

「嬉しい」

　遥斗の声は震えていた。もしかして、ゆかりが考えていた最悪の結末は回避されたのではないか。同じように背中に腕を回して、遥斗の香りを胸いっぱいに吸い込む。追い詰められて張り詰めていた気持ちが、すっと解れていく。

「もう離れないで」

　優しく頭を撫でられ、そんな風に言われてしまった。ゆかりの抑えていた涙腺が崩壊し、ぶわりと涙が溢れ出た。

「うん……うん。あのね、私ね」

　言葉を押し付けるように、遥斗の肩に顔を埋める。そして、自分の気持ちを素直に口にしようとした。しかし、遥斗が長い指でゆかりの唇を撫でた。

「その先は、二人きりの時に聞かせて」

「っ、」

　そして、ゆかりを誰の目からも隠す様にきつく抱きしめてくる。

「すみません。こういうことですので、今日はお開きでお願いします」

　遥斗がまたゆかりを胸に押し付けて、この場を閉じようとする。ゆかりは慌てて顔を上げて真柴と武夫に視線を向けた。謝罪しようと口を開くと、二人に制された。

「俺も興味本位だったし気にしないで。まさか青山先生の彼女だなんて知らなかったし……あの、先生、俺また研修に参加しても大丈夫ですかね」

「もちろん、きみのような優秀な人材にはどんどん参加してほしいよ。ただ……ゆかりには手を出さないようにね」

　はっきりきっぱりそう言い、遥斗はゆかりの体を抱えたまま出口に向かおうとした。横目に見えたのは、武夫の母、真柴に肩を抱かれる母の姿だった。表情まで見えなかったが、これでよかったのだろうかと疑問が湧いて出てくる。ずきりと胸の奥が痛む。自分の言いたいことを伝えてすっきりしたはずなのに、やはり心まで晴れることはなかった。そんなゆかりの葛藤を見抜いたのか、遥斗がゆかりの肩をぐっと抱いた。

「気にしなくていい。今は分からないかもしれないが、大丈夫だ。今君のお父さんがこちらに向かっているから」

「……は？」

　色々理解不能なことが多い。情けない声が出てしまった。しかし、遥斗は気にした様子もなく、まっすぐ前を見ていた。

「驚かそうと早く帰ってきたのにゆかりはいない。嫌な予感がして実家に電話をかければ、何も知らない人たちばかり。カマをかけても反応なし。ついでだから君の母のことでちょっと突いたら、向こうも慌てていたよ」

「慌てていたって……お父さんが？」

「ああ。実家のゆかりのお母さんの部屋のカレンダーに『水山荘：十一時』って書いてあったからよかったものの……」

　ぶつぶつと呟き、話の方向が妙な方へ行ってしまっている。どうしたらいいのかとおろおろしていると、繋いだ手をぎゅっと強く握られた。

　ホテルのロビーを出たところで、遥斗が手を上げる。さすが超高級ホテル。ピカピカに磨かれたタクシーがすぐに止まってドアを開けてくれる。一度後ろを振り返ったが、母の姿はなかった。どうしようかと迷ったもののゆかりはぐっと唇を噛み、前を向く。

「おいで」

　すでに遥斗は先に乗車していた。ゆかりは差し出された手にまた迷いが生じる。この手を取るということは、過去を振り返らないということ。一瞬だけ幼いころの優しい家族を思い出しかけたが、首を横に振る。

「ありがとう」

　差し出された手に自分のものを重ねると、後部座席に体が吸い込まれる。出発します、という運転手の言葉通り、車が滑らかに動き出す。

「ゆかり」

「っ、はい」

「俺は少し怒っているよ。分かる？」

　にこにこと笑う顔からは怒っていることを見て取れない。しかし、短い付き合いながらも、この笑顔の裏に隠された遥斗の怒りにゆかりはすぐ気づいた。

「ご、ごめんなさい」

　ゆかりがその怒りに気づいた瞬間、遥斗は表情から笑みを消した。しかし、怒りには気づいたが、なぜ怒っているかまではさっぱりわからない。とりあえずの謝罪を口にするものの、遥斗は全く納得していないようだ。

「一つ」

「はい」

　一つ？　ってことは何個かあるってこと？　とゆかりは身構える。

「母親から連絡があったとき、俺に言わなかったこと」

「それは……」

　研修中で迷惑をかけたくない。そう口にしようとしたが、長い指で唇を押される。続けて「まだ終わってない。言い訳は俺が話してから」と言葉を遮られた。

「二つ、俺に何も言わず見合いに行ったこと」

　ゆかりの気持ちや決意を知らない遥斗が怒っても仕方がないと、怒りを黙って受け止める。

「三つ。これが一番許せない」

「……っ」

　普段自分をとことん甘やかしてくれる遥斗がここまで言うからには、よっぽどなのだろう。ゆかりはきゅっと唇を噛んで、その怒りを全身で受け止めようとする。

「見合い相手の男とちょっといい感じだったこと」

「へあ……？」

　一瞬何を言われたか理解できず、情けない声が出てしまった。しかし、遥斗はそんなゆかりの態度が許せなかったのか、いきなり鼻先をつまんできた。

「聞いてる？」

「いひゃい！」

　抗議したが、遥斗はいまだ摘まむ手を離してくれない。

「だから俺はすごく怒っている」

「だって……」

　ひりひり痛む鼻を撫でていると、遥斗が綺麗な顔を近づけてくる。

「でも、ゆかりの気持ちがはっきり分からないままつけ込んだ俺も同罪だな」

「……え？」

「ゆかりが俺を好きになってくれるっていう確信が得られるまで、ずるい関係でいようとしたから」

「それって……」

　漏れた声は震えていた。もしかして自分はとてもいい夢を見ているのではないかと勘違いしてしまいそうになる。まるで、遥斗が自分をずっと好きだったという優しくて甘い夢を。

「俺は……ずっと君に恋していたよ。ずっと、ずっと前からだ」

「……だ、だって契約、恋愛って」

　旅先で出会った遥斗がはっきりそう言っていた。しかし、遥斗は種明かしとばかりに意地悪気に、にやりと口に笑みを浮かべた。

「あのとき、ゆかりは全く俺に興味なかっただろう？」

「う、」

「色々画策して、やっと近づけたチャンス逃がしたくなかった」

「いや、で、でも……」

　誰にも優しくて人気がある遥斗に自分が好かれる理由など、まったく思いつかない。それを口にすると、遥斗が儚い笑みを浮かべた。

「ゆかりは……普段から自分がしていることがあまりにも普通だと思いすぎて気づかないんだろうな」

　優しく髪を撫でられる。その温もりに寄りそうように頬を擦り付ける。おそるおそる自分の手を重ねると、与えられる幸せに心が破裂しそうなほど満たされていく。

「俺だって、万能じゃないからな」

「……遥斗？」

「今井さんって覚えている？」

　覚えているもなにも、最近会ったばかりだ。ゆっくりと頷くと、「俺のことは覚えてなかったのにね」と笑みを零した。

「だって」

　ゆかりの反応に、遥斗はいいよと言わんばかりに頬をくすぐってくる。猫のような扱いを不本意に思いながらも、ゆかりは黙って次の言葉を待つ。

「……あの人が治療で入院した時、どうしても家に帰りたいと言われて俺は本当に困っていたんだ。体力的にもきっと難しいだろうし、入院継続は無理でも、療養病棟か介護施設か……病状的にも緩和ケアに進んでもいいくらいだった」

「……」

　今井の病状がよくなかったことをゆかりも知っていた。しかし、思っていたよりも重い病状だと遥斗は受け止めていたようだ。

「たくさんの患者を相手にしていると、一人一人の意見を聞くことがおろそかになる。あの時の俺は、新しい治療法の件数稼ぎに必死になっていたしな」

　今井を担当したのは一年半ほど前だ。そんな葛藤があったなど、当然ゆかりは知らない。

「施設方向で、っていう依頼を出して退院先の検討を始めたとき、息を切らした君がカンファレンスルームに飛び込んできて」

　ふふ、と遥斗が思い出し笑いを浮かべる。

「すごい勢いで、患者も家族も俺も看護師も目を真ん丸にしてたの気づいた？」

「い、いえ……すみません……もしかしたら前の仕事が長引いてたんですかね……？」

　お恥ずかしい。とゆかりは顔に集まった熱を発散するように、もう片方の手であおぐ。

「それで、席に着いたとたん何て言ったと思う？」

「……何て言いましたっけ？」

　　

『さあ、ではおうちに帰るためにどうしたらいいか考えましょうか！』

　　

「みんなあっけにとられたよ。施設方向の話を進める予定だったけど、その勢いにみんな飲み込まれた。それだけじゃなくて、今の今井さんがどうやったら家に帰れるかまでのプロセスまで考えていたんだから」

　その言葉を聞いてゆかりはぼんやりといきさつを思い出した。遥斗から『施設』へ移動を依頼されていたが、看護記録や看護師との事前打ち合わせで自宅への退院を希望されていることを知った。介護保険の申請をしているという情報も手に入れたため、暫定認定がどれほどかも予測しつつあらかじめ動いたことを思い出す。

「私風情が随分しゃしゃりでたようで……」

「いいや。俺はハッと気づかされたよ。何のために治療法を開発したか思い出したんだ。病気に生活を侵害された人たちが少しでも自分らしく生きる時間をと思っていたのに、すっかり忘れていた」

　目を細めてじっと見つめられる。自分の存在が遥斗の中に刻み込まれていたことを初めて知って、恥ずかしさと嬉しさが混在して気持ちが絡まってどうしようもなくなる。

「漠然とした願いだけではなくて、帰るまでにできることややらなくてはいけないことが決まったら、今井さんは驚くほど元気になった。奥さんも栄養指導なども積極的に受けたし、住宅改修も入った。そして、その三週間後無事家に帰れた」

　君のおかげだ。と遥斗が耳元で囁く。そんな風に言われても、どこか信じ切れない自分がいるのも確かだ。

「君一人だけが、彼らの可能性を信じて進んでいたんだ。誰もが諦めていた中で、前だけを向いている君を好きにならない理由がある？」

「そんな……私はただ、自分が思うままやっていただけで……」

「そうかな。遠方から来ていることも考慮して、近隣の病院に緊急時に対応できるか根回ししてくれていたことも知っているし、訪問医も検索して情報提供していたことも知っている」

「……そんなところまで見ていたんですか？」

　突然の種明かしに、ゆかりの心はもう爆発してしまった。自分の存在を認めてくれた遥斗が、自分の想像よりももっと深いところを知ってくれていたことに、どうにも気持ちが抑えられなくなってしまった。

「私……契約恋愛なんていや……ちゃんと、恋人になりたいの」

　車の中だと分かっていたが、衝動を抑えられず遥斗に抱きつく。

「うわ、っと」

「大好きです。私、あなたと未来を歩んでいきたいの」

　契約恋愛は終わりにして。涙で震えた声でそう願うと、遥斗の小さな当たり前だという囁きと共に、きつく抱きしめ返してくれる。

　すべてを振り払ってでも手に入れたい未来を、ゆかりは力強く抱き寄せた。

「あ、そういえば」

「どうした？」

　感動的なシーンに水を差すようだが、どうしても聞きたかったことがあった。

「遥斗、女性をけしかけられるって言ってたけど、ほんと？」

「ああ……」

　そんなことも言ったなあ。と続けられて、ゆかりは目を細める。

「まさか……」

「いやいや。本当だよ。でも、ゆかりの助けを借りなくてもなんとかなるかな？」

　のらりくらりとした言い方だったが、つまり遥斗にとって契約恋愛は必要なかったということだ。

「……もう隠してることない？」

　数々の偶然すら怪しいと追及すると、遥斗はにっこりと笑顔を返すだけだった。

「あ、その顔は……」

「どうだかね」

　またかわされてしまうが、そんなことはどうでもよかった。遥斗と紡ぐ未来を想像して、ゆかりはこれ以上ないくらい笑みを深めた。





◇◇◇






「っ、ふ、あ」

　息継ぎをするのも許されないほどの苦しいキスが玄関先で繰り広げられている。まだ靴を脱いでもいないのに。と薄らぼんやりと残った理性が叫んでいる。

　タクシーが向かった先はゆかりの家だった。いつも通り遥斗の家に向かうのかと思っていたが、「ゆかりの存在だけを感じていたいから」と少し変態チックなセリフと共に押し切られてしまった。

　苦しいキスを教えてくれたのは、遥斗だった。今までは自分の思いを口にできないもどかしさと苦しさがあったが、今のキスは好きで溢れていた。

「はると、大好き。好き」

　もう我慢しなくていいという思いが言葉となって溢れ出る。口にしていないと、心の中で溢れてどうしようもなくなってしまうからだ。

「ゆか、り」

　離れた唇を追いかけるのはゆかりのものだ。吐息が交ざる距離でもう一度好きだと伝えると、荒々しく体を掻き抱かれた。遥斗の胸に閉じ込められ、唇が寂しくて仕方がない。上等なスーツにぶつけるように、愛の言葉を囁くと、頭上から小さく息を吐く音が聞こえる。

「ダメだ……なんだこれ、かわいすぎる」

「だって大好きなんだもん……」

　もう一度口にすると、伝えきれなかった想いが涙となって溢れ出てくる。

「ああ、もう、泣かないで」

　太くて温かい指がゆかりの涙をぬぐっていく。自分はこんなにも弱くてダメな女だったろうかと反省して、遥斗から距離を取ろうとする。

「ちょ、そういう意味じゃないから。離れないで」

　濡れた目尻にキスが落ちてくる。額、頬、もう一度目尻。そして、先ほど摘ままれた鼻先。柔らかい唇が落ちてきたところで涙が止まる。すん、と鼻をすすると、「落ち着いた？」と優しい声が降ってくる。

「うん……」

「大好きだよ。だからそんなに慌てないで、これからもずっと伝えてほしいな」

「うん……」

　ぽんぽんと背中を叩かれてやっと気持ちが落ち着いてくる。けれども、破裂しそうな心がダメ押しといわんばかりに溢れ出た。

「はると。大好き」

　涙のせいか舌ったらずになってしまった。甘えていると自覚していたが、今日くらいいいだろうとまた自分を甘やかしてしまう。

「そんなこと言って、どうなったって知らないよ？」

　笑いを交えながら言われたことに少しだけむっとしてしまう。自分の気持ちを軽んじられているような気がしたからだ。

「どうなったっていいから……」

　恥を捨てて縋る。すると、遥斗は顔から表情を落とした。

「本当に、知らないよ？」

　脇に手を差し込まれて、持ち上げられる。勢いがよかったため、重力に逆らった体が浮く。その勢いで履いていたパンプスがからりと音を立てて落ちた。まるで米俵でも抱えるように持ち上げられており、遥斗が歩く振動が邪魔をして何も言えなくなる。

　初めてゆかりの部屋に来たためか、遥斗は手前からどんどんドアを開けていく。洗面所、トイレ、そのたびに舌打ちが聞こえてくる。目指す場所を知ったゆかりは、リビング手前の扉を指さした。すると遥斗は無言のまま、そちらに向かって足を進めた。

　勢いよく開け放たれたドアの向こうには、ゆかりがいつも使っているシングルベッド。レースカーテンを残した窓からまだ明るい日がさんさんと降り注いでいる。

　生々しい光景に一瞬冷静になりかけたが、ベッドに横になった瞬間それも消え去った。ゆかりが見上げた視界には、自分だけを見つめる遥斗がいる。

「俺以外のために着飾った服を汚してやりたいよ」

　そんな不吉な言葉を残して、遥斗はゆかりの唇を塞いだ。キスに翻弄されていると、大きな手がワンピースの裾から入り込んでくる。決して乱暴な動きはなく、いつも通り優しい手つきだ。

「ん、ふう……」

　キスで塞がれているのをいいことに、溢れる思いを心の中で何度も繰り返した。

（好き。好き。大好き。遥斗、大好き）

　ゆかりの溢れる思いに応えるように、遥斗の手が中心部を撫でた。ストッキングのウエスト部に手がかかると同時に唇が離れた。

「聞こえているよ。全部」

　遥斗の息は切れ切れだ。そして、それはゆかりも同じだった。

「そんなにたくさん愛を伝えられたら俺の方も溢れてしまいそうだ」

　じっとゆかりを見下ろして、ストッキングを足から抜いていく。ゆかりはゆっくり足を上げる。片方脱がせられると、遥斗がふくらはぎにキスを落としてくる。

「キスのときだけじゃ足りないって言ったらどうする？」

　ふう、ふうと呼吸を整えながら、ゆかりはこう口にした。

「たくさん、言ってもいいの？」

　さきほどは少し抑えろと言っていたのに。そんな皮肉を込めて。ゆかりはじっと遥斗を見上げた。

「ゆかりが好きだと言った分だけ、俺の愛を受け止めてもらおうかな」

　もう片方のストッキングを脱がせられる。遥斗が舌を這わせた部分に沿って、ひやりと冷たさを感じる。

　服も脱がない、性急な行為になぜか興奮している自分がいた。たくし上げられたワンピースから自分のショーツが見える。遥斗はためらいもなくそのウエスト部分に手をかけると、ストッキングと同じようにゆかりの足から取り去った。遥斗を待ち望んでいた秘部は蜜ですっかり濡れそぼり、待ちきれないとばかりに糸を引いていた。

「明るいからよく見える」

　両足を広げられてまじまじと見つめられる。恥ずかしいと口にすると、「嘘つき」と返された。

「や、あ」

「ああ、もう挿れたい」

　長い指でナカを擦られる。二週間前までは、ほとんど毎日のように体を重ねていた。そのせいか、細い指ではどうしたって物足りない。

「わ、たしも……」

　欲しい。そう続ける。

「えっちだなあ。ゆかりは」

　そう言いながらも遥斗はスーツの前をくつろぎ始めた。かちゃ、とベルトが落ちる音が聞こえてきたと思ったら、スラックスのポケットから避妊具を取り出していた。

「そんなこと言って俺もだけどね」

　び、と口で封を開けるのをかっこいいなあなんて見ていると、大きな手で視界を塞がれた。

「あ、ちょ」

　つけるところを見ていたかったと抗議しようとしたら、ずぐん、と中心を貫くような重い衝撃が全身に走る。同時に暗闇が消え去り、陽光が目を刺激した。目の前がちかちかして、一瞬で達してしまったと理解したのは少し遅れてからだった。重たい衝撃と、待ち望んだものが一気にやってきて、ゆかりは声なく叫ぶ。

「あっ……」

　呼吸と声を奪われ、ゆかりはぱくぱくと酸素を求めた。

「っは、やば……めっちゃ、きつい」

　遥斗の声が導きとなって、ゆかりは声のした方向に手を伸ばす。太い首にたどり着くと、縋るように自分の元に寄せた。

「ゆかり」

　遥斗の存在を間近に感じると、想いがまた溢れ出した。

「好き……」

（好き。好き。大好き）

　心の中で何度も何度もつぶやく。今まで我慢して心のうちに留めていたが、契約恋愛というストッパーが外れてしまえば止めるものは何もなかった。

「俺は、愛しているよ。ずっと君に恋していたんだから」

　遥斗はじぶんの言葉を証明するように、ゆっくりと腰を動かし始める。単調な出し入れではなく、ゆかりのいいところを探る様にゆすってくる。もう何度も体を重ねて知っているはずだが、遥斗はそれでもゆかりの快楽を最大まで高めようとしてくる。

「ん、あぁ！」

　一番最奥を傘の張ったモノで貫かれる。先ほど高みまで昇っていたゆかりには少々刺激が強かった。

「ゆかり」

　今日のいいところはここだといわんばかりに、遥斗が執拗に責め立てる。段々と快楽が高まってくるものの、服越しでは体温を感じられない。

「服、やだ」

　無機質な布は、遥斗の体温を伝えてくれない。鼓動を感じられない。言葉だけではない自分の愛を伝えられない。そんな思いを込めて口にする。すると、横になっていた体を勢いよく起こされる。

　いわゆる対面座位という形になり、遥斗の顔が目の前に突き出された。腰を揺らして最奥を突かれながらも、遥斗は器用にネクタイ、ジャケット、シャツを脱ぎ捨てていく。ぴったりと手触りのいい肌着もすぐに脱ぎ去った。ゆかりは、自分もとジャケットのボタンに手をかけるが、遥斗の大きな手がそれを拒んだ。

「俺がやる」

　むすっとした表情だった。もしかして、やきもち？　なんて思っていると、熱情を孕んだ目で睨まれた。

「かわいいわがままばっかり言うから。汚してやろうと思っていた算段が台無しだ」

「っ、ああ！」

　かわいいなんて思ってしまったのがばれたのだろう。ぐぐっと腰を押し付けられて笑う余裕がなくなった。快楽におぼれていると、ジャケットがなくなり、背中のファスナーを下ろされる。少しキツイ拘束から解放されると自然と息が漏れ出た。

「っ、はあ……」

「こんなかわいくて素敵な恰好を見せたのが俺じゃないなんて……」

　ぶつぶつと何かを言っているが、今のゆかりには笑うゆとりも嫉妬を喜ぶ余裕もない。せいぜい突き上げながらも服を脱がせる遥斗の器用さに驚く程度だ。

「ほら、腕を抜いて」

　少々乱暴にワンピースを取られると、流れるようにブラジャーも外された。肩ひもを抜かれると同時に、ゆかりは待っていましたとばかりに遥斗に抱き着いた。

「あ……ったかい」

　久々の生肌の触れ合いに、ゆかりの涙腺が刺激される。じんわりと浮き上がる涙を堪えてると、きつくきつく抱きしめられた。

「こんなかわいいわがままばかり言って……」

　一番深いところで繋がっているはずなのに、まだ足りない。あちこちにキスを落とされて、体が喜びで震える。

「キスしたって聞こえてるよ」

　唇の間近でこんなことを囁かれる。これはきっと言ってほしいということだろう。ゆかりは自ら顔を傾けて、そっと唇を重ねる。舌を絡めて少し離れる間に、何度も何度も愛を言葉にする。

（すき、すき。大好き）

　あふれ出す思いをくぐもった音に乗せて、深いところまで繋がる。

　まだ明るい時間から始まった情事は、日が暮れて夜のとばりが降りる頃まで続いた。








８　幸せなエピローグ








「じゃあ、一件落着ってこと？」

「はい。色々お世話になりました」

　事の顛末を千加代に話すと、嬉しそうに何度も頷いていた。

「今お母さんはどうしているの？」

「……父が話してくれたんですが……」

　夜遅くになって、父がゆかりの家を訪ねてきた。家に上がってと言うゆかりに対して、父は首を横に振ってそれを断った。遥斗は簡単な挨拶をしたあと、急に電話をしたことを謝罪していた。

『いいんだよ。お母さんはね、昔女性では珍しく鉄道会社で働いていたんだ。地方への新幹線開通の時期もあって、広報担当だったお母さんはそれはもう素敵な人だったんだ』

　父が語りだしたのは母とのなれそめだった。

『たまたま出張に来ていた私はそんなお母さんに一目惚れでね。足しげく通ってやっと付き合ってもらえたんだ。綺麗なお母さんとどうにか結婚したくて、早々にプロポーズして……ゆかりもよくわかっているだろうけど、うちは田舎だ。都内で働いていたお母さんにとっては窮屈で仕方なかっただろうし、本当はもっと働いていたかったのかもしれない』

　父の語り口は、まるで後悔を懺悔するような話し方だった。仲睦まじいと思っていた二人にそんな過去があったなんてと、ゆかりは改めて驚いた。

『……自治会の役員は、若い世代に任せようっていう風習が残っていて、お母さんはそれに納得できなくて意見したんだ。その時、女のくせにでしゃばるなとか言われたみたいで……私もことを荒立てないように我慢してくれって……言ってしまったんだよ』

　父の懺悔は思っていたよりも酷なものだった。今の時代であれば許されたことであろうが、ひと昔ふた昔前ではそうはいかないだろう。ゆかりは黙って母の気持ちを思う。

『そんな時、ゆかりを妊娠して……そこからは怒涛の子育てだったと思う。ゆかりを通して色々な友達もできたりしたから……母さんはもしかしたら地域になじむきっかけになったゆかりがいなくなるのが怖かったのかもしれないし、自由に働く君がうらやましかったのかもしれない』

　そんなの。ゆかりはショックで目の前が真っ暗になった。母がこうなってしまった理由が、まるでゆかりにあるような言い方にもとれる。しかし、言い返すのももう疲れてしまった。ゆかりは閉口しうつむく。

「ちょっと待ってください」

　そんなゆかりの前に遥斗が立つ。

　

「そんで？　なんて言ったの？」

「えっとですね……」

　そこから先は気恥ずかしくて、なんとも言葉にしにくい。照れ隠しやごまかしをするように、ゆかりはあちこちに視線をさ迷わせる。

「教えてよ！」

「それは、私だけの秘密にしたいのでごめんなさい！」

「え〜！」

　不満げに千加代がぶーぶーと口を尖らせたが、ゆかりは手を合わせて何度もごめんなさいと口にした。

『娘に責任を押し付けているなんて恥ずかしくないんですか？　私はゆかりさんのお母様は、あなたに気づいてほしかったように思います。でなければカレンダーにお見合いの場所を書き込んだりしないと思います。二人できちんと話し合って、それでもゆかりさんに会いたいというのであれば私を通してください。謝罪は受け付けません。ゆかりさんがこれまで傷ついてきたこと、悲しかったこと、優しかった母親が変わってしまったことの絶望。それをきちんと考えてからでないと会わせません』

　一言一句間違えずに覚えている。未だに知りたがる千加代を横目に、ゆかりは今まで胸の奥につかえていたものがやっと落ちていった気がする。

　母親が変わってしまったことは酷く悲しかったが、これを機会にきちんと二人で今後のことを話しあってもらいたい。そしてまたいつか会えたら……など生易しい考えが浮かぶ。

「千加代さん、たくさん話を聞いてくれてありがとうございました」

　この話は終わり、とばかりにゆかりがそう口にすると、千加代がやっと諦めてくれた。

「……まあいっか。よかったね」

「はい！」

　晴れ晴れとした気持ちだった。仕事にもより一層力が入り、毎日が充実していた。問題なく定時を迎え、ゆかりは帰路につく。

　向かう先はもちろん、遥斗の家だ。今週もまた出張で、遥斗はあちこち忙しく飛び回っている。少し前にどうしてそんなに技術指導を頑張るのか？　と聞いたら、俺が頑張ることでゆかりのような仕事をする人が少しでも楽になれば、ときっぱり言い切った。どうやら、今井のことがきっかけで、全国どこでも標準治療として受けられるようにとこの技術指導を始めたそうだ。そんなことにまで影響を及ぼしていたのかと驚いたが、

「ゆかりの全てが今の俺を作っているんだよ」と散々甘い言葉を吐かれて終わった。今思えば、旅先で会わなければこんな風になっていなかったなと、偶然に感謝したい。

　それを話したときの遥斗の含み笑いが少し怖かったが、きっと……出会ったのは偶然であろうと思いたい。

「あ、そうだ」

　帰り道は必ず電話をするように言われていたことを思い出す。履歴の一番上にある名前をタップすると、数秒も待たずに『もしもし』と聞こえてきた。

「遥斗？　今帰りだよ。そっちは？」

『もうすぐ帰れそうだよ。早く帰れそうだから次の旅行先を考えようか』

「本当？　待ってる！　あ、あのね……」

　そして、今日もゆかりは愛を伝える。 








あとがき








　この度は、「極上ドクターの契約恋愛は思ったよりも独占欲強め～始まりは普通の恋じゃなくても～」をお手に取っていただきありがとうございました。

　ゆかりと遥斗の恋模様を楽しんでいただけたでしょうか？　あとがきでは、遥斗の思いを少し語りたいと思います。読者様に気づいていただけたか定かではないですが、ゆかりとの接点を持とうと、遥斗は病院内でもわかりやすいアプローチを重ねていました。しかし、文中でも書いたように、仕事に夢中なゆかりは全く気付きません。そして今回自分の出張先とゆかりの旅行の場所が被ったことでもうこれは行くしかないと色々画策を重ね、同じホテルに泊まることになりました。

　自分の心を隠したまま近づくのは賛否両論あると思いますが、最終的には両想いになりますのでこれはこれでありなのかな？　と、楽しく書かせていただきました。

　ゆかりのこれからとしては、病院中に知れ渡るくらい遥斗が溺愛して、ガチ恋勢も諦めるしか無いくらいのラブラブ夫婦になるのかなあ。なんて妄想しています。

　母や父のこともなにかしらの形で解決出来たらいいなと思いつつも、二人で楽しく過ごすのもありだなあ～と考えています。遥斗は勢いがあるのでどんどん押せ押せであっと言う間に結婚、ということにもなりそうですね。考えれば考えるほど今後の二人のことも書きたいな～なんてわがままを言ってしまいそうですが、二人の恋模様は一旦ここで終わりになります。きっと幸せな未来を築いてくれるでしょう。

　最後になりましたが、本書を作るにあたり、ご尽力くださった担当者様、デザイン会社様、イラストレーターの桜之こまこ様、そしてお買上げ頂いた読者様。皆様にこの場をお借りしてお礼を申し上げます。

　またどこかでお会いできる日を楽しみにしています。
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